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採
蓮
の
い
わ
れ

蓮
は
古
来
の
画
題
で
あ
り
そ
れ
を
描
い
た
名
画
が
多
い
。
そ
の

花
は
清
浄
無
垢
﹆
ま
た
枯
れ
て
は
寂
寥
の
情
を
も
た
ら
す
。

千
葉
は
古
代
蓮
の
種
が
発
掘
さ
れ
現
代
に
命
を
復
活
し
た
町
で

あ
り
﹆奇
し
く
も
千
葉
市
美
術
館
は
古
に
は
蓮
池
︵
は
す
い
け
︶

と
呼
ば
れ
蓮
の
漂
う
池
を
埋
立
て
た
と
い
う
い
わ
れ
の
繁
華
街

に
位
置
す
る
。
音
通
す
るsiren

は
美
声
を
し
て
船
乗
り
を
誘

惑
し
難
破
さ
せ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
海
の
精
で
あ
る
。
蓮
を
採

る
が
如
く
古
今
の
美
を
紡
ぎ
﹆
妖
精
の
如
く
人
を
魅
惑
す
る
芸

術
に
就
い
て
論
ず
べ
く
本
誌
の
題
を
定
め
た
。千

葉
市
美
術
館
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The lotus has been the theme of painting, and there many master works which delineate it. Its flower 

is pure and innocent, and gives the feeling of loneliness and silence after it is withered. Chiba is where 

ancient lotus was discovered and its life was reinstated. Coincidentally, the Chiba City Museum of 

Art is located on a street made by reclaiming the lotus field called Lotus Pond (Hasu-ike) in ancient 

times. Siren has same phonetic expression as Siren in Greek mythology who lured mariners to their 

destruction. The name of the bulletin was decided with the intention to weave the beauties of both 

present and ancient times as if harvesting the lotus and to discuss the arts which lure us like a siren.

Chiba City Museum of Art

The Implication of “Siren”
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は
じ
め
に

　
千
葉
市
美
術
館
で
は
開
館
準
備
中
だ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
、
昭
和
戦
前
期
の
千
葉

で
制
作
活
動
を
行
っ
て
い
た
洋
画
家
で
あ
る
無
緣
寺
心
澄（
本
名
・
藤
井
茂
樹
　
一
九
〇
五

―
四
五
）の
作
品
を
収
集
し
、
折
に
触
れ
て
公
開
し
て
い
る
。

　
無
緣
寺
心
澄
が
一
九
四
五
年
四
月
に
歿
し
た
後
、
彼
の
従
兄
弟
で
あ
る
白
井
三
郞
氏
は
残

さ
れ
た
作
品
お
よ
び
資
料
等
を
無
緣
寺
の
父
で
あ
る
藤
井
惣
助
か
ら
引
き
取
り
、
自
宅
に
保

管
し
た
。
白
井
氏
は
ま
た
、
無
緣
寺
の
伯
父
に
当
た
る
洋
画
家
・
菅
谷
元
三
郞（
一
八
八
五

―
一
九
四
六
）の
作
品
も
手
許
に
集
め
た
。
氏
は
み
ず
か
ら
こ
れ
ら
の
作
品
の
整
理
を
行
い
、

千
葉
市
内
で
遺
作
展
を
開
催（
註
1
）し
、
七
七
年
に
は
当
時
千
葉
県
に
勤
務
し
て
い
た
中
地
昭

男
氏
の
協
力
を
得
、『
房
総
の
作
家（
1
）　
無
縁
寺
心
澄
・
菅
谷
元
三
郎
』（
私
家
版
）を
出
版

し
た
。
同
書
に
は
白
井
氏
が
所
蔵
す
る
無
緣
寺
作
品
九
〇
四
点
、
菅
谷
作
品
六
点
、
他
作
家

七
点
、
無
緣
寺
自
筆
の
履
歴
書（
以
下
、「
履
歴
書
」
と
す
る
）を
含
む
資
料
一
四
点
が
リ
ス

ト（
註
2
）と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
他
、
氏
が
編
ん
だ
無
緣
寺
と
菅
谷
の
略
年
譜（
以
下
、「
白

井
年
譜
」
と
略
記
）な
ど
が
附
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
中
地
昭
男
氏
は
戦
後
発
足
し
た
千
葉
県
美
術
会
の
あ
ゆ
み
を
調
査
す
る
過
程
で
、

無
緣
寺
心
澄
が
関
わ
っ
た
千
葉
美
術
会
と
そ
れ
に
続
く
千
葉
県
美
術
協
会
の
活
動
を
そ
の
前

史
と
し
て
位
置
付
け
た
。
そ
の
成
果
は
、
一
九
七
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
千
葉
県
展
三
十
年

史
』（
千
葉
県
美
術
会
）を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
報
告
に
纏
め
ら
れ
て
い
る（
註
3
）。

　
千
葉
市
は
一
九
八
八
年
か
ら
翌
八
九
年
に
か
け
て
白
井
三
郞
氏
の
所
蔵
作
品
を
収
集
し
、

九
五
年
の
開
館
以
前
か
ら
千
葉
市
ゆ
か
り
の
画
家
と
し
て
無
緣
寺
心
澄
を
展
示
・
紹
介
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
無
緣
寺
の
画
家
と
し
て
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
は
長
ら
く
「
履
歴
書
」

と
「
白
井
年
譜
」
に
記
さ
れ
て
い
た
以
上
の
事
項
は
不
明
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年

に
彼
と
ゆ
か
り
の
深
い
洋
画
家
・
三
宅
策
郞（
一
九
〇
四
―
二
〇
〇
六
）の
御
遺
族
で
あ
る
齊

藤
琴
代
氏
か
ら
、
一
九
三
一
年
に
結
成
さ
れ
た
千
葉
美
術
会
関
係
の
印
刷
物
を
含
む
多
数
の

資
料
を
御
寄
贈
い
た
だ
き
、
無
緣
寺
の
活
動
が
千
葉
市
内
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
今
回
、
無
緣
寺
心
澄
の
年
譜
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
新
た
に
判
明
し
た
事
項
は
多
い

が
、
逆
に
中
地
昭
男
氏
が
調
査
さ
れ
て
い
た
当
時
と
は
異
な
り
、
無
緣
寺
を
直
接
知
る
美
術

関
係
者
は
ほ
と
ん
ど
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
お
り
、
千
葉
美
術
会
に
関
す
る
資
料
類
を
充
分

に
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
会
に
関
わ
る
事
項
の
多
く
は
、
中

地
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
学
の
調
査
に
拠
っ
て
い
る
。

註1 
白
井
氏
に
よ
る
遺
作
展
は
次
の
通
り
。

 

菅
谷
元
三
郞
・
無
縁
寺
心
澄
遺
作
展（
千
葉
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
一
九
七
二
年
八

月
二
一
―
二
三
日
）

 

第
二
回
　

無
縁
寺
心
澄
　

遺
作
展（
潮
画
廊
　
一
九
七
四
年
七
月
一
八
―
三
〇
日
）

2 

「
白
井
三
郎
所
蔵
品
目
録
」（
同
書
　

三
八
―
六
四
頁
）は
支
持
体
と
な
っ
た
紙
の
裏
表
に
描
か
れ
て
い
る
場

合
、
そ
れ
ぞ
れ
に
作
品
番
号
を
附
し
、
資
料
お
よ
び
無
緣
寺
心
澄
と
関
係
の
あ
る
画
家
の
作
品（
山
谷
鍈

無
緣
寺
心
澄
　
年
譜
と
資
料

　
科
　
英
　
也
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一
、
茨
木
至
水
、
阿
木
良
、
村
田
土
塊
）も
す
べ
て
無
緣
寺
の
作
品
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
白
井
氏

が
附
し
た
作
品
番
号
は
無
緣
寺
の
項
目
で
九
五
八
を
数
え
る
。

 
　
白
井
氏
は
作
品
整
理
と
目
録
作
成
の
た
め
、
作
品
名
が
不
詳
で
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
作
品
に
新
た
な
名
を

附
し
た
。
現
在
本
館
に
お
け
る
展
示
な
ど
で
は
、
便
宜
上
こ
の
白
井
氏
に
よ
る
呼
称
に
従
っ
て
い
る
。

3 

中
地
昭
男
「
第
一
章
　
県
展
前
史（
千
葉
美
術
会
、
千
葉
県
美
術
協
会
の
こ
と
な
ど
）」

 

千
葉
県
展
三
十
年
史
編
集
委
員
会（
編
）『
千
葉
県
展
三
十
年
史
』
千
葉
県
美
術
会
　
一
九
七
八
年
一
〇
月

二
八
日
　﹇
五
三
﹈
―
八
一
頁

 

中
地
『
房
総
美
術
の
往
還
　
近
代
日
本
美
術
の
黎
明
を
追
っ
て
』
求
龍
堂
　
一
九
九
一
年
八
月
一
〇
日

無
緣
寺
心
澄
年
譜

一
九
〇
五
年（
明
治
三
八
）

一
月
　
藤
井
惣
助
、
と
く
夫
妻
の
長
男
と
し
て
千
葉
郡
蘇
我
町
赤
井
一
一
九
に
生
ま
れ
る
。

本
名
・
藤
井
茂
樹
。
藤
井
家
は
赤
井
に
住
む
豪
農
の
一
族
で
、
生
家（
分
家
）も
農
業
を
営
ん

で
い
た
。

　
藤
井
惣
助
は
藤
井
七
太
郞
、
千
代
夫
妻
の
長
男
。
惣
助
の
次
弟
は
七
兵
衛
。
の
ち
に
白
井

家
に
養
子
に
入
っ
た（
白
井
三
郞
氏
の
父
）。
三
弟
が
元
三
郞
で
、
や
は
り
菅
谷
家
の
養
子
と

な
っ
た
。
元
三
郞
は
無
緣
寺
同
様
、
房
総
ゆ
か
り
の
洋
画
家
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
千
葉

県
立
千
葉
中
学
校（
現
・
千
葉
県
立
中
学
校
・
高
等
学
校
）で
堀
江
正
章
に
学
び
、
の
ち
に
太

平
洋
画
会
研
究
所
に
進
ん
だ
。

一
九
一
二
年（
明
治
四
五
／
大
正
元
）

四
月
　
蘇
我
町
立
尋
常
小
学
校（
現
・
千
葉
市
立
蘇
我
小
学
校
）に
入
学
。

一
九
一
七
年（
大
正
六
）

三
月
　
尋
常
小
学
校
を
卒
業
。

四
月
　
千
葉
尋
常
高
等
小
学
校（
現
・
千
葉
市
立
新
宿
小
学
校
）に
入
学（
註
1
）。

一
九
一
八
年（
大
正
七
）

四
月
　
高
等
小
学
校
に
濱
田
昇
、
北
田
浩
、
內
山
榮
一（
英
一
）が
入
学
。
濱
田
は
の
ち
に

「
上
田
廣
」
の
筆
名
で
小
説
家
と
な
る
。
北
田
も
文
学
を
志
し
て
い
た
が
、
千
葉
市
で
書
店

な
ど
を
経
営
し
た
。
內
山
は
無
緣
寺
同
様
、
の
ち
に
画
家
と
な
っ
た
。
特
に
濱
田
と
北
田

は
、
無
緣
寺
と
終
生
交
流
を
持
っ
た
。

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）

三
月
　
高
等
小
学
校
を
修
了（
註
2
）。
小
学
校
在
学
中
は
少
年
雑
誌
に
俳
句
な
ど
を
投
稿
し
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
る（
註
3
）。

四
月
　
川
端
画
学
校
日
本
画
科
に
入
学（
註
4
）。
在
学
中
交
流
の
あ
っ
た
人
物
に
小
松
均
が
い

る（
註
5
）。／
高
等
小
学
校
に
金
親
清
が
入
学
。
金
親
も
の
ち
に
小
説
家
と
な
る
。

こ
の
頃
　
み
ず
か
ら
の
雅
号
と
し
て
「
無
緣
寺
心
澄
」
と
い
う
名
前
を
考
え
出
す
か（
註
6
）。

ま
た
、
無
緣
寺
が
中
心
と
な
り
、
同
人
誌（
回
覧
誌
か
）『
地
上
』
を
創
刊（
註
7
）。
濱
田
、
北

田
た
ち
が
参
加
。

一
九
二
一
年（
大
正
一
〇
）

こ
の
年（
あ
る
い
は
翌
二
二
年
）　
日
本
画
家
の
鈴
木
圓
治（
号
・
月
潭
）、
洋
画
家
の
藤
井
元

三
郞
ら
が
発
起
人
と
な
り
千
葉
藝
術
院
展
覧
会
が
発
足
。
第
一
回
展
の
み
開
催
さ
れ
、
無
緣

寺
も
参
加（
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
　
会
期
不
詳
）（
註
8
）。

一
九
二
二
年（
大
正
一
一
）

こ
の
年
　
濱
田
昇
、
金
親
清
、
內
山
榮
一
ら
と
同
人
誌
『
地
上
』
の
後
継
誌
と
し
て
『
若
き

詩
の
国
』
を
創
刊（
刊
行
は
翌
年
ま
で
続
い
た
と
思
わ
れ
る
）。
地
元
の
文
学
仲
間
で
は
他
に
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山
口
寒
甫
、
遠
藤
孝
一
が
参
加
し
、
川
端
画
学
校
の
小
松
均
や
村
田
桑
門
も
寄
稿
し

た（
註
9
）。

こ
の
頃
　
み
ず
か
ら
の
絵
画
を
日
本
画
か
ら
水
彩
画
へ
と
移
行
さ
せ
る（
註
10
）。

一
九
二
三
年（
大
正
一
二
）

九
月
　
関
東
大
震
災
の
混
乱
の
中
、
無
緣
寺
は
風
体
を
怪
し
ま
れ
、
一
時
警
察
に
留
置
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る（
註
11
）。

こ
の
年
　
濱
田
昇
、
北
田
浩
ら
と
同
人
誌
『
文
壇
夜
襲
』
を
創
刊
。
金
親
清
、
遠
藤
孝
一
、

中
村
孝
助
、
伊
藤
靜
波
、
相
川
維
新
ら
が
参
加（
註
12
）。
無
緣
寺
は
高
橋
新
吉
や
辻
潤
の
詩
に

影
響
を
受
け
る（
註
13
）。

一
九
二
四
年（
大
正
一
三
）

こ
の
年
　
鈴
木
圓
治
と
丸
山
て
る（
号
・
照
玉
）が
結
婚
し
、
自
宅（
千
葉
市
道
場
北
）に
向
日

会
美
術
研
究
会
を
開
設
。
妻
の
て
る
も
日
本
画
家（
註
14
）で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
か
っ

た
画
家
夫
婦
の
新
居
に
、
千
葉
市
の
文
学
者
・
美
術
家
を
志
望
す
る
若
者
が
集
ま
る
よ
う
に

な
る
。
無
緣
寺
も
同
人
誌
仲
間
と
と
も
に
鈴
木
宅
に
通
い
、
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
研

究
会
が
開
催
す
る
一
般
を
対
象
と
し
た
婦
人
裸
体
モ
デ
ル
研
究
会
の
講
師
を
務
め
た（
一
九

三
一
年
の
項
、
註
30
を
参
照
）。

一
九
二
五
年（
大
正
一
四
）

二
月
　
光
風
会
第
一
二
回
展
覧
会
に
《
密マ
マ

柑
の
樹
の
あ
る
風
景
》（
五
〇
円
）、《
東
金
風
景
》

（
六
〇
円
）を
出
品
し
入
選（
上
野
公
園
竹
之
台
陳
列
館
　
一
―
二
七
日
）。

五
月
　
第
六
回
中
央
美
術
展
覧
会
に
《
或
る
女
の
七
分
身
立
像
》（
洋
画
）を
出
品
し
入
選（
上

野
公
園
竹
之
台
陳
列
館
　
三
―
二
四
日
）。

こ
の
年
　
父
・
惣
助
の
弟
で
あ
る
藤
井
元
三
郞
、
菅
谷
家
の
養
子
と
な
る
。

一
九
二
六
年（
大
正
一
五
／
昭
和
元
）

一
月
　
濱
田
昇
が
鉄
道
第
二
連
隊（
津
田
沼
）に
入
営（
一
〇
日
）。
こ
の
た
め
、『
文
壇
夜
襲
』

は
自
然
消
滅（
註
15
）。

二
月
　
光
風
会
第
一
三
回
展
覧
会
に
《
石
炭
小
屋
の
あ
る
風
景
》（
五
〇
円
）を
出
品
し
入
選

（
上
野
公
園
竹
之
台
陳
列
館
　
二
四
―
三
月
一
九
日
）。

七
月
　
川
端
画
学
校
を
卒
業
。
／
第
三
回
白
日
会
美
術
展
覧
会
に
《
イ
ス
ニ
ヨ
ル
女
》（
八
〇

円
）を
出
品
し
入
選（
東
京
府
美
術
館
　
会
期
不
詳
）。

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）

一
月
　
日
本
水
彩
画
会
第
一
四
回
展
に
《
眞
夏
の
坂
道
》（
一
〇
〇
円
）、《
眞
夏
の
一
箇
所
》

（
一
〇
〇
円
）を
出
品
し
入
選（
上
野
公
園
竹
之
台
陳
列
館
　
二
二
日
―
二
月
九
日
）。
／
ザ
ン

ボ
ア
図
案
社（
東
京
市
京
橋
区
南
紺
屋
町
一
〇
）に
入
社（
註
16
）。

二
月
　
光
風
会
第
一
四
回
展
覧
会
に
《
本
よ
む
女
》（
非
売
）を
出
品
し
入
選
。
光
風
賞
を
受

賞
。
翌
年
同
会
へ
の
出
品
が
無
鑑
査
と
な
る（
東
京
府
美
術
館
　
一
八
日
―
三
月
五
日
）。

三
月
　
第
八
回
中
央
美
術
展
覧
会
に
《
風
景
》（
洋
画
）を
出
品
し
入
選（
東
京
府
美
術
館
　
一

一
―
三
一
日
）。

四
月
　
第
四
回
白
日
会
美
術
展
覧
会
に
《
風
景
2
》（
五
〇
円
）、《
松
と
エ
ン
ト
ツ
》（
五
〇

円
）を
出
品
し
入
選
。
白
日
賞
を
受
賞
。
翌
年
同
会
へ
の
出
品
が
無
鑑
査
と
な
る（
東
京
府
美

術
館
　
三
―
一
五
日
）。

九
月
　
無
緣
寺
が
中
扉
の
カ
ッ
ト
を
担
当
し
た
中
村
孝
助
『
農
民
小
唄
』（
泰
文
館
書
店
）が

刊
行
さ
れ
る（
一
一
日
）。

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）

二
月
　
第
五
回
白
日
会
美
術
展
覧
会
に
《
風
景
》、《
夏
朝
》
を
出
品（
東
京
府
美
術
館
　
四

―
一
九
日
）。
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三
月
　
日
本
水
彩
画
会
第
一
五
回
展
覧
会
に
《
光
り
の
下
》（
テ
ン
ペ
ラ
　
非
売
）を
出
品
し

入
選（
東
京
府
美
術
館
　
一
三
―
三
〇
日
）。
／
第
一
五
回
光
風
会
展
覧
会
に
《
颪マ
マ

景（
2
）》

（
一
〇
〇
円
）、《
風
景（
1
）》（
一
五
〇
円
）を
出
品（
東
京
府
美
術
館
　
一
五
―
三
〇
日
）。

四
月
　
第
九
回
中
央
美
術
展
覧
会
に
《
病
院
春
日
》（
洋
画
・
水
彩
）を
出
品（
東
京
府
美
術
館
　

六
―
二
〇
日
）。

一
〇
月
　
第
九
回
帝
国
美
術
院
美
術
展
覧
会
第
二
部（
西
洋
画
）に
《
夾
竹
桃
咲
く
河
岸
》（
水

彩
）が
入
選（
東
京
府
美
術
館
　
一
六
日
―
一
一
月
二
〇
日
）（
註
17
）。

一
一
月
　
第
一
回
房
総
美
術
郷
友
会
展
に
出
品（
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
　
一
二
―
一

五
日
）（
註
18
）。

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）

二
月
　
第
六
回
白
日
会
絵
画
彫
刻
展
覧
会
に
《
ザ
ン
ボ
ア
社
》（
非
売
）を
出
品
。
会
友
に
推

挙
さ
れ
る（
東
京
府
美
術
館
　
三
―
一
九
日
）（
註
19
）／
光
風
会
第
一
六
回
展
覧
会
に
《
夏
》（
非

売
）を
出
品（
東
京
府
美
術
館
　
三
―
二
〇
日
）（
註
20
）。

四
月
　
前
年
度
の
帝
展
初
入
選
に
よ
り
、
銀
行
家
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
有
力
者
の
援
助
に

よ
り
、
朝
鮮
半
島
を
旅
行
す
る（
註
21
）。

こ
の
年
　
鈴
木
圓
治
が
仲
介
し
た
千
葉
市
の
歯
科
医
師
・
宍
倉
寛
の
後
援
を
得
、
濱
田
昇
が

同
人
誌
『
鍛
冶
場
』
を
創
刊
。
五
号
ほ
ど
で
終
わ
る
。
山
本
昇
、
金
親
清
ら
の
他
、
無
緣
寺

も
同
人
と
し
て
参
加（
註
22
）。

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）

一
月
　
白
日
会
第
七
回
展
覧
会
に
《
機
関
庫
》（
二
五
〇
円
）、《
炭
臺
附
近
》（
二
五
〇
円
）の

ほ
か
、《
北
木
島
風
景
》（
日
本
画
　
五
〇
円
）、《
筑
紫
瀉
》（
日
本
画
）、《
博
多
港
》（
水
彩
　

五
〇
円
）を
出
品
。
目
録
に
記
載
さ
れ
た
住
所
は
「
千
葉
市
本
町
三
丁
目
一
、
六
二
九
」（
東

京
府
美
術
館
　
一
二
―
二
六
日
）。

二
月
　
日
本
水
彩
画
会
第
一
七
回
展
覧
会
に
《
千
葉
市
の
一
部
》（
テ
ン
ペ
ラ
　
五
〇
〇
円
）、

《
車
中
の
一
家
族
》（
八
〇
〇
円
）を
出
品
し
入
選
。
会
員
に
推
薦
さ
れ
る（
東
京
府
美
術
館
　

二
一
―
三
月
九
日
）。

七
月
　
千
葉
美
術
会
の
設
立
準
備
会
に
参
加
。
無
緣
寺
と
河
野
周
司
が
会
員
間
の
通
信
係
を

任
さ
れ
る（
東
京
亭
、
千
葉
　
開
催
日
不
詳
）（
註
23
）。

一
〇
月
　
第
一
一
回
帝
国
美
術
院
美
術
展
覧
会
第
二
部（
西
洋
画
）に
《
機
關
庫
の
晝
》（
テ
ン

ペ
ラ
）が
入
選（
東
京
府
美
術
館
　
一
六
日
―
一
一
月
二
〇
日
）。

こ
の
年
　
ザ
ン
ボ
ア
図
案
社
を
退
社（
註
24
）。
ま
た
、
日
本
水
彩
画
会
の
懇
親
旅
行
に
参
加
し

た
可
能
性
が
あ
る（
註
25
）。

こ
の
頃
　
白
日
会
に
出
品
す
る
会
友
有
志
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
「
ま
ひ
る
」
に
参
加
し
、
同
人

と
な
る（
註
26
）。

一
九
三
一
年（
昭
和
六
）

一
月
　
千
葉
美
術
会
総
会（
第
一
回
）に
参
加
。
第
一
回
展
の
場
所
の
ほ
か
、
事
務
所
を
鈴
木

圓
治
宅
に
置
く
こ
と
な
ど
を
決
め
る（
東
京
亭
、
千
葉
　
六
日
）（
註
27
）。
／
白
日
会
第
八
回
展

覧
会
に
《
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
》（
四
〇
〇
円
）、《
山
國
》（
四
〇
〇
円
）、《
炭
水
準
備
》（
一
、
〇
〇

〇
円
）、《
山
》（
三
〇
〇
円
）を
出
品（
東
京
府
美
術
館
　
一
五
―
二
九
日
）。

二
月
　『
少
年
倶
樂
部
』
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
濱
田
廣
介
の
詩
「
笛
と
薔
薇
」
の
挿
絵
を

「
藤
井
心
澄
」
名
で
担
当（
一
日
）（
註
28
）。
／
第
一
回
千
葉
美
術
会
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る（
松

坂
屋
、
上
野
　
一
五
―
二
〇
日
）（
註
29
）。

春
　
千
葉
医
科
大
学
の
学
生
た
ち
に
よ
り
絵
画
同
好
会
「
白
鯨
社
」
が
発
足
。
無
緣
寺
は
学

生
た
ち
と
交
流
を
持
つ（
註
30
）。

三
月
　
千
葉
美
術
会
に
よ
る
第
一
回
写
生
大
会
が
千
葉
市
の
海
岸
で
開
催
さ
れ
る
。
無
緣
寺

も
参
加
し
、
菅
谷
元
三
郞
と
共
に
作
品
の
講
評
を
行
う（
東
京
亭
、
千
葉
　
二
八
日
）。

四
月
　
千
葉
美
術
会
に
よ
る
第
二
回
写
生
会
が
市
川
で
開
催
さ
れ
る
。
無
緣
寺
も
参
加
。
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（
市
川
町
小
学
校
　
二
六
日
）。

五
月
　『
千
葉
縣
圖
書
館
　

館
報
』
八
号
か
ら
無
緣
寺
に
よ
る
表
題
カ
ッ
ト
が
用
い
ら
れ
る
。

一
九
三
三
年
三
月
の
一
九
号
ま
で
用
い
ら
れ
た（
三
〇
日
）。

六
月
　
第
二
回
千
葉
美
術
会
大
展
覧
会
に
《
大
阪
風
景
》
二
点（
各
二
〇
円
）、《
神
戶
風
景
》

二
点（
各
二
〇
円
）を
出
品（
千
葉
市
教
育
会
館
　
五
―
七
日
）（
註
31
）。
／
千
葉
県
務
部
農
務
課

が
主
催
す
る
農
村
美
術
副
業
振
興
会
座
談
会
に
出
席（
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
　
二
九

日
）（
註
32
）。

八
月
　
こ
の
頃
、『
千
葉
美
術
會
ニ
ユ
ー
ス
』
第
二
輯
が
発
行
さ
れ
る
。
無
緣
寺
は
「
編
輯

後

」
を
執
筆（
註
33
）。

一
〇
月
　
第
一
二
回
帝
国
美
術
院
美
術
展
覧
会
第
二
部（
西
洋
画
）に
《
村
の
初
秋
》
が
入
選

（
東
京
府
美
術
館
　
一
六
日
―
一
一
月
二
〇
日
）（
註
34
）／
『
千
葉
美
術
會
ニ
ユ
ー
ス
』
第
三
輯

（
初
秋
の
美
術
號
）が
発
行
さ
れ
る
。
無
緣
寺
は
「
二
科
會
の
前
衛
」、「
編
輯
後
だ
よ
り
」
を

執
筆（
一
六
日
以
降
）。

一
九
三
二
年（
昭
和
七
）

一
月
　
白
日
会
第
九
回
展
覧
会
に
《
女
》（
非
売
）、《
朝
》（
五
〇
円
）、《
村
》（
一
、
〇
〇
〇

円
）、《
冬
》（
一
〇
〇
円
）、《
夕
》（
八
〇
円
）を
出
品
。
会
員
に
推
薦
さ
れ
る（
東
京
府
美
術
館
　

一
五
―
三
〇
日
）。

二
月
　『
美
之
國
』
二
月
号
に
富
田
温
一
郞
と
共
に
「
白
日
會
評
」
を
執
筆（
一
日
）。

四
月
　
白
日
会
朝
鮮
展
覧
会（
会
場
不
明
、
京
城
府
　
一
一
―
二
一
日
）の
開
催
に
あ
わ
せ
て

朝
鮮
半
島
に
渡
り
、
展
覧
会
終
了
後
も
仁
川
、
京
城
、
平
壌
、
青
島
で
取
材
・
制
作
を
行

う（
註
35
）。

七
月
　
無
緣
寺
心
澄
個
人
洋
画
展
が
開
催
さ
れ
、《
仁
川
の
春
》
な
ど
旅
行
中
に
制
作
し
た

風
景
画
六
六
点
を
発
表（
三
越
、
京
城
　
二
二
―
二
五
日
）。

一
九
三
三
年（
昭
和
八
）

一
月
　
白
日
会
第
一
〇
回
展
覧
会（
一
〇
周
年
記
念
展
覧
会
）に
「
朝
鮮
支
那
ス
ケ
ツ
チ
集
」

と
題
し
た
作
品
七
点（
う
ち
二
点
が
各
四
〇
円
、
五
点
が
各
五
〇
円
）を
出
品
。
目
録
に
記
載

さ
れ
た
住
所
は
「
千
葉
市
市
場
一
〇
九
」（
東
京
府
美
術
館
　
二
〇
日
―
二
月
五
日
）。

二
月
　『
美
之
國
』
二
月
号
に
「
白
日
會
展
」
を
執
筆（
一
日
）。
／
白
日
会
総
会
が
開
催
さ

れ
、
相
田
直
彦
と
共
に
次
回
展
の
展
覧
会
委
員
に
選
出
さ
れ
る（
山
王
上
の
山
の
茶
屋
、
東

京
　
二
六
日
）（
註
36
）。

四
月
　
白
日
会
の
機
関
紙
『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
が
創
刊
さ
れ
る
。
編
集
兼
発
行
人
は

同
会
会
計
担
当
で
「
ま
ひ
る
」
同
人
の
村
上
鐵
太
郞
。
無
緣
寺
は
積
極
的
に
編
集
に
参
加
。

創
刊
号
に
「
中
澤
先
生
の
新
舊
作
特
別
陳
列
に
つ
い
て
」（
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
）、「
地
方
作
家

の
立
場
」、「
編
輯
後
記
」
を
執
筆
。
ま
た
、「
ま
ひ
る
」
同
人
の
野
口
良
一
呂
に
よ
る
「
僕

か
ら
觀
た
無
緣
寺
心
澄
」
が
掲
載
さ
れ
る（
一
五
日
）。

六
月
　『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
2
に
「
巻
頭
言
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
砲
」、「
編
輯
後
記
」

を
執
筆（
二
五
日
）。

八
月
　
千
葉
美
術
会
展
に
出
品（
公
正
会
館
、
銚
子
　
五
―
七
日
）（
註
37
）

九
月
　『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
3
に
「
巻
頭
言
　
秋
を
ひ
か
え
て
」、「
今
年
は
何
を
出

品
す
る
か
」（
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
）、「
編
輯
後

」
を
執
筆（
二
〇
日
）。

一
二
月
　『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
4（
帝
展
號
及
び
白
日
展
豫
吿
號
）に
「
帝
展
の
人
物

畵
」、「
帝
展
の
彫
刻
」
を
執
筆（
一
五
日
）。

一
九
三
四
年（
昭
和
九
）

一
月
　
白
日
会
第
一
一
回
展
覧
会
に
《
千
城
村
初
秋
》（
非
売
）、《
百
姓
女
》（
非
売
）、「
野

鴨
」
と
題
し
た
作
品
三
点（
非
売
）を
出
品（
一
三
―
二
四
日
）。
／『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』

5
に
「
白
日
會
身
上
相
談
」（
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
）、「
搬
入
日
誌
　
第
一
日
」、「
搬
入
日
誌
　

第
二
日
」、「
編
輯
後

」
を
執
筆（
一
五
日
）。／『
日
曜
報
知
』
第
一
八
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
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白
鳥
省
吾
「
民
謡
　
あ
の
山
越
え
て
」
の
挿
絵
を
担
当（
二
一
日
）。

三
月
　『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
6（
白
日
會
展
批
評
號
）に
「
第
十
一
回
展
」（
巻
頭
言
）、

「
白
日
會
第
十
一
回
展
評
　
第
八
室
」、「
白
日
會
第
十
一
回
展
評
　
第
十
室
」、「
編
輯
後
記
」

を
執
筆（
一
日
）。

五
月
　
大
礼
記
念
京
都
美
術
館
美
術
展
覧
会
に
《
農
村
初
秋
》
を
出
品（
大
礼
記
念
京
都
美

術
館
　
一
―
二
五
日
）。／
こ
の
時
期
、
朝
鮮
半
島
を
旅
行
す
る
か（
註
38
）。

六
月
　『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
7（
京
都
展
號
）に
「
京
都
展
出
品
作
に
つ
い
て
　
農
村

初
秋
」（
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
）、「
編
輯
後
記
」
を
執
筆
。
同
号
に
掲
載
さ
れ
た
池
部
鈞
「
Ｍ
君

へ
の
答
辯
」
は
無
緣
寺
へ
の
回
答
と
い
う
か
た
ち
で
執
筆
さ
れ
て
い
る（
二
六
日
）。

一
二
月
　『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
8
9

10
合
併（
帝
展
二
科
號
及
び
白
日
展
豫
吿
號
）に

「
編
輯
あ
と
書
き
」、「
帝
展
批
評
集（
2
）　
帝
展
第
二
部
」、「
二
科
展
批
評
集
　
二
科
の
事

ど
も
」、「
紙
上
展
に
つ
い
て
」、「
第
十
二
回
　
白
日
展
を
想
ふ
」
を
執
筆（
一
〇

日
）（
註
39
）。
／
東
北
凶
作
救
済
義
捐
美
術
大
展
覧
会
に
出
品（
商
工
会
館
、
千
葉
　
一
五
―
一

七
日
）（
註
40
）。

一
九
三
五
年（
昭
和
一
〇
）

一
月
　
白
日
会
第
一
二
回
展
覧
会
に
「
景
色
」
と
題
し
た
作
品
七
点（
各
五
〇
円
）を
出
品

（
東
京
府
美
術
館
　
一
二
―
二
五
日
）。
／
日
本
水
彩
画
会
第
二
二
回
展
覧
会
に
「
景
色
」
と

題
し
た
作
品
二
点（
と
も
に
テ
ン
ペ
ラ
　
各
五
〇
円
）を
出
品（
東
京
府
美
術
館
　
二
三
―
二

月
八
日
）。

一
九
三
六
年（
昭
和
一
一
）

一
月
　
白
日
会
第
一
三
回
展
覧
会
に
《
小
花
輪
村
》（
非
売
）、《
園
藝
實
習
地
》（
非
売
）、《
正

月
四
日
》（
非
売
）、《
師
範
學
校
裏
手
》（
非
売
）、《
崖
下
の
家
》（
非
売
）を
出
品（
東
京
府
美
術

館
　
一
二
―
二
六
日
）。
／
日
本
水
彩
画
会
第
二
三
回
展
覧
会
に
《
朝
の
盲
唖
学
校（
テ
ン
ペ

ラ
　
非
売
）、《
工
事
場
の
午
後
》（
テ
ン
ペ
ラ
　
非
売
）を
出
品（
東
京
府
美
術
館
　
二
五
日
―

二
月
一
一
日
）。

四
月
　
千
葉
県
美
術
協
会
の
創
立
総
会（
発
会
式
）が
開
催
さ
れ
、
理
事
に
指
名
さ
れ
る
。
会

長
に
は
千
葉
県
立
図
書
館
長
で
あ
る
廿
日
出
逸
曉
が
就
任
し
、
事
務
所
は
千
葉
県
立
図
書
館

に
置
か
れ
る（
千
葉
県
立
図
書
館
大
講
堂
　
二
日
）。
／
千
葉
県
美
術
協
会
に
よ
る
第
一
回
綜

合
美
術
展
覧
会
に
洋
画
《
春
光
》（
水
彩
）を
出
品（
千
葉
県
立
図
書
館
三
階
お
よ
び
千
葉
市
商

工
会
館
二
階
　
二
八
―
三
〇
日
）。

一
〇
月
　
第
二
回
綜
合
美
術
展
覧
会
に
洋
画
《
暮
る
ゝ
上
州
》
を
出
品（
千
葉
県
立
図
書
館

三
階
　
一
六
―
一
八
日
）。

一
一
月
　
渡
辺
貞
子
と
結
婚（
註
41
）。

一
二
月
　『
千
葉
縣
美
術
協
會
々
報
』
第
二
号
に
「
水
彩
畫
の
話
」、「
第
二
回
綜
合
展
に
つ

い
て
」
を
執
筆（
一
〇
日
）。

一
九
三
七
年（
昭
和
一
二
）

一
月
　
白
日
会
第
一
四
回
展
覧
会
に
《
女
一
人
》、《
女
二
人
》、《
女
》、《
夜
の
女
》
を
出

品
。
目
録
に
記
載
さ
れ
た
住
所
は
「
千
葉
市
亥
鼻
町
七
六
」（
東
京
府
美
術
館
　
二
七
日
―
二

月
七
日
）。

三
月
　『
千
葉
縣
美
術
協
會
報
』
第
三
号
に
「
無
題
」
を
執
筆（
三
〇
日
）。

四
月
　
第
三
回
綜
合
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る（
千
葉
県
立
図
書
館
大
講
堂
　
二
九
日
―

五
月
二
日
／
公
正
会
館
、
銚
子
　
五
月
八
―
一
〇
日
）（
註
42
）。

五
月
　
日
本
水
彩
画
会
第
二
四
回
展
覧
会
に
《
豚
屋
の
近
所
》（
五
〇
円
）、《
海
岸
町
》（
五
〇

円
）を
出
品（
東
京
府
美
術
館
　
二
〇
日
―
六
月
六
日
）。

八
月
　
千
葉
県
美
術
協
会
主
催
に
よ
る
第
一
回
絵
画
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
講
師
を
務
め
る

（
千
葉
県
立
図
書
館
講
堂
　
二
三
―
二
八
日
）。

一
〇
月
　
千
葉
県
出
動
将
士
後
援
会
義
金
寄
贈
　

綜
合
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る（
千
葉
県
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立
図
書
館
大
講
堂
　
一
七
日
）（
註
43
）。

こ
の
頃
　
千
葉
市
の
図
案
指
導
員（
嘱
託
）に
採
用
さ
れ
、
市
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
制
作

す
る（
註
44
）。

一
九
三
八
年（
昭
和
一
三
）

二
月
　
白
日
会
第
一
五
回
展
覧
会
に
《
福
正
寺
の
夕
景
色
》、《
居
留
地
の
日
の
暮
》
を
出
品

（
東
京
府
美
術
館
　
二
―
一
三
日
）。

四
月
　
第
五
回
綜
合
美
術
展
覧
会
に
《
公
園
新
綠
》（
二
〇
円
）、《
春
》（
二
〇
円
）を
出
品（
千

葉
県
立
図
書
館
講
堂
　
二
九
―
五
月
一
日
）。

一
一
月
　
無
緣
寺
が
装
幀
を
担
当
し
た
上
田
廣（
濱
田
昇
の
筆
名
）『
黃
塵
』（
改
造
社
）が
刊
行

さ
れ
る
。
挿
絵
・
向
井
潤
吉（
七
日
）（
註
45
）。

こ
の
頃
　
日
出
学
園（
市
川
市
）に
勤
務
す
る（
註
46
）。

一
九
三
九
年（
昭
和
一
四
）

二
月
　
白
日
会
第
一
六
回
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
。
無
緣
寺
は
本
展
に
は
未
出
品
だ
が
、
目

録
に
記
載
さ
れ
た
住
所
は
「
千
葉
市
旭
町
一
九
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る（
東
京
府
美
術
館
　

二
日
）。

四
月
　『
改
造
』
四
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
上
田
廣
『
建
設
戰
記
　
或
る
分
隊
長
の
手
記
』
の

扉
絵
を
担
当（
一
日
）。
／
装
幀
を
担
当
し
た
上
田
廣
『
建
設
戰
記
　
或
る
分
隊
長
の
手
記
』

（
改
造
社
）が
刊
行
さ
れ
る（
二
〇
日
）。／
第
六
回
綜
合
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る（
千
葉
県

立
図
書
館
　
二
八
―
三
〇
日
）（
註
47
）。

五
月
　
日
本
水
彩
画
会
第
二
六
回
展
覧
会
に
《
夏
立
つ
》（
テ
ン
ペ
ラ
）、《
風
景
》（
テ
ン
ペ

ラ
）を
出
品
。（
東
京
府
美
術
館
　
一
〇
―
一
八
日
）。／
読
書
倶
楽
部
、
書
道
会
、
美
術
協
会

の
各
会
報
お
よ
び
図
書
館
報
を
統
合
し
た
『
千
葉
文
化
』
が
創
刊
さ
れ
、
表
紙
を
担
当
。
題

字
は
一
月
に
千
葉
県
知
事
に
就
任
し
た
立
田
淸
辰
。
一
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
第
八
号
ま
で
用

い
ら
れ
る（
発
行
日
不
明
）。

夏
　
伊
豆
半
島
を
旅
行（
註
48
）。

八
月
　
装
幀
を
担
当
し
た
上
田
廣
『
歸
順
』（
改
造
社
）が
刊
行
さ
れ
る（
二
〇
日
）。

一
一
月
　
第
七
回
綜
合
美
術
展
覧
会
に
洋
画
《
岬
の
午
後
》、《
朝
の
海
》、《
石
を
割
る
》、

《
夏
の
靜
浦
》、《
陽
の
昇
る
海
》
を
出
品（
千
葉
県
立
図
書
館
　
二
一
―
二
六
日
）。

一
九
四
〇
年（
昭
和
一
五
）

一
月
　『
千
葉
文
化
』
一
月
号
に
「
千
葉
縣
洋
畵
發
逹
史（
1
）」
を
執
筆（
一
五
日
）。／
装
幀

を
担
当
し
た
上
田
廣
『
歩
い
て
来
た
道
』（
學
藝
社
）が
刊
行
さ
れ
る（
三
〇
日
）。

二
月
　
白
日
会
の
春
期
総
会
で
全
国
に
一
四
ヶ
所
の
支
部
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
。
無
緣

寺
は
初
代
千
葉
県
支
部
長
と
な
る（
揚
出
し
、
東
京
　
三
日
）。

三
月
　『
千
葉
文
化
』
三
月
号
に
「
千
葉
縣
洋
畵
發
逹
史（
2
）」
を
執
筆
。
た
だ
し
、
以
後

の
掲
載
は
な
い（
一
五
日
）。／『
文
藝
春
秋
　
現
地
報
告
　
時
局
増
刊
』
三
〇
号
に
掲
載
さ
れ

た
上
田
廣
「
緑
の
城
」
の
挿
絵
を
担
当（
一
〇
日
）。

四
月
　『
ユ
ー
モ
ア
ク
ラ
ブ
』
四
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
上
田
廣
「
現
地
小
説
　
病
室
の
歌
」

の
挿
絵
を
担
当（
一
日
）。／
水
戸
を
旅
行（
二
、
三
日
前
後
）（
註
49
）。／
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
　

日
本
水
彩
画
会
第
二
七
回
展
覧
会
に
《
鷗
と
ぶ
海
》
を
出
品（
東
京
府
美
術
館
　
一
九
―
三

〇
日
）。／
第
八
回
綜
合
美
術
展
覧
会
に
洋
画
《
大
洗
朝
景
》（
三
〇
円
）、《
土
浦
に
て
》（
八
〇

円
）、《
偕
樂
園
春
景
》（
三
〇
円
　
入
賞
）を
出
品（
千
葉
県
立
図
書
館
講
堂
　
二
六
―
三
〇

日
）。

五
月
　『

賣
新
聞
』
千
葉
版（
千
葉

賣
）の
リ
レ
ー
随
想
「
初
夏
　
房
総
と
こ
ろ
〴
〵
」

の
第
一
回
を
担
当
。「
出
洲
海
岸
」
と
題
し
た
文（
詩
）と
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
る（
四
日
）（註
50
）。／

『
現
地
報
告
』
三
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
上
田
廣
「
花
に
つ
い
て
―
り
ん
ふ
ん
戰
話
集
の
う
ち
」

の
挿
絵
を
担
当（
一
〇
日
）（
註
51
）。／
装
幀
を
担
当
し
た
上
田
廣
『
續
建
設
戰
記
』（
改
造
社
）が

刊
行
さ
れ
る（
一
三
日
）。
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七
月
　
装
幀
を
担
当
し
た
上
田
廣
『
り
ん
ふ
ん
戰
話
集
』（
河
出
書
房
）（
一
七
日
）お
よ
び
装

幀
と
カ
ッ
ト
を
担
当
し
た
同
著
者
の
『
戰
場
よ
り
歸
り
て
』（
學
藝
社
）が
刊
行
さ
れ
る（
二
二

日
）。

九
月
　『
同
盟
グ
ラ
フ
』
九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
上
田
廣
「
連
載
小
説
　
朱
少
雲（
下
）」
の

挿
絵
を
担
当（
一
日
）（
註
52
）。

一
一
月
　
紀
元
二
千
六
百
年
奉
讃
　

綜
合
美
術
展
覧
会
に
日
本
画
《
民
藝
》、
洋
画
《
朝
の

港
》、《
島
》、《
人
形
箱
》
を
出
品（
千
葉
県
立
図
書
館
講
堂
　
二
四
―
二
六
日
）。
／
装
幀
を

担
当
し
た
上
田
廣
『
指
導
物
語
』（
大
觀
堂
書
店
）が
刊
行
さ
れ
る（
二
六
日
）。

一
九
四
一
年（
昭
和
一
六
）

一
月
　
濱
田
昇（
上
田
廣
）、
北
田
浩（
凍
村
）、
山
本
昇
と
共
に
伊
東
か
ら
修
善
寺
へ
の
三
泊

四
日
の
旅
を
行
う（
一
七
日
前
後
）（
註
53
）。
／
白
日
会
第
一
八
回
展
覧
会
に
《
午
後
の
魚
干

場
》、《
伊
豆
早
春
》、《
修
善
寺
早
春
》、《
修
善
寺
に
て
》
を
出
品（
東
京
府
美
術
館
　
二
三

日
―
二
月
五
日
）。

二
月
　
千
葉
県
美
術
協
会
の
第
六
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
同
会
の
解
散
が
決
定
す
る（
二

日
）（
註
54
）。

四
月
　
日
本
水
彩
画
会
第
二
八
回
展
覧
会
に
《
大
學
春
景
》
を
出
品（
東
京
府
美
術
館
　
一

七
―
三
〇
日
）。
／
装
幀
を
担
当
し
た
上
田
廣
『
再
生
記
』（
學
藝
社
）（
一
二
日
）お
よ
び
鐵
道

文
化
の
會（
中
村
武
志
）（
編
）『
鐵
　
第
1
輯
』（
鐵
道
日
本
社
）が
刊
行
さ
れ
る（
一
七
日
）。

五
月
　『
現
地
報
告
』
四
四
号
に
「
大
陸
畫
文
　
街
の
勞
働
者
」
を
執
筆（
一
〇
日
）（
註
55
）。

八
月
　
装
幀
を
担
当
し
た
上
田
廣
『
支
那
の
少
年
』（
大
白
書
房
）が
刊
行
さ
れ
る
。
挿
絵
を

三
宅
策
郞
と
分
担（
二
〇
日
）。

九
月
　『
コ
ク
ミ
ン
一
年
生
』
九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
上
田
廣
「
セ
ン
チ
ノ
　

コ
ド
モ
」
の
挿

絵
を
担
当（
一
日
）（
註
56
）。

一
九
四
二
年（
昭
和
一
七
）

一
月
　
装
幀
を
担
当
し
た
長
谷
健
　
今
井
譽
次
郞（
編
）『
セ
ン
セ
イ
ノ
　

ド
ウ
ワ
　
一
・
二
年

生
』（
四
海
書
房
）が
刊
行
さ
れ
る（
一
八
日
）。／
白
日
会
第
一
九
回
展
が
開
催
さ
れ
る
が
、
出

品
目
録
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
名
簿
に
は
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い（
東
京
府
美
術
館
　

二
四
日
）（
註
57
）。

二
月
　
装
幀
を
担
当
し
た
長
谷
健
　
今
井
譽
次
郞（
編
）『
せ
ん
せ
い
の
ど
う
わ
　
二
・
三
年

生
』（
四
海
書
房
）が
刊
行
さ
れ
る（
一
八
日
）。

五
月
　
日
本
水
彩
画
会
第
二
九
回
展
覧
会
に
《
靖
國
の
家
》
を
出
品（
東
京
府
美
術
館
　
九

―
二
一
日
）。
／
装
幀
を
担
当
し
た
長
谷
健
　
今
井
譽
次
郞（
編
）『
先
生
の
童
話
　
三
・
四
年

生
』（
四
海
書
房
）が
刊
行
さ
れ
る（
一
〇
日
）。

六
月
　
装
幀
を
担
当
し
た
上
田
廣
『
遺
品
』（
六
藝
社
）が
刊
行
さ
れ
る（
二
五
日
）。

八
月
　
装
幀
を
担
当
し
た
長
谷
健
　
今
井
譽
次
郞（
編
）『
先
生
の
童
話
　
四
・
五
年
生
』（
四

海
書
房
）が
刊
行
さ
れ
る（
一
二
日
）。

一
〇
月
　
装
幀
を
担
当
し
た
長
谷
健
　
今
井
譽
次
郞（
編
）『
先
生
の
童
話
　
五
・
六
年
生
』（
四

海
書
房
）が
刊
行
さ
れ
る（
五
日
）。

一
九
四
三
年（
昭
和
一
八
）

四
月
　
三
〇
周
年
記
念
　

日
本
水
彩
画
会
展
覧
会
に
《
春
光
》、《
大
利
根
春
日
》
を
出
品（
東

京
府
美
術
館
　
一
四
―
二
五
日
）。

八
月
　『
少
國
民
の
友
』
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
上
田
廣
「
炎
熱
を
征
く
」
の
挿
絵
を
担
当

（
一
日
）（
註
58
）。

一
九
四
五
年（
昭
和
二
〇
）

四
月
　
風
邪
の
後
、
心
臓
弁
膜
症
に
よ
り
旭
町
の
自
宅
に
て
歿（
二
二
日
）。
享
年
四
一
。

　
無
緣
寺
死
去
の
し
ら
せ
を
受
け
、
最
初
に
か
け
つ
け
た
の
は
小
学
校
以
来
の
友
人
で
あ
る
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濱
田
昇（
上
田
廣
）と
北
田
浩（
凍
村
）だ
っ
た（
註
59
）。
戒
名
・
智
徳
院
無
緣
寺
心
澄
居
士
。

　
妻
・
貞
子
は
無
緣
寺
の
歿
後
、
実
家
の
渡
辺
家
に
戻
っ
た（
註
60
）。

一
九
五
四
年（
昭
和
二
九
）

八
月
　
父
・
惣
助
が
藤
井
家
累
代
の
奥
都
城（
墓
）を
建
立
。
無
緣
寺
の
ほ
か
、
実
弟
の
菅
谷

元
三
郞
も
あ
わ
せ
て
葬
る（
註
61
）。

註
　

1 

無
緣
寺
心
澄
が
歿
し
た
後
、
藤
井
家
を
惣
助
か
ら
継
い
だ
藤
井
正
春
氏
に
よ
れ
ば
、
無
緣
寺
は
自
宅
か
ら

高
等
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
友
人
で
あ
る
金
親
清
は
、「
…
ふ
り
か
え
っ
て
興
味
深

く
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
無
縁
寺
も
上
田（
濱
田
昇
―
引
用
者
註
）も
内
山（
榮
一
―
同
）も
北
田（
浩
―
同
）

も
、
み
ん
な
同
じ
本
町
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
だ
」
と
記
し
て
お
り
、
自
宅
を
離
れ
て
本
町
に
下
宿

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

 

金
親
清
「
亡
友
・
無
縁
寺
心
澄
の
こ
と
　
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
生
ま
れ
た
郷
土
の
水
彩
画
家
　
無
類

の
奇
行
ぶ
り
」『
千
葉
日
報
』
一
九
七
四
年
九
月
二
二
日
　
四
面

2 

戦
前
の
尋
常
小
学
校
は
一
九
〇
八
年
に
現
在
と
同
じ
六
年
制
と
な
り
、
こ
れ
が
義
務
教
育
の
範
囲
だ
っ

た
。
そ
の
後
の
進
学
先
で
あ
る
高
等
小
学
校
に
つ
い
て
百
瀬
孝
は
、「
…
二
年
制
を
原
則
と
し
、
三
年
制

と
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
し
た
。
市
町
村
は
尋
常
小
学
校
設
置
の
義
務
が
あ
っ
た
が
、
高
等
小
学
校
は
任

意
設
置
で
あ
り
義
務
教
育
で
な
い
た
め
、
授
業
料
が
必
要
で
あ
っ
た
。
尋
常
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
中
等

学
校
に
進
学
す
る
一
部
の
者
や
、
全
く
進
学
し
な
い
者
以
外
の
者
が
高
等
小
学
校
に
進
学
し
た
」
と
説
明

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
等
小
学
校
の
同
級
生
で
も
修
了
し
た
年
が
違
う
こ
と
が
あ
る
。
無
緣
寺
の
一

年
後
輩
で
あ
る
濱
田
昇
と
北
田
浩
の
ば
あ
い
、
前
者
は
二
年
で
修
了
し
て
千
葉
鐵
道
機
関
区
に
勤
務
し
、

後
者
は
無
緣
寺
同
様
三
年
で
修
了
し
て
い
る
。

 

伊
藤
隆（
監
）　
百
瀬
孝（
著
）「
第
八
章
　
教
育
制
度
　
二
　
学
校
制
度
　（
一
）初
等
教
育
」『
事
典
　

昭
和
戦

前
期
の
日
本
　
制
度
と
実
態
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
〇
年
二
月
一
〇
日
　
三
七
七
頁

 

北
田
浩
「
若
き
日
の
上
田
廣
」

 

遠
藤
寛
夫（
編
）『
追
悼
　
上
田
廣
』
上
田
廣
文
学
碑
建
立
準
備
会
　
一
九
八
〇
年
五
月
二
〇
日
　
一
三
頁

3 

北
田
浩
は
、「
文
学
ず
き
な
連
中
が
俳
句
を
作
り
出
し
た
。『
少
年
』『
少
年
倶
楽
部
』
へ
投
稿
し
て
賞
品
の

メ
タ
ル
を
取
ろ
う
と
し
た
が
、
取
れ
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
秀
作
欄
に
入
選
し
た
浜
田
昇
や
藤
井
茂
樹
に

い
ば
ら
れ
て
い
た
」
と
回
想
し
て
い
る（
無
緣
寺
に
よ
る
少
年
雑
誌
へ
の
投
稿
は
未
確
認
）。

 

北
田
　

一
九
八
〇
．
一
三
頁

4 

藤
井
正
春
氏
に
よ
れ
ば
、
父
・
惣
助
は
息
子
を
医
者
の
道
に
進
ま
せ
た
か
っ
た
が
、
画
家
志
望
に
つ
い
て

強
く
反
対
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
無
緣
寺
が
画
家
を
志
望
し
た
理
由
は
不
明
。

5 

真
壁
仁
は
日
本
画
家
の
小
松
均
か
ら
直
接
取
材
し
て
『
最
上
川
へ
の
回
帰
　
評
伝
・
小
松
均
』（
法
政
大
学

出
版
局
　
一
九
八
四
）を
纏
め
て
い
る
。
小
松
は
無
緣
寺
と
同
じ
年
、
一
九
二
〇
年
に
川
端
画
学
校
に
入

学
し
、
京
都
に
転
居
す
る
二
五
年
ま
で
同
校
で
学
ん
で
お
り
、
在
籍
し
て
い
た
時
期
は
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い

る（
無
緣
寺
は
一
九
二
六
年
卒
業
）。

 

　
小
松
均
の
回
想
に
見
ら
れ
る
無
緣
寺
の
姿
は
、
千
葉
市
以
外
の
美
術
関
係
者
に
よ
る
証
言
と
し
て
貴
重

で
あ
り
、
彼
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
箇
所
を
次
に
引
用
す
る
。

 

　
二
十
人
ぐ
ら
い
の
画
学
生
が
、
学
校
の
階
下
に
あ
る
大
広
間
の
ぐ
る
り
に
な
ら
ん
で
、
そ
の
練
習
を
や

る
。
近
づ
き
に
な
っ
て
み
る
と
、
均
は
い
ち
ば
ん
年
上
ら
し
い
。
年
上
と
い
っ
て
も
、
一
九
歳
な
の
に
、

み
ん
な
一
七
と
か
一
六
と
か
い
う
の
だ
。

 

　
藤
井
茂
樹
と
い
う
の
が
お
く
れ
て
入
学
し
た
が
、
一
七
歳
だ
と
い
っ
た
。
こ
の
人
は
、
お
手
本
の
絵
は

さ
っ
ぱ
り
描
か
ず
、
物
や
風
景
を
見
て
、
水
彩
画
の
よ
う
な
も
の
を
描
い
て
い
た
。 

（「
川
端
画
学
校
」）

 

　
小
松
均
も
無
緣
寺
と
同
様
、
一
九
二
〇
年
に
川
端
画
学
校
に
入
学
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
無
緣
寺
の
入

学
時
「
一
七
歳
」
だ
っ
た
と
い
う
小
松
の
回
想
は
、
無
緣
寺
の
「
履
歴
書
」
ど
お
り
で
あ
れ
ば
年
齢
が
合

わ
な
い
。
こ
の
理
由
は
不
明
。

 

　
小
松
均
の
回
想
を
引
き
続
き
引
用
す
る
。

 

　
先
に
書
い
た
二
歳
年
下
の
画
学
生
藤
井
茂
樹
は
、
雅
号
を
無
縁
寺
心
澄
と
よ
ん
だ
。
こ
の
無
縁
寺
を
知

っ
た
こ
と
は
、
岡
村
葵
園
先
生
の
場
合
と
同
様
、
川
端
画
学
校
で
の
「
出
会
い
」
と
い
う
に
値
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 

　
学
校
に
は
、
モ
デ
ル
室
で
猛
烈
な
勉
強
を
し
て
い
る
玉
井
徳
太
郎
が
い
て
、
彼
の
作
品
は
、
校
内
研
究

会
で
い
つ
も
優
賞
を
も
ら
っ
て
い
た
。
結
城
素
明
は
い
つ
も
玉
井
の
絵
を
う
ま
い
と
褒
め
た
。
玉
井
は
、

女
の
子
た
ち
の
人
気
を
一
身
に
あ
つ
め
た
。
そ
の
彼
が
徴
兵
検
査
で
合
格
し
、
兵
隊
に
と
ら
れ
た
。
そ
れ

で
学
校
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。

 

　
無
縁
寺
心
澄
は
、
玉
井
の
あ
と
人
気
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

　
彼
の
は
、
学
校
で
や
ら
せ
て
い
る
肖
像
画
風
の
モ
デ
ル
写
生
で
は
な
い
。
洋
画
風
の
奔
放
な
デ
ッ
サ
ン

を
や
っ
た
。
水
彩
絵
具
で
、
野
獣
派
の
油
絵
の
よ
う
な
、
動
勢
の
つ
よ
い
筆
法
で
描
く
。
し
か
し
、
絵
具

を
二
度
三
度
、
重
ね
て
塗
る
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
。
色
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
期
待
し
て
い
る
色
調

が
出
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
色
を
濁
り
あ
る
も
の
に
し
な
い
た
め
、
一
回
性
の
着
彩
を

や
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
絵
は
一
気
呵
成
に
描
き
あ
げ
た
。

 

　
無
縁
寺
は
、
学
校
の
モ
デ
ル
室
を
北
側
光
線
だ
け
で
利
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
東
側
の
窓
に
は
全
部

黒
い
紙
を
貼
ら
せ
た
。

 
　
彼
の
デ
ッ
サ
ン
と
着
彩
、
描
法
に
均
は
目
が
さ
め
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
学
校
に
は
い
っ
て
き
て
、
学

校
の
紋
切
り
型
を
内
部
か
ら
破
っ
て
い
く
。
そ
し
て
勉
強
の
質
を
一
変
す
る
よ
う
な
男
が
い
る
の
だ
。
絵

の
仕
事
は
、
何
か
の
型
に
よ
り
す
が
っ
て
、
す
が
た
か
た
ち
を
写
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
自
分
の
面

を
こ
そ
大
切
に
し
、
そ
れ
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
が
自
分
で
あ
る
こ
と
。
自
己
を
殺
さ
な

い
こ
と
。
そ
う
い
う
生
き
方
を
無
縁
寺
の
絵
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

（
同
）

 

　
小
松
均
の
回
想
は
画
家
の
歿
後
、『
日
本
美
術
年
鑑
』
の
年
譜
作
成
の
さ
い
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
基
づ
け
ば
、
現
存
す
る
無
緣
寺
の
作
品
中
大
半
を
占
め
る
奔
放
な
筆
致
の
作
風
は
、
川
端
画
学

校
在
学
中
に
は
す
で
に
、
原
型
と
も
呼
べ
る
も
の
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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真
壁
仁
『
最
上
川
へ
の
回
帰
　
評
伝
・
小
松
均
』
法
政
大
学
出
版
局
　
一
九
八
四
年
一
一
月
一
日
　
一
九

六
―
一
九
七
、
一
九
九
―
二
〇
〇
頁

 
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部（
編
）「
物
故
者（
平
成
元
年
）　
小
松
均
」『
日
本
美
術
年
鑑
　
平
成
二
年

版
』
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
九
一
年
　
二
五
〇
頁

6 

註
1
お
よ
び
註
3
と
同
。

 

　「
無
緣
寺
心
澄
」
と
い
う
雅（
画
）号
を
い
つ
名
乗
り
は
じ
め
た
か
に
つ
い
て
は
、
判
然
と
し
な
い
。
北

田
浩
は
註
2
で
記
し
た
よ
う
に
一
九
二
二
年
に
高
等
小
学
校
を
三
年
で
修
了
し
た
が
、
そ
の
頃
雅
号
が
は

や
り
、「
浜
田
昇
は
浜
田
一
燦
と
号
し
た
。
藤
井
茂
樹
は
無
縁
寺
心
澄
、
私
は
荒
畑
寒
村
を
も
じ
っ
て
北

田
凍
村
と
号
し
た
」
と
い
う
。
北
田
の
回
想
は
何
年
の
こ
と
で
あ
る
か
あ
い
ま
い
だ
が
、
回
想
が
時
間
の

経
過
に
沿
っ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
一
九
二
一
年
を
中
心
と
し
た
前
後
の
間
の
で
き
ご
と
に
な

る
。

 

　
金
親
清
は
同
人
誌
『
地
上
』
の
発
行
を
「
私
が
お
な
じ
小
学
校
の
尋
常
科
か
ら
高
等
科
に
す
す
ん
だ
こ

ろ
」、
つ
ま
り
一
九
二
〇
年
ご
ろ
の
で
き
ご
と
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
…
無
緣
寺
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
詩

作
に
も
異
常
な
熱
意
を
し
め
し
、
北
田
浩
も
凍
村
と
号
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
短
歌
を
つ
く
っ
て
い
た
」（
傍
点
引
用
者
）

と
回
想
し
て
い
る
。
今
回
は
こ
の
金
親
の
回
想
に
基
き
、
一
九
二
〇
年
の
事
項
の
末
尾
に
雅
号
に
つ
い
て

記
し
た
。

7
　
註
1
と
同
。
誌
名
は
前
年
刊
行
さ
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
た
島
田
清
次
郞
『
地
上
　
地
に
潜
む

も
の
』（
新
潮
社
）に
ち
な
む
。
た
だ
し
、
雅
号
と
こ
の
同
人
誌
の
関
連
は
不
明
。

8
　
こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て
は
現
在
、
無
緣
寺
が
記
し
た
記
録
以
外
確
認
し
て
い
な
い
。
展
覧
会
の
中
心
人
物

の
一
人
で
あ
る
鈴
木
圓
治
は
、
一
九
一
六
年
以
後
川
端
画
学
校
に
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

 

無
緣
寺
心
澄
「
千
葉
縣
洋
畵
發
逹
史（
2
）」『
千
葉
文
化
』
第
二
巻
第
三
号（
通
巻
第
一
一
号
）　
一
九
四
〇

年
三
月
　
三
頁

 

中
地
昭
男
「
第
三
章
　
一
、
房
南
、
海
沿
い
の
道
　
千
葉
美
術
会
の
創
設
に
寄
与
、
鈴
木
月
潭
」『
房
総
美

術
の
往
還
　
近
代
日
本
美
術
の
黎
明
を
追
っ
て
』
求
龍
堂
　
一
九
九
一
年
八
月
一
〇
日
　
四
八
頁

9
　
註
1
と
同
。

 

　
註
5
に
引
用
し
た
真
壁
仁
に
よ
る
小
松
均
伝
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（
真
壁
　

一
九
八
四
．

二
〇
〇
頁
）。

 

　
無
縁
寺
は
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
詩
と
小
説
の
同
人
誌
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
の
友
人
に
金

親
力
と
い
う
作
家
が
お
り
、
雑
誌
は
二
人
で
つ
く
っ
て
い
た
。
小
松
均
は
力
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
あ
る

い
は
、
昭
和
初
期
の
プ
ロ
文
学
隆
盛
期
に
活
躍
し
た
金
親
清
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

 

　
こ
の
雑
誌
に
均
も
文
章
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
に
、
新
聞
配
達
生
活
の
記
録
が
あ
っ
た
。

朝
鮮
人
の
友
人
か
ら
も
ら
っ
た
白
い
ズ
ボ
ン
を
、
赤
く
染
め
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
う
ち
、
海
軍
ナ
イ
フ

で
人
を
刺
し
、
そ
の
血
で
ズ
ボ
ン
が
染
ま
っ
た
例
の
話
で
あ
る
。
こ
の
文
章
に
は
、
無
緣
寺
も
、
画
学
校

の
仲
間
た
ち
も
目
を
見
は
っ
た
。 

（「
川
端
画
学
校
」）

 

　
文
中
に
あ
る
「
例
の
話
」
に
つ
い
て
は
、
同
書
一
八
六
―
一
八
八
頁
を
参
照
。

10
　
註
1
と
同
。

 

　
金
親
清
は
「
い
ま
か
ら
五
二
年
も
ま
え
」
に
処
女
作
と
な
る
小
説
「
林
の
中
」
を
同
人
誌
『
若
き
詩
の

国
』
に
発
表
し
た
時
期
の
こ
と
と
し
て
、
無
緣
寺
が
「
…
幾
多
の
落
選
の
憂
き
目
を
み
て
『
日
本
画
』
か

ら
『
水
彩
画
』
に
急
激
に
移
行
し
た
の
も
そ
の
頃
か
ら
だ
」
と
記
し
て
い
る
。
現
在
確
認
さ
れ
る
無
緣
寺

の
公
募
団
体
へ
の
初
入
選
は
一
九
二
五
年
の
光
風
会
第
一
二
回
展
覧
会
。

11
　
藤
井
正
春
氏
に
よ
る
。

12
　
註
1
お
よ
び
北
田
　

一
九
八
〇
．
一
三
―
一
五
頁
を
参
照
。
た
だ
し
、『
文
壇
夜
襲
』
が
『
若
き
詩
の
国
』

を
改
題
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
金
親
清
の
み
が
記
し
て
い
る
。

13
　
註
1
と
同
。

 

　
金
親
清
は
当
時
の
無
緣
寺
の
詩
に
つ
い
て
、「
…
当
時
の
美
術
誌
『
中
央
美
術
』
に
よ
く
載
っ
た
ダ
ダ

イ
ス
ト
詩
人
高
橋
新
吉
や
辻
潤
な
ど
の
影
響
を
つ
よ
く
う
け
た
い
わ
ば
無
軌
道
詩
で
…
」
と
記
し
て
い

る
。『
中
央
美
術
』
に
高
橋
が
寄
稿
し
た
号
は
一
九
二
二
年
一
二
月
号
と
二
三
年
二
月
号
で
あ
り
、
辻
は

二
二
年
八
月
号
と
二
三
年
二
月
号
、
四
月
号
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、「
よ
く
載
っ
た
」
ほ
ど
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
二
三
年
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
高
橋
の
詩
集
『
ダ
ダ
イ
ス
ト
新
吉
の
詩
』（
中
央
美
術
社
）な
ど

か
ら
も
影
響
を
受
け
た
と
考
え
た
方
が
妥
当
だ
ろ
う
。

14
　
中
地
昭
男
氏
は
、
無
緣
寺
と
丸
山
て
る
が
一
九
二
四
年
以
前
に
二
人
展
を
開
催
し
て
い
た
と
記
し
て
い

る
。
中
地
　

一
九
九
一
．
四
八
頁
。

15
　
無
緣
寺
が
関
わ
っ
た
同
人
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
現
在
そ
の
実
物
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
く
つ

か
の
回
想
に
基
づ
け
ば
、
無
緣
寺
の
仲
間
た
ち
は
一
九
二
〇
年
頃
に
創
刊
さ
れ
た
『
地
上
』
以
後
、
同
時

代
の
『
白
樺
』
に
み
ら
れ
る
自
我
の
確
立
の
よ
う
な
面
に
向
か
う
関
心
を
一
方
に
持
ち
な
が
ら
も
、
文
学

に
よ
っ
て
現
実
社
会
の
諸
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
よ
り
強
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

 

　
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
濱
田
昇
や
金
親
清
は
『
文
壇
夜
襲
』
以
後
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。
特
に
後
者
は
一
九
二
九
年
に
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
の
結
成
に
と
も
な
い
、
専

従
書
記（
の
ち
常
任
書
記
）と
な
っ
た
。

 

北
田
　

一
九
八
〇
．
一
五
頁

 

金
親
清（
編
）「
年
譜
」『
新
日
本
文
學
全
集
　
第
二
十
四
卷
　
上
田
廣
　

日
比
野
士
朗
　

集
』
改
造
社
　
一
九

四
三
年
三
月
二
〇
日
　
一
六
二
頁

 

都
築
久
義
「
上
田
広
素
描
　

―
戦
時
体
制
の
文
学
者（
三
）―
」『
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
』
七
　
一
九
八
一
年

一
二
月
一
〇
日
　
一
一
六
―
一
二
三
頁

 

斎
藤
の
ぼ
る（
作
成
）「
金
親
清
・
年
譜
」

 

金
親
清
追
悼
文
集
編
集
委
員
会（
編
）『
追
悼
金
親
清
　

―
民
衆
の
心
を
継
承
し
た
作
家
―
』
な
の
は
な
出
版
　

一
九
九
二
年
一
一
月
一
四
日
　
一
〇
〇
―
一
〇
三
頁

16
　「
履
歴
書
」
に
よ
る
。

 

　「
白
井
年
譜
」
に
は
一
九
二
七
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
ザ
ン
ボ
ア
図
案
社
に
勤
務
し
、「
傍
ら
水
彩
画
を
学

ぶ
」
と
あ
る
。
水
彩
画
は
川
端
画
学
校
時
代
か
ら
学
ん
で
お
り
、
具
体
的
な
内
容
は
不
明
。
入
社
し
た
年

か
ら
出
品
し
て
い
た
日
本
水
彩
画
会
の
こ
と
を
指
す
か（
三
〇
年
、
同
会
の
会
員
に
推
薦
さ
れ
て
い
る
）。

17
　
無
緣
寺
の
叔
父
で
あ
る
菅
谷
元
三
郞
も
、
こ
の
年
の
帝
展
第
二
部
に
初
入
選
し
て
い
る
。

18
　
無
緣
寺
の
出
品
作
品
は
未
確
認
。

 

中
地
昭
男
「
第
一
章
　
県
展
前
史（
千
葉
美
術
会
、
千
葉
県
美
術
協
会
の
こ
と
な
ど
）　
一
、
第
一
回
房
総

美
術
郷
友
会
展
」

 

千
葉
県
展
三
十
年
史
編
集
委
員
会（
編
）『
千
葉
県
展
三
十
年
史
』
千
葉
県
美
術
会
　
一
九
七
八
年
一
〇
月



17

二
八
日
　
五
五
頁

19
　
会
友
、
会
員
の
推
挙
に
つ
い
て
、
一
九
三
二
年
の
第
九
回
展
当
時
は
次
の
よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ
て
い

た
。
無
緣
寺
の
時
も
変
わ
り
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。「
…
こ
の
頃
の
習
慣
で
会
員
や
会
友
の
推
挙
は
本
展

終
了
後
、
次
期
展
覧
会
開
催
前
の
常
任
理
事
会
で
決
定
さ
れ
、
本
展
開
催
時
に
は
目
録
及
び
名
簿
に
記
載

さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
九
回
展
会
員
推
挙
は
九
回
展
の
作
品
で
決
定
し
た
の
で
は
な
く
、
八
回
展
以

前
の
成
績
で
決
っ
た
の
で
あ
る
。
現
行
の
推
挙
方
法
と
は
多
少
違
う
よ
う
で
あ
る
」。
小
寺
健
吉
は
、「
そ

の
頃
は
、
作
品
だ
け
で
な
く
、
人
格
、
言
動
な
ど
が
重
視
さ
れ
た
。
宴
会
な
ど
で
幹
部
会
員
ら
の
近
く
に

同
席
し
、
よ
く
観
察
を
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

 

「
第
九
回
展
」
白
日
会
史
編
纂
委
員
会（
編
）『
白
日
会
史
　

Ⅰ
』
白
日
会
　
一
九
七
九
年
三
月
二
四
日
　
九

六
頁

20
　
白
日
会
と
光
風
会
に
並
行
し
て
出
品
を
続
け
て
い
た
時
期
は
、
一
九
二
六
年
か
ら
二
九
年
ま
で
の
四
年
間

に
お
よ
ぶ
。
白
日
会
は
光
風
会（
一
九
一
二
年
結
成
）の
発
起
人
で
も
あ
っ
た
中
澤
弘
光
が
川
島
理
一
郞
と

語
ら
っ
て
二
四
年
一
月
に
結
成
さ
れ
た
が
、
瀧
悌
三
は
「
筆
者
の
推
察
」
と
断
り
書
き
を
し
な
が
ら
そ
の

理
由
に
つ
い
て
、「
…
大
正
十
年
、
十
一
年
頃
の
光
風
会
は
、
発
会
当
初
の
門
戸
解
放
路
線
が
崩
れ
、
学

校
派（
東
京
美
術
学
校
系
）に
固
ま
る
傾
向
と
な
り
、
そ
れ
が
中
沢
の
心
に
な
じ
ま
ず
、
原
光
風
会
に
戻
す

意
味
で
白
日
会
を
興
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
み
て
い
る
。
白
日
会
当
初
の
メ
ン
バ
ー
が
他
会
派

包
合
的
で
あ
り
、
そ
の
後
そ
の
性
質
を
強
め
る
方
に
動
い
て
い
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
分
析
し
て
い

る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
川
端
画
学
校
出
身
の
非
「
学
校
派
」
で
あ
る
無
緣
寺
が
白
日
会
に
籍
を
置
い
た

理
由
に
も
な
る
。

 

　
ま
た
、
無
緣
寺
の
絵
画
制
作
は
註
5
で
引
用
し
た
小
松
均
の
回
想
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
川
端
画
学
校
の
在
学
中
か
ら
我
流
に
ち
か
く
、
中
澤
の
外
光
派
に
つ
ち
か
わ
れ
た
堅
実
で
の
び
や
か

な
描
写
と
は
ま
る
で
異
な
る
。
無
緣
寺
は
み
ず
か
ら
の
文
章
で
中
澤
の
こ
と
を
自
分
の
師
で
あ
る
と
記
し

て
い
る
。
こ
れ
は
造
形
上
の
影
響
と
い
う
よ
り
は
、
み
ず
か
ら
の
居
場
所
と
な
っ
た
白
日
会
の
生
み
の
親

に
対
す
る
感
謝
で
は
な
い
か
。

 

瀧
悌
三
「
三
　
過
渡
期
の
七
年
　
白
日
会
、
槐
樹
社
」

 

光
風
会
史
編
纂
委
員
会（
編
）『
光
風
会
史
―
80
回
の
歩
み
―
』
光
風
会
　
一
九
九
四
年
四
月
七
日
　
一
三

一
頁

21
　
藤
井
正
春
氏
に
よ
る
。

22
　
金
親
　

一
九
四
三
．
一
六
二
頁
。
金
親
　

一
九
七
四
。
北
田
　

一
九
八
〇
．
一
五
頁
。

23
　「
本
會
沿
革
史
」『
第
二
回
　
千
葉
美
術
會
大
展
覽
會
　
出
品
目
錄
』
千
葉
美
術
会
　
一
九
三
一
年
六
月
　

一
七
頁

 

中
地
「
二
、
千
葉
美
術
会
」
千
葉
県
展
三
十
年
史
編
集
委
員
会（
編
）　
一
九
七
八
．
五
八
―
五
九
頁

24
　
註
16
と
同
。

25
　
無
緣
寺
の
「
二
科
の
事
ど
も
」
に
は
、「
私
が
古
賀（
春
江
―
引
用
者
）氏
と
一
番
永（
長
）く

話
し
た
の
は
、
い

つ
か
水
彩
畵
會
で
房
州
の
波
太
へ
寫
生
旅
行
に
い
つ
た
時
だ
、
一
と
晩
同
じ
屋
根
の
下
で
過
ご
し
た
の
だ

か
ら
、
そ
の
時
位
ゆ
つ
く
り
話
し
合
つ
た
事
は
な
い
」
と
あ
る
。
日
本
水
彩
画
会
に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る

記
録
で
波
太
へ
の
懇
親
写
生
旅
行
を
行
っ
た
年
は
、
一
九
三
〇
年
だ
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
時
は
同
地

の
江
沢
館
に
二
泊
し
て
い
る
が
、
古
賀
春
江
が
参
加
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
と
の
こ
と
。

 

無
緣
寺
心
澄
「
二
科
の
事
ど
も
」『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
8
9

10
合
併（
帝
展
二
科
號
及
び
白
日
展
豫

吿
號
）　
一
九
三
四
年
一
二
月
一
〇
日
　
八
面

26
　
発
足
当
時
の
同
人
は
無
緣
寺
の
他
、
伊
勢
靜
止（
一
九
三
三
年
に
歿
）、
桂
重
英
、
村
上
鐵
太
郞
、
野
口
良

一
呂（
一
九
四
一
年
に
歿
）、
熊
谷
登
久
平
、
山
田
説
義
、
五
島
甚
之
介
、
秋
元
松
子
、
木
村
珪
二
。
そ
の

後
、
永
原
廣
、
竹
林
順
一
な
ど
が
参
加
し
た
。

 

　『
白
日
会
史
　

Ⅰ
』
に
よ
れ
ば
、「
ま
ひ
る
」
は
青
樹
社
画
廊
で
毎
年
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
し
て
い
た
と

の
こ
と
だ
が
、
未
確
認
。
一
九
三
一
年
に
は
川
島
美
術
店（
銀
座
）で
小
品
展
を
開
催
し
て
い
る
が
、
無
緣

寺
の
出
品
に
つ
い
て
は
不
明（
一
二
月
一
二
―
一
四
日
）。

 

「
第
八
回
展
」
白
日
会
史
編
纂
委
員
会（
編
）　
一
九
七
九
．
九
〇
―
九
一
頁

27
　
註
23
と
同
。

28
　
現
在
、
こ
の
挿
絵
以
外
で
は
、「
藤
井
心
澄
」
名
が
使
わ
れ
た
例
は
確
認
で
き
な
い
。

29
　
註
23
と
同
。
無
緣
寺
の
出
品
作
品
は
未
確
認
。

30
　
無
緣
寺
が
白
鯨
社
で
講
師
を
務
め
た
と
す
る
文
献
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
の
調
査
で
は
確
認
で
き
な
か
っ

た（
同
会
々
員
と
交
流
は
あ
っ
た
）。
こ
の
年
の
六
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
千
葉
美
術
会
大
展
覧
会
の
出

品
目
録
に
は
、
鈴
木
圓
治
の
向
日
会
美
術
研
究
会
で
無
緣
寺
が
鈴
木
、
菅
谷
元
三
郞
と
共
に
講
師
と
な
っ

た
婦
人
裸
体
モ
デ
ル
研
究
会
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
白
鯨
社
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た

可
能
性
は
あ
る
。

 

伊
藤
澄
「
第
三
部
　
白
鯨
社
現
状
　
昭
和
十
四
年
四
月
―
昭
和
十
五
年
三
月
」

 

齋
藤
良
平
　
長
尾
透（
編
）『
白
鯨
社
と
春
秋
會
　
紀
元
二
六
〇
〇
年
記
念
』
千
葉
医
科
大
学
　

白
鯨
社
　
一

九
四
一
年
三
月
三
〇
日
　
三
〇
頁

 

中
地
昭
男
「
第
三
章
　
一
、
房
南
、
海
沿
い
の
道
　
千
葉
を
描
き
続
け
た
画
家
、
無
緣
寺
心
澄
」『
房
総
美

術
の
往
還
　
近
代
日
本
美
術
の
黎
明
を
追
っ
て
』
求
龍
堂
　
一
九
九
一
年
八
月
一
〇
日
　
五
一
頁

 

　
中
地
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
千
葉
市
の
絵
画
同
好
会
と
し
て
、
他
に
無
緣
寺
を
囲
む
「
心
澄
会
」

と
い
う
サ
ー
ク
ル
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
未
確
認
。

 

中
地
「
三
、
千
葉
県
美
術
協
会
の
創
立
」
千
葉
県
展
三
十
年
史
編
集
委
員
会（
編
）　
一
九
七
八
．
七
二
頁

第
二
回
千
葉
美
術
会
大
展
覧
会
出
品
目
録
よ
り
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31
　
題
材
と
な
っ
た
大
阪
お
よ
び
神
戸
へ
の
旅
行
に
つ
い
て
は
未
確
認
。

32
　「
產
業
美
術
研
究
會
生
ま
る
」『
千
葉
美
術
會
ニ
ュ
ー
ス
』
第
二
輯
　
一
九
三
一
年

 
中
地
「
二
、
千
葉
美
術
会
」
千
葉
県
展
三
十
年
史
編
集
委
員
会（
編
）　
一
九
七
八
．
六
三
頁

 

　
こ
の
時
期
、
無
緣
寺
は
こ
の
農
村
美
術
副
業
振
興
の
名
目
で
鈴
木
圓
治
と
共
に
二
日
間
の
日
程
で
県
を

一
周
し
た
こ
と
が
『
千
葉
美
術
會
ニ
ュ
ー
ス
』
第
二
輯
に
記
さ
れ
て
い
る
。

33
　
今
回
、『
千
葉
美
術
會
ニ
ユ
ー
ス
』
は
二
輯
お
よ
び
三
輯
し
か
実
見
で
き
な
か
っ
た
。
ど
ち
ら
も
鈴
木
圓

治
と
無
緣
寺
が
編
集
と
署
名
記
事
以
外
の
箇
所
を
執
筆
し
て
お
り
、
一
輯
も
そ
う
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
何
輯
ま
で
刊
行
さ
れ
た
か
は
不
明
。

34
　
帝
国
美
術
院
美
術
展
覧
会
に
入
選
し
た
作
品
の
う
ち
、
本
作
品
の
み
技
法
・
素
材
が
不
明
。

35
　
無
緣
寺
の
出
品
作
品
は
未
確
認
。

36
　「
第
十
一
回
展
」
白
日
会
史
編
纂
委
員
会（
編
）　
一
九
七
九
．
一
〇
九
頁

37
　
無
緣
寺
の
出
品
作
品
は
未
確
認
。

 

中
地
「
二
、
千
葉
美
術
会
」
千
葉
県
展
三
十
年
史
編
集
委
員
会（
編
）　
一
九
七
八
．
六
一
頁

38
　「
朝
鮮
京
城
　
一
九
三
四
．
五
」（
白
井
整
理
番
号
八
七
九
）と
書
き
込
ま
れ
た
作
品
が
存
在
す
る
。
た
だ

し
、
以
前
の
旅
行
の
記
憶
に
基
づ
い
た
制
作
と
も
考
え
ら
れ
る
。

39
　
今
回
、『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
は
創
刊
号
か
ら
10
号（
8
、
9
号
と
合
併
）ま
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
何
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
か
は
不
明
。

40
　
無
緣
寺
の
出
品
作
品
は
未
確
認
。

 

中
地
「
二
、
千
葉
美
術
会
」
千
葉
県
展
三
十
年
史
編
集
委
員
会（
編
）　
一
九
七
八
．
六
四
頁

41
　
藤
井
正
春
氏
に
よ
れ
ば
、
渡
辺
貞
子
は
千
葉
女
子
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
無
緣
寺
と
結
婚
す
る
ま
で
千
葉

県
内
で
教
師
を
務
め
て
い
た
と
い
う
。

42
　
無
緣
寺
の
出
品
は
未
確
認
。

43
　
註
42
と
同
。

44
　「
白
井
年
譜
」
で
は
千
葉
市
に
よ
る
無
緣
寺
の
採
用
を
一
九
三
八
年
と
し
て
い
る
が
、
千
葉
市
総
務
局
総

務
部
人
事
課
に
残
る
三
七
年
お
よ
び
三
九
年
の
書
類
に
藤
井
茂
樹
の
名
が
あ
る
。
四
〇
年
の
『
千
葉
文

化
』
に
文
章
が
掲
載
さ
れ
た
際
の
肩
書
は
「
千
葉
市
役
所
勤
務
、
洋
畵
家
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
彼
の

市
役
所
勤
務
を
確
認
で
き
る
最
後
の
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

45
　「
昭
和
一
三
年
一
一
月
」
の
書
き
込
み
が
あ
る
朝
鮮
半
島
の
兵
士
を
描
い
た
と
さ
れ
る
無
緣
寺
の
作
品（
白

井
整
理
番
号
六
六
九
）が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
上
田
の
小
説
と
関
係
す
る
か
。

 

　
と
こ
ろ
で
、
当
時
上
田
作
品
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
次
に
引
用
す
る
文
芸

評
論
家
の
板
垣
直
子
に
よ
る
文
章
に
く
わ
し
い
。

 

　
こ
こ
で
我
々
は
、
火
野（
葦
平
―
引
用
者
）の
如
く
戰
爭
に
參
加
し
て
ゐ
な
が
ら
同
樣
に
內
地
に
戰
爭
作

品
を
送
つ
て
き
て
ゐ
た
上
田
廣
氏
の
方
に
も
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
氏
は
も
と
左
翼
作
家
と
し
て
若

干
の
文
學
活
動
を
し
た
經
驗
を
有
し
て
ゐ
る
。
氏
は
「
麥
と
兵
隊
」
の
で
た
同
じ
七
月（
一
九
三
八
年
、

た
だ
し
雑
誌
は
八
月
号
―
引
用
者
）に
、「
鮑パ
オ
シ
ン
シ
ア
ン

慶
郷
」
と
い
ふ
短
篇
を
「
中
央
公
論
」
に
の
せ
た
。
ま
た
、

九
月
に
は
比
較
的
長
い
「
黃
塵
」
を
、
改
造
社
の
「
大
陸
」
に
發
表
し
た（
一
〇
月
号
―
引
用
者
）。
十
一

月
に
は
「
歸
順
」
を
示
し
た（『
中
央
公
論
』
一
二
月
号
―
引
用
者
）。「
黃
塵
」
も
、
ま
も
な
く
單
行
本
に

な
つ
た
。
改
造
社
は
「
麥
と
兵
隊
」
な
ど
と
似
た
裝
釘
の
本
に
し
た
が
、
氣
の

な
ほ
ど
反
響
が
少
な
か

つ
た
。
火
野
氏
の
作
品
の
す
ば
ら
し
い
評
判
や
賣
行
に
壓
倒
さ
れ
て
ゐ
る
か
の
如
く
で
あ
つ
た
。

 

　
そ
れ
ま
で
の
上
田
氏
は
直
接
戰
闘
を
扱
つ
て
ゐ
な
い
。
氏
の
屬
す
る
鐵
道
部
隊
の
い
は
ゆ
る
後
方
活
動

を
描
い
た
の
が
「
黃
塵
」
で
あ
り
、
他
の
二
つ
の
短
篇
は
大
陸
も
の
で
あ
る
。
戰
爭
要
素
の
も
つ
と
入
つ

て
き
て
ゐ
る
の
は
、
三
部
作
の
方
で
あ
る
。
鐵
道
部
隊
に
ゐ
て
攻
擊
を
う
け
な
が
ら
の
危
險
な
活
動
は
、

「
建
設
戰
記
」（
一
九
三
九
年
改
造
四
月
號
）「
ほ
ん
ぶ
日
記
」（
一
九
四
〇
年
中
央
公
論
新
年
號
）、「
續
建
設

戰
記
」（
一
九
四
〇
年
改
造
二
月
號
）の
三
部
作（
總
稱
し
て
「
水
間
隊
記
」
と
い
ふ
）に
執
拗
に
氏
に
よ
つ

て
描
か
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
、
上
田
氏
の
も
の
は
は
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

根
氣
よ
く
優
遇
し
て
の
せ
る
の
で
あ
る
。
時
は
戰
時
、
も
の
は
戰
爭
文
學
で
あ
る
か
ら
の
感
が
深
い
。
し

か
し
、
鐵
道
部
隊
の
仕
事
の
意
味
と
上
田
文
學
の
開
拓
し
て
ゐ
る
素
材
の
價
値
と
は
、
勿
論
十
分
に
あ
る

の
で
あ
つ
て
、
氏
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
生
命
に
、
そ
れ
の
關
係
し
て
ゐ
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
、
地
味
で
單
調
な
ス
タ
イ
ル
は
、
い
は
ゆ
る
小
說
的
工
夫
に
も
助
け
ら
れ
ず
、
讀
者
を
う
る
の
に
困

難
な
一
面
を
も
つ
て
ゐ
た
。
し
か
し
、
上
田
氏
は
「
建
設
戰
記
」
あ
た
り
か
ら
漸
く
芽
を
吹
き
だ
し
、
だ

ん
だ
ん
う
ま
く
な
つ
た
。
歸
還
後
に
發
表
し
て
ゐ
る
「
指
導
物
語
」（
一
九
四
〇
年
七
月
）な
ど
に
な
る
と
、

作
家
の
陰
影
が
よ
ほ
ど
つ
い
て
き
て
ゐ
る
。
氏
の
如
く
鐵
道
も
の
ば
か
り
か
い
て
ゐ
る
の
も
極
め
て
有
利

で
あ
つ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
何
と
い
つ
て
も
、
火
野
氏
に
次
い
で
氏
が
戰
爭
作
家
と
し
て
は
重
要
な
位

置
を
占
め
て
ゐ
る
。
直
接
敵
と
向
ひ
あ
つ
て
戰
ふ
こ
と
ば
か
り
が
戰
爭
で
は
な
い
。
破
壞
さ
れ
た
鐵
道
を

修
理
す
る
活
動
の
重
大
な
意
味
と
、
そ
れ
に
携
は
る
部
隊
の
大
き
な
危
險
性
を
語
る
使
命
も
上
田
文
學
は

持
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

 

　
都
築
久
義
に
よ
れ
ば
一
九
三
八
年
の
『
黃
塵
』
以
後
、
四
四
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
上
田
の
単
行
本

（
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
等
を
除
く
）は
二
〇
冊
を
数
え
る
。
今
回
の
調
査
で
、
都
築
が
作
成
し
た
著
者
目
録
以
外

に
五
冊
の
単
行
本
を
確
認
し
た
。
こ
の
計
二
五
冊
の
う
ち
、
一
一
冊（
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
含
め
る
と
一
二

冊
）の
装
幀
を
無
緣
寺
が
担
当
し
て
い
る（
別
表
参
照
）。「
は
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
」、
火
野
葦
平
に

次
ぐ
「
戰
爭
作
家
と
し
て
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
ゐ
る
」（
板
垣
）上
田
廣
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
無

緣
寺
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。

上
田
廣

上
田
以
外

単
行
本
装
幀

雑
誌
挿
絵

単
行
本
装
幀

一
九
三
八

1

一
九
三
九

2

1

一
九
四
〇

5

4

一
九
四
一

3
＊

1
＊
＊

一
九
四
二

1

5

一
九
四
三

1

計

12

7

5

＊ 

上
田
が
参
加
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー『
鐵
　
第
一
輯
』
を
含
む
。

＊
＊ 

連
載
「
セ
ン
チ
ノ 

コ
ド
モ
」

無
緣
寺
心
澄
に
よ
る
装
幀
・
挿
絵
　
一
九
三
八
　
四
三 （
二
〇
一
四
・
八
月
末
日
確
認
分
）
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板
垣
直
子
「
2
　

支
那
事
變
に
よ
る
戰
爭
文
學（
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
か
ら
小
說
へ
の
過
程
）　
上
田
廣
の
作

品
」『
事
變
下
の
文
學
』
第
一
書
房
　
一
九
四
一
年
五
月
一
〇
日
　
二
七
―
二
八
頁

 

都
築
　

一
九
八
一
．
一
一
四
頁

46
　
日
出
学
園
の
勤
務
に
つ
い
て
、
採
用
さ
れ
た
経
緯
な
ど
は
不
明
。
同
校
の
船
津
巳
紅
氏
に
よ
れ
ば
一
九
四

一
年
度
の
卒
業
生
が
「
昭
和
一
三
、
四
年
あ
た
り
に
教
員
だ
っ
た
」
と
記
憶
し
て
い
る
と
い
う
。
い
つ
ま

で
勤
務
し
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
四
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
セ
ン
セ
イ
ノ
　

ド
ウ
ワ
　
一
・
二
年
生
』（
四

海
書
房
）を
は
じ
め
と
す
る
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
無
緣
寺
が
同
校
の
勤
務
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

47
　
無
緣
寺
の
出
品
は
未
確
認
。

48
　「
江
の
浦
に
て
　
昭
和
一
四
年
夏
」（
白
井
整
理
番
号
七
五
七
）と
書
き
込
ま
れ
た
作
品
が
存
在
す
る
。

49
　「
水
戸
祝
町
　
昭
和
一
五
年
四
月
二
日
」（
白
井
整
理
番
号
一
一
〇
）、「
水
戸
偕
楽
園
　
四
月
三
日
」（
同
一

一
一
）と
書
き
込
ま
れ
た
作
品
が
存
在
す
る
。

50
　『

賣
新
聞
』
千
葉
版（
千
葉

賣
）　
一
九
四
〇
年
五
月
四
日
　
八
面

 

　「
初
夏
　
房
総
と
こ
ろ
〴
〵
」
は
以
後
、
菅
谷
元
三
郞（
五
月
九
日
）、
三
宅
策
郞（
五
月
一
八
日
）、
鈴

木
圓
治（
六
月
五
，
七
日
）な
ど
が
担
当
し
、
二
〇
回
連
載
さ
れ
た
。

 

　
ま
た
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
、「
モ
ダ
ン
千
葉
十
景
」（
白
井
整
理
番
号
一
三
四
）も
こ
の

よ
う
な
文
と
挿
画
の
随
筆
か
と
思
わ
れ
る
が
未
確
認
。

51
　『
現
地
報
告
』
は
『
文
藝
春
秋
　
現
地
報
告
　
時
局
増
刊
』
を
引
き
つ
い
で
い
る
。
次
を
参
照
。

 

掛
野
剛
史
「
戦
時
期
メ
デ
ィ
ア
の
編
成
と
展
開
　

―
文
藝
春
秋
社
発
行
『
現
地
報
告
』
総
目
次（
上
）―
」

『
埼
玉
大
学
紀
要
　
人
間
学
部
篇
』
一
〇
　
二
〇
一
〇
年
一
二
月
　
四
五
一
―
四
六
六
頁

 

掛
野
「
戦
時
期
メ
デ
ィ
ア
の
編
成
と
展
開
　

―
文
藝
春
秋
社
発
行
『
現
地
報
告
』
総
目
次（
下
）―
」『
埼
玉

大
学
紀
要
　
人
間
学
部
篇
』
一
一
　
二
〇
一
一
年
一
二
月
　
三
五
三
―
三
六
八
頁

52
　
前
号
に
掲
載
さ
れ
た（
上
）の
挿
絵
は
遠
藤
燦
可
に
よ
る
。

53
　
北
田
　

一
九
八
〇
．
一
七
頁
の
他
、
次
を
参
照
。

 

山
本
昇
「〝
伊
豆
句
抄
〞
に
つ
い
て
　
無
縁
寺
心
澄
の
こ
と
な
ど
」『
千
葉
日
報
』
一
九
七
四
年
八
月
一
一

日
　
四
面

54
　
無
緣
寺
の
出
席
は
不
明
。

55
　
文
中
、
無
緣
寺
が
「
鐵
山
路
」
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
彼
が
中
国
に

渡
っ
た
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
三
二
年
に
青
島
に
滞
在
し
た
際
の
思
い
出
か
。

56
　
以
後
、
何
回
連
載
さ
れ
た
か
は
不
明
。

57
　
退
会
の
記
録
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

 

　
こ
の
時
期
、
他
の
「
ま
ひ
る
」
同
人
の
退
会
も
あ
っ
た
。『
白
日
会
史
　

Ⅰ
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
一
年

に
は
「
…
『
ま
ひ
る
会
』
の
一
員
で
あ
っ
た
笹
岡（
了
一
―
引
用
者
）は
、
戦
線
よ
り
帰
還
し
て
か
ら
同
会

の
秋
元
松
子
と
結
婚
し
、
第
一
八
回
展
に
島
村（
三
七
雄
―
引
用
者
）と
共
に
特
陳
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
実
現
せ
ぬ
ま
ま
不
出
品
と
な
り
、
一
九
回
展
を
ま
た
ず
に
理
事
会
は
笹
岡
、
秋
元
両
名

の
退
会
を
確
認
し
た
。
思
え
ば
新
旧
が
少
し
づ
つ
こ
の
よ
う
な
形
で
交
代
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
っ

た
」。
笹
岡
、
秋
元
の
退
会
も
同
会
の
年
表
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い（
今
回
、
笹
岡
が
「
ま
ひ
る
」
に
い

つ
か
ら
参
加
し
て
い
た
か
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
展
覧
会
目
録
巻
末
の
広
告
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
、

同
会
の
新
年
の
挨
拶
な
ど
か
ら
考
え
れ
ば
、
一
九
三
六
年
以
後
の
こ
と
に
な
る
）。

 

「
第
十
九
回
展
」「
年
譜
」
白
日
会
史
編
纂
委
員
会（
編
）　
一
九
七
九
．
二
一
〇
、
三
七
二
―
三
七
六
頁
。

58
　「
炎
熱
を
征
く
」
の
舞
台
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
が
、
無
緣
寺
が
装
幀
・
挿
絵
を
担
当
し
た
上
田
廣
の
戦
争
を

テ
ー
マ
と
し
た
小
説
は
、
今
回
確
認
し
た
限
り
本
作
を
除
け
ば
中
国
大
陸
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。

59
　
山
本
昇
「
上
田
廣
の
こ
と
」

 

遠
藤
寛
夫（
編
）『
追
悼
　
上
田
廣
』
上
田
廣
文
学
碑
建
立
準
備
会
　
一
九
八
〇
年
五
月
二
〇
日
　
五
頁

60
　
藤
井
正
春
氏
に
よ
る
。

61
　
藤
井
家
は
、
無
緣
寺
の
歿
後
、
真
言
宗
か
ら
神
道
に
宗
旨
替
え
し
た
。
父
・
惣
助
が
過
去
帳
を
書
き
写
し

た
記
録
に
は
無
緣
寺
が
春
陽
会
会
員
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
誤
記
の
原
因
は
不
明
。
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無
緣
寺
心
澄
　
自
筆
文
献
抄

 

〔
再
録
に
あ
た
っ
て
〕　
無
緣
寺
は
一
〇
代
半
ば
か
ら
、
多
く
の
文
章
を
同
人
誌
や
機
関
誌（
紙
）に
執
筆
、

発
表
し
た
。
今
回
は
、
現
在
確
認
で
き
る
文
章
の
な
か
か
ら
、
彼
の
美
術
観
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る
も

の
を
中
心
に
再
録
し
た
。

 

　
表
記
な
ど
は
初
出
に
従
い
、
誤
記
等
は
傍
に
、
判
断
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は（
…
　

カ
）と
し
た
。

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
文
末
に
註
を
附
し
た
。
ま
た
、
作
家
に
つ
い
て
姓
の
み
を
記
し
た
箇
所
が
多
い
た

め
、
文
中
に
名
を（
　

）で
補
っ
た
。

二
科
會
の
歬
衛

　
手
元
に
目
錄
が
な
い
の
で
一
寸
參
つ
て
る
が
、
所
謂
二
科
會
の
前
衛

―
つ
ま
り
今
の
二

科
會
の
第
一
線
に
立
つ
て
居
る

―
と
繪
を
通
じ
て
見
え
る
人
逹
の
作
品
を
、
思
ひ
出
す

ま
ゝ
に
書
い
て
み
る
。
第
一
に
安
井（
曾
太
郞
）氏
の
「
外
房
風
景
」
だ
が
、
こ
れ
は
波
太
の

江
澤
館
の
三
階
か
ら
寫
生
し
た
も
の
ら
し
く
、
右
側
の
樹
木
は
構
成
上
つ
け
加
へ
た
も
の
ら

し
く
思
わ
れ
る
。
畫
中
ひ
ど
く
目
に
つ
く
の
は
所
々
表
現
方
法
に
一
致
し
な
い
樣
な
所
を
み

る
が
、
こ
れ
は
何
か
外
に
意
味
あ
つ
て
の
事
か
、
そ
れ
と
も
自
然
を
よ
り
す
る
ど
く
表
現
す

る
場
合
の
本
當
の
自
然
の
中
の
動
き
を
描
き
表
わ
す
方
法
な
の
か
、
と
に
角
私
に
は
そ
れ
が

不
滿
な
（
の

　カ
）

一
つ
で
あ
つ
た
。
津
田（
靑
楓
）氏
の
「
ブ
ル
ヂ（
ジ
）ヨ

ア
議
會
と
民
眾
の
生
活
」
は
、

金
持
ち
の
息
子
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
病
に
か
ゝ
つ
て
、
無
理
に
親
の
金
を
そ
ま
つ
に
し
た
樣
な

も
の
で
、
何
ら
私
逹
に
響
い
て
來
る
も
の
が
な
い
。
も
つ
と
リ
ア
ル
に
、
ロ
マ
ン
チ
ー
シ
ズ

ム
を
排
擊
す
べ
き
だ
と
思
ふ
（
句
点
抜
け
）有島（

生
馬
）氏
の
大
作
は
駄
作
だ
と
い
ふ
批
判
だ
が
、
私
も
賛

成
す
る
。
一
つ
の
畫
面
に
三
つ
も
の
畫
因
？
を
入
れ
る
事
も
至
難
だ
と
思
ふ
上
に
そ
の
關
連

が
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
點
も
駄
作
の
原
因
に
な
る
。
そ
れ
に
一
番
大
切
な
地
震
火
災
の
結

果
が
、
あ
の
時
の
人
逹
に
ど
ん
な
も
の
を
あ
た
へ
た
か
、
そ
の
一
事
が
ち
つ
と
も
描
け
て
な

い
。
た
だ
所
謂
名
氏（
士
）諸

君
が
一
つ
の
畫
面
に
顏
を
竝
べ
出
し
て
る
と
い
ふ
だ
け
で
、
い
か
に

も
有
島
氏
の
笑
ふ
べ
き
震
災
感
（
觀

　カ
）

が
淺
く
コ
ツ
ケ
イ
な
も
の
だ
つ
た
が
（
か

 カ
）

―
と
い
ふ
事
に
も

な
る

（
句
点
抜
け
）しか

し
流
石
に
局
部
局
部
の
塗
り
方
は
う
ま
い
も
の
だ
と
思
つ
た
。
斷
つ
と
く
が
、
私

は
こ
れ
を
客
引
策
の
前
衛
と
み
た
ま
で
で
二
科
の
看
板
を（
と
）し

て
の
前
衛
と
み
た
の
で
は
な

い
。
次
に
超
現
實
主
義
の
作
品
に
う
つ
る
が
、
私
は
超
現
實
主
義
な
ん
て
も
の
が
あ
る
は
ず

が
な
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
繪
畫
藝
術
の
本
意
は
い
か
に
現
實
を
描
く
か
、
の
一
つ
に
あ
る
と

思
つ
て
ゐ
る
か
ら
だ
。
古
賀
春
江
氏
の
諸
作
は
一
つ
の
ロ
マ
ン
ス
だ
と
思
ふ
外
、
感
銘
が
な

い
（
句
点
抜
け
）機械
を
使
つ
た
お
伽
噺
だ
つ
て
あ
る
は
ず
だ
か
ら
私
は
そ
の
方
だ
と
思
ふ
事
に
し
た
（
句
点
抜
け
）古賀

氏
に
は
は
な
は
だ
す
ま
な
い
云
ひ
草
だ
が
、
ど
う
も
仕
方
が
な
い
。
東
郷
氏
の
諸
作
に
至
つ

て
は
論
外
だ
。
あ
ん
な
の
が
會
員
の
中
に
あ
る
か
ら
超
現
實
主
義
な
ん
て
一
室
が
出
來
上
る

わ
け
だ
。
餘
談
だ
が
藤
田
嗣
治
氏
の
作
品
だ
つ
て
私
は
超
現
實
主
義
の
部
だ
と
思
つ
て
居

る
、
阿
部（
金
剛
）氏
に
至
つ
て
は
ま
だ
繪
の
具
の
塗
り
方
さ
へ
解
つ
ち
や
あ
居
な
い
と
思

ふ
、
石
丸（
一
）氏
の
作
品
に
な
る
と
ピ
カ
ソ
の
代
役
の
樣
な
も
の
で
、
今
に
な
る
と
も
う
古

い
。
中
で
、
佐
野（
繁
次
郞
）氏
の
三
作
が
比
較
的
面
白
い
位
の
み
のマ
マ

だ（
佐
野
氏
は
筆
使
ひ

と
、
白
色
に
仲（
中
）々

味
を
み
せ
て
ゐ
る
）と
に
角
、
超
現
實
主
義
な
ん
て
も
の
に
二
科
一
（
の

　カ
）

看
板

を
貸
し
て
ゐ
る
な
ん
ざ
あ
も
た
ゝ
な
い
。
な
ぜ
鑑
査
當
時
發
表
し
て
ゐ
た
樣
に
勞
働
者
を

描
い
た
作
品
を
一
點
も
み
せ
な
か
つ
た
の
か
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
鑑
査
方
針
を
と
つ
た
の

か
、
そ
し
て
、
い
つ
迄
兩
眼
を
か
く
さ
れ
た
馬
車
馬
の
樣
な
態

を
持
ち
續
け
樣
と
す
る
の

か
。

今
年
の
二
科
會
は
こ
の
點
實
に
古
い
。
い
つ
の
間
に
か
シ
ヨ
タ
イ
ぢ
み
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
。

こ
の
現
状
を
打
開
す
る
元
氣
は
な
い
か
。
小
出
楢
重
氏
の
如
き
さ
へ
、
遺
作
を
み
れ
ば
と
に

角
仕
事
を
し
て
居
た
で
は
な
い
か

―
。

 
 

 

『
千
葉
美
術
會
ニ
ユ
ー
ス
』
第
三
輯（
初
秋
の
美
術
號
）　
一
九
三
一
年
一
〇
月
中
頃
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編
輯
後
だ
よ
り

第
三
輯
の
出
來
上
り
を
見
ず
に
、
故
鄕
千
葉
縣
千
葉
郡
蘇
我
町
赤
井
區マ

マ

、
藤
井
七
太
郞
方
に

參
り
ま
す
。
帝
展
製
作
を
や
り
に
で
す（
註
）。
初
め
て
の
大
作
ら
し
い
も
の
な
ん
で
、
う
ま

く
行
け
ば
い
ゝ
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
卅
日
位
ま
で
に
か
き
上
げ
る
つ
も
り
で
す
が
、
の
び
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
お
ひ
ま
の
あ
る
方
は
御
た
よ
り
下
さ
い
。
私
の
力
に
な
る
と
思
ひ
ま
す

か
ら
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

私
は
私
の
書
く
べ
き
原
稿
全
部
を
書
き
ま
し
た
。
こ
の
上
は（
鈴
木
）圓
治
氏
に
全
部
お
た
の

み
し
て
、
行
つ
て
來
ま
す
。
圓
治
氏
の
御
骨
折
は
察
す
る
に
餘
り
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
立

派
に
出
來
る
樣
、
御
賴
み
し
ま
す
。
そ
れ
に
初
て
の
銅
版
が
は
い
る
豫
定
で
す
が
。
う
ま
く

い
つ
て
く
れ
れ
ば
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

今
月
も
原
稿
の
集
り
が
す
く
な
か
つ
た
で
す
。
何
で
も
い
ゝ
で
す
。
書
い
て
く
だ
さ
れ
ば
よ

か
つ
た（
の

に欠
）

。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

帝
展
を
ひ
か
へ
て
、
皆
樣
の
御
努
力
を
御
察
し
し
ま
す
、
一
人
で
も
多
く
出
た
ら

―
と
そ

れ
ば
か
り
思
ひ
ま
す
。

こ
の
ニ
ユ
ー
ス
が
出
て
、
間
も
な
く
帝
展
の
發
表
を
み
る
で
せ
う
。
諸
君
の
努
力
が
見
ら
れ

る
で
せ
う
。
で
は

―
。

 

九
月
十
七
日
夜
、
心
澄
生
　

 
 

 

『
千
葉
美
術
會
ニ
ユ
ー
ス
』
第
三
輯（
初
秋
の
美
術
號
）　
一
九
三
一
年
一
〇
月
中
頃

（
註
）藤
井
七
太
郞
は
祖
父
。
赤
井
で
製
作
し
た
こ
の
《
村
の
初
秋
》
が
無
緣
寺
さ
い
ご
の
帝
展
入
選
作
と
な
っ

た
。
一
九
三
一
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
二
回
帝
国
美
術
院
展
の
出
品
申
込
書
お
よ
び
出
品
受
理
期
間
は
一

〇
月
一
―
五
日
。
洋
画
の
入
選
発
表
は
同
月
一
〇
日
。

白
日
會
評

　
水
谷
景
房
君
の
二
作
は
、
水
谷
君
と
し
て
佳
作
で
は
な
い
と
思
つ
て
ゐ
る
が
、
水
繪
の
特

色
は
ね
ら
つ
て
あ
る
。
欲
に
は
、
こ
の
水
谷
君
特
有
の
細
か
い
タ
ツ
チ
を
、
寫
實
に
向
け
て

ほ
し
い
も
の
だ
チ
ラ
チ
ラ
す
る
だ
け
で
現
在
で
は
氣
に
な
つ
て
仕
方
が
な
い
。
も
つ
と
型
を

持
つ
前
に
作
家
の
仕
事
に
新
し
い
所
が
ほ
し
い
。
い
つ
も
同
じ
だ

―
と
み
へ
る
事
は
、
作

風
と
し
て
の
型
と
は
受
取
り
に
く
い
。
野
口
健
治
君
の
は
、
立
體
派
風
な
も
の
だ
と
思
つ
た

が
、
こ
れ
も
型
を

過
（
通
あ
る
い
は
透

　カ
）

し
て
見
た
仕
事
で
あ
つ
て
、
正
直
に
作
家
の
仕
事
を
遂
行
し
て
居

る
樣
な
氣
が
し
な
い
。
つ
ま
り
、
型
に
あ
て
は
め
て
型
を
得
る
方
法
は
、
そ
の
間
す
で
に
繪

か
き
の
仕
事
を
出
て
る
樣
な
氣
が
す
る
。
探
キ
ユ
ウ
と
正
確
な
寫
實
を
い
（
お

　欠
）

て
、
畫
家
の
住（
仕
）

事
は
全
然
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。

　
こ
の
他
、
隋（
随
）分
書
き
た
い
作
品
も
あ
る
の
だ
が
丁

外
出
先
な
の
で
、
目
錄
も
な
し
、
失

禮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
か
ら
、
會
員
で
あ
り
私
逹
の
大
先
輩
で
あ
る
相
田（
直
彥
）先
生
の
作
品
に
は
、
い

さ
ゝ
か
筆
を
の
ば
し
て
み
た
い
。
相
田
先
生
の
は
確
か
七
作
あ
つ
を（
た
）と

思
ふ
、
そ
の
中
、
二

作
が
テ
ン
ペ
ラ
で
あ
る
。
水
彩
の
六
（
五
作

　カ
）

は
全
部
力
作
で
あ
る
。
横
濱
を
描
い
た
ら
し
い
風
景

は
、
中
で
も
大
力
作
だ
と
思
ふ
、
構
成
の
照
、
色
彩
の
照
、
塗
り
方
の
照
、
す
べ
て
に
於
て

水
彩
の
本
道
だ
と
い
つ
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
先
生
の
作
品
を
み
て
ゐ
る
と
、
水
彩
で
あ

る

―
と
い
ふ
感（
観
）念

を
す
ぐ
は
な
れ
て
、
卽
座
に
畫
中
に
は
い
れ
る
、
こ
れ
は
水
繪
の
解
放

で
あ
つ
て
こ
ゝ
に
至
つ
て
作
品
の
高
さ
を
し
み
じ
み
感
ず
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
テ
ン
ペ
ラ
だ
が
、
水
彩
の
室
に
も
テ
ン
ペ
ラ
は
可
也
あ
る
樣
だ
が
、
し

か
し
、
そ
の
ど
れ
で
も
が
う
す
が
き
の
、
何
ら
水
繪
と
變
り
の
な
い
の
は
、
ど
う
し
た
も
の

か
。

　
テ
ン
ペ
ラ
は
、
水
彩
同
樣
、
テ
ン
ペ
ラ
と
し
て
の
本
道
が
あ
る
譯
だ
。
そ
の
い
ゝ
手
本
と

し
て
相
田
先
生
の
二
作
が
あ
り
、
駄
作
の
方
を
代
表
し
て
私
の
大
作
「
村
」
そ
の
他
が
あ
る
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が
、
テ
ン
ペ
ラ
な
る
も
の
は
、
ガ
ン
來
油
同
樣
可
也
の
厚
さ
に
描
く
べ
き
も
の
だ（
註
）。
で

な
け
れ
ば
塗
り
に
く
い
繪
の
具
を
う
す
く
と
い
で（
て
）、
水
彩
的
に
か
く
必
要
が
な
い
（
句
点
抜
け
）

テ
ン
ペ

ラ
で
は
、
十
何
室
か
に
あ
つ
た
關
口
誠
君
の
作
が
テ
ン
ペ
ラ
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
仕
事
こ

そ
テ
ン
ペ
ラ
の
仕
事
だ
ろ
う
と
思
つ
て
ゐ
る
。
餘
り
長
く
な
り
そ
う
な
の
で
擱
筆
す
る
が
、

と
に
角
水
彩
に
は
も
う
一
段
の
飛
躍
と
テ
ン
ペ
ラ
に
は
寫
實
を

―
來
年
に
期
待
す
る

―

 
 

 

『
美
之
國
』
第
八
巻
第
二
号
　
一
九
三
二
年
二
月
　
一
二
五
―
一
二
六
頁

（
註
）無
緣
寺
は
テ
ン
ペ
ラ
に
つ
い
て
、「
ガ
ン
來
油
同
樣
可
也
の
厚
さ
に
描
く
べ
き
も
の
」
と
記
し
て
い
る
が
、

こ
の
「
厚
さ
」
は
下
地
や
絵
具
に
よ
る
複
数
の
層
の
結
果
で
は
な
く
、
絵
具
を
盛
っ
た
「
厚
さ
」
の
こ
と

だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
で
は
表
面
だ
け
乾
き
、
剝
落
や
亀
裂
を
ま
ね
く
。
じ
じ
つ
、
現
存
す
る
彼
の
大

作
な
ど
で
は
、
絵
具
の
物
質
感
を
強
調
す
る
こ
と
で
対
象
の
量
塊（
感
）を
表
わ
そ
う
と
　

―
油
絵
の
よ

う
に

―
　

し
た
結
果
、
亀
裂
が
生
じ
た
箇
所
が
あ
る（
本
註
の
作
成
に
当
た
り
、
宮
崎
安
章
氏
よ
り
貴
重

な
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
）。

白
日
會
展

　
白
日
會
も
今
年
で
十
年
目
だ
、
十
週
年
紀
念
展
と
し
て
み
ん
な
勉
强
し
た
つ
も
り
で
い

る
。
こ
と
に
中
澤
弘
光
先
生
の
新
舊
作
特
別
陳
列
は
、
絕
體
に
白
日
會
が
ほ
こ
つ
て
い
ゝ
も

の
だ
ろ
う
と
信
ず
る
。
例
に
よ
つ
て
第
一
室
か
ら
入
選
作
品
に
つ
い
て
の
み
簡
單
な
批
評
を

し
て
み
る
。

　
野
口（
健
一
）君
、
描
き
方
は
幾
通
り
も
あ
る
と
い
ふ
事
を
思
ひ
出
し
て
も
ら
い
た
い
、
野

口
君
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
流
れ
が
大
分
あ
る
樣
だ
が
、
こ
れ
は
熊（
不
明
）

谷
流
と
名
ず
け
て
い
る

一
種
の
亞
流
と
同
じ
だ
。
女
房
に
べ
た
つ
い
て
い
る
樣
な
描
き
方
は
ま
こ
と
に
こ
ま
る
。
加

治
屋（
隆
二
）君
、
手
堅
い
描
き
方
で
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に
い
い
。
生
澤（
朗
）君
、
こ
の
程
度

を
自
作
は
を
い
て
飛
び
越
へ
よ
、
一
本
立
ち
の
描
き
方
と
い
ふ
の
が
あ
る
で
す
。
梅
野（
順

三
）君
、
描
き
方
は
い
い
、
し
か
し
出
る
も
の
が
弱
い
。

　
藤
田（
愼
治
）君
、
裝
飾
畫
風
に
や
つ
た
ん
だ
ろ
う
が
、
俺
な
ら
こ
う
は
や
ら
な
い
、
手
は

一
手
繪
は
寫
實
一
天（
点
）張

り
だ
か
ら
だ
。
こ
ゝ
で
靜
物
畫
に
對
す
る
俺
の
氣
持
ち
を
述
べ
て
を

き
た
い
、
俺
は
靜
物
と
い
ふ
も
の
を
第
一
描
く
氣
を
起
さ
な
い
、
靜
物
が
俺
逹
を
打
つ
て
來

る
迄
に
は
、
風
景
や
人
物
は
も
つ
と
直
接
に
く
つ
つ
い
て
來
る
と
思
つ
て
い
る
か
ら
だ
。
里

見
勝
藏
氏
が
靜
物
や
女
の
裸
を
や
た
ら
に
み
せ
て
吳
れ
る
は
、
有
難
い
に
は
有
難
い
が
解
し

切
れ
な
い
所
が
あ
る
。
里
見
氏
ほ
ど
の
立
派
な
繪
か
き
が
、
あ
の
力
を
も
つ
て
、
な
ぜ
あ
の

力
を
必
要
と
し
て
る
材
料
を
み
つ
け
て
來
て
く
れ
な
い
か
で
あ
る
。
里
見
氏
は
俺
と
違
つ
た

力
の
あ
る
先
逹
だ
か
ら
、
下
の
方
か
ら
み
る
と
、
こ
ん
な
事
が
氣
に
な
つ
て
來
る
わ
け
だ
。

靜
物
や
、
女
の
裸
の
樣
な
素
材
は
ど
う
も
あ
の
力
で
は
素
材
負
け
の
感
ぢ
が
す
る
。
こ
の
惡

口
を
里
見
氏
が
み
る
と
、
立

す
る
か
な
。
横
道
に
そ
れ
た
が
、
そ
ん
な
意
味
も
あ
る
ん

で
、
靜
物
は
今
年
あ
た
り
か
ら
素
材
的
に
ク
ラ
シ
ツ
ク
の
部
に
な
る
ん
ぢ
や
な
い
か
と
思
ふ

ん
だ
。

　
さ
て
、
永
井（
武
夫
）君
、
よ
く
出
來
た
風
景
だ
が
こ
ん
な
色
を
一
面
に
塗
り
こ
め
る
と
、

か
い
た
と
し
か
思
は
れ
な
く
、
や
つ
ぱ
り
繪
は
寫
實
だ
な
と
思
ふ
。

　
南
風
原（
朝
光
）君
、
去
年
の
方
が
よ
か
つ
た
、
今
年
は
精
氣
が
感
じ
ら
れ
な
い
し
何
か
ケ

イ
カ
イ
し
な
が
ら
描
い
た
樣
で
、
實
は
一
寸
こ
ま
つ
た
次
第
だ
。
南
風
原
君
と
も
あ
ら
う
も

の
が
、
こ
ゝ
で
腰
を
折
つ
て
は
こ
ま
る
。
ふ
み
出
さ
な
い
と
云
ふ
事
は
新
人
ら
し
く
な
い
。

伊
藤（
淸
永
）君
、
い
ゝ
程
に
き
り
上
げ
る
と
い
ふ
や
り
方
は
、
繪
か
き
の
仕
事
と
す
る
と
變

則
（
句
点
抜
け
）だ
か
き
上
る
迄
や
る
所
に
發
見
も
あ
ら
う
と
い
ふ
も
の
、
調
子
、
色
彩
、
共
に
同
じ
事

だ
。
大
塚（
謙
三
）君
、
小
味
過
ぎ
る
。
工
藤（
正
義
）君
、
說
明
不
充
分
。
浮
島（
弘
行
）君
、

ど
う
も
力
が
拔
け
て
い
る
（
句
点
抜
け
）力を
入
れ
て
か
い
た
つ
て
い
ゝ
繪
が
出
來
る
か
ど
う
か
解
ら
な
い

も
の
を
、
力
を
拔
か
れ
て
は
作
品
自
體
や
り
切
れ
ま
い
。
浮
島
君
は
力
の
人
ぢ
や
な
か
つ
た

か
な
。
こ
ゝ
で

風
景
に
つ
い
て
文
句
を
か
け
ば
、
弱
い
と
か
强
い
と
か
い
ふ
の
は
ま
ず
い

か
ら
な
ん
だ
。
强
く
も
弱
く
も
な
い
所
に
本
當
の
寫
實
は
あ
る
も
の
だ
ら
う
。
若
い
人
の
作

品
は
、
ど
つ
ち
か
と
云
へ
ば
、
强
い
方
が
俺
は
賛
成
だ
。

　
三
宅（
圓
平
）君
、
こ
れ
を
み
て
き
た
な
い
と
思
ふ
の
は
俺
ば
か
り
だ
ら
う
か
、
ど
う
に
も
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や
り
切
れ
な
い
き
た
な
さ
が
、
こ
の
作
品
の
裏
を
打
つ
て
る
樣
で
俺
、
い
さ
さ
か
た
め
ら
ふ

次
第
だ
。
し
か
し
力
量
は
買
つ
て
充
分
だ
（
句
点
抜
け
）それ
か
ら
も
少
し
、
こ
の
人
の
仕
事
な
ど
も
う
と

つ
く
に
成
熟
し
て
る
ん
だ
か
ら
、
俺
の
樣
な
血
の
氣
の
多
い
奴
に
は
も
つ
と
血
の
氣
が
ほ
し

く
な
つ
て
來
る
。
畫
家
Ｍ
の

と
い
ふ
の
は
俺
は
い
ゝ
と
思
ふ
。
田
村（
信
義
）君
赤
い
色
の

靜
物
み
た
い
で
、
こ
ん
な
見
方
？
が
氣
に
入
ら
な
い
、
み
ん
な
赤
い
靜
物
と
い
ふ
の
は
こ
の

非
常
時
少
し
感
心
し
な
い
。
し
か
し
三
點
共
力
作
だ
と
は
思
ふ
。
こ
の
室
に
は
會
友
連
中
が

馬
力
を
か
け
て
い
る
か
ら
そ
う
は
云
つ
て
も
い
づ
れ
力
作
ぞ
ろ
ひ
で
あ
る
事
は
ど
ん
な
眼
病

の
人
間
に
も
解
る
と
思
ふ
。

　
第
二
室
三
室
は
中
澤（
弘
光
）先
生
の
特
別
陳
列
、
正
に
素
晴
し
い
。
白
日
會
を
み
な
か
つ

た
オ
ヽ
チ
ヤ
ク
な
畫
家
が
あ
つ
た
と
し
た
ら
、
き
つ
と
こ
の
二
タ
室
を
み
な
か
つ
た
事
を
コ

ウ
カ
イ
す
る
ん
だ
ら
う
と
思
ふ
よ
。
こ
れ
だ
け
で
今
年
の
入
場
料
は
高
く
あ
る
ま
い
。

　
第
四
室
に
は
い
つ
て
、
こ
ゝ
は
新
作
小
品
室
、
入
札
の
方
法
で
繪
を
賣
る
ん
だ
と
あ
る
（
句
点
抜
け
）何

點
賣
れ
る
か
、
非
常
時
、
イ
ン
フ
レ
景
氣
の
現
在
、
確
か
に
面
白
い
。

　
第
五
室
、
會
員
會
友
諸
氏
の
出
品
の
他
に
遠
山（
陽
子
）君
、
ト
ン
マ
リ
ー
は
輕
い
出
來

だ
。
福
勢（
喜
一
）君
、
こ
ゝ
に
止
ま
る
な
。
南（
登
志
）君
、
腕
を
、
を
伸
せ
。

　
第
六
室
、
船
久
保（
喜
一
郞
）君
、
甘
味
あ
る
で
す
。
松
山（
菊
子
）君
、
上
々
の
靑
島
風

景
。
鈴
木（
民
治
郞
）君
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
ん
だ
と
思
つ
て
、
二
三
年
す
ぎ
た
。
高
木
背

水
老
、
御
苦
勞
で
あ
る
。
こ
の
室
、
富
田（
溫
一
郞
）、
間
部（
時
雄
）、
香
田（
勝
太
）、
野
口

（
良
一
呂
）、
俺
な
ど
。

　
第
七
室
、
彫
刻

　
第
八
室
、
水
彩
、
板
倉（
國
臣
）君
、
柏
木（
仁
平
）君
、
等
出
來
よ
し
、
中
で
水
谷（
景
房
）

君
の
二
作
、
梅
の
あ
る
方
が
素
的（
敵
）に

い
ゝ
と
思
つ
た
。
水
彩
に
つ
い
て

書
け
ば
、
水
彩
は

ど
う
も
面
白
く
な
い
、
い
つ
迄
た
つ
て
も
う
す
繪
と
い
つ
た
感
じ
で
、
こ
ゝ
迄
來
た
か

―

と
思
ふ
繪
が
ま
こ
と
に
す
く
な
い
。
水
彩
は
水
彩
畫
家
自
身
が
ガ
ン
張
ら
な
く
て
は
そ
だ
ち

樣
が
な
い
。

　
そ
こ
へ
行
く
と
相
田（
直
彥
）先
生
の
繪
は
ガ
ツ
チ
リ
し
て
る
。
柏
木
君
等
の
も
の
は
、
今

年
も
か

―
と
思
ふ
樣
な
繪
を
今
年
も
か

―
と
み
る
。

　
第
九
室
、
朝
田（
進
）君
、
と
て
も
よ
く
な
つ
た
と
思
ふ
。
こ
れ
だ
け
や
れ
る

が
出
來
れ

ば
も
う
し
め
た
も
の
だ
、
こ
れ
か
ら
の
一
歩
だ
（
句
点
抜
け
）星野（

一
夫
）君
、
キ
リ
コ
張
り
だ
と
い
ふ
評

が
あ
る
が
、
ど
う
も
そ
う
ら
し
い
。
キ
リ
コ
に
眞
似
を
さ
せ
る
樣
な
繪
を
か
い
て
下
さ
い
。

山
森（
茂
）君
、
關
口（
誠
）君
、
い
つ
も
云
ふ
樣
に
寫
實
を
や
つ
て
下
さ
い
。
手
は
一
手
、
先

づ
王
手
と
打
つ
べ
き
で
す
。
西
島（
健
太
郞
）君
、
高
山（
道
夫
）君
、
倉
田（
恒
雄
）君
み
ん
な

好
き
な
ん
だ
が
も
つ
と
お
互
に
や
る
で
す
ね
。

　
第
十
室
、
灰
野（
文
一
郞
）君
、
繪
が
部
屋
〳
〵
に
別
れ
別
れ
に
な
つ
て
る
か
ら
損
だ
と
思

ふ
、
暗
い
調
子
は
ど
う
か
と
思
ふ
。
渡
邊（
柳
次
郞
）君
、
い
つ
も
同
じ
で
こ
の
點
こ
ま
る
。

今
が
勉
强
の
最
中
ぢ
や
な
い
で
す
か
。

　
第
十
一
室
、
能
勢（
龜
太
郞
）君
、
俺
は
こ
の
繪
を
み
て
弱
す
ぎ
る
と
思
ふ
で
す
。
平
川

（
要
）君
、
手
堅
く
や
る
事
の
上
に
、
充
分
し
つ
か
り
し
た
寫
實
を
希
望
す
る
。

　
第
十
二
室
、
會
友
、
三
宅（
策
郞
）の
力
作
あ
り
。
藤
倉（
信
雄
）君
、
も
つ
と
や
る
ん
で
す

な
。
萩
原（
英
一
）君
弱
い
で
す
。
栗
林（
丈
）君
、
無（
夢
）中

で
や
る
事
を
切
望
す
る
で
す
。
兒
玉

（
道
夫
）君
、
二
作
は
い
ゝ
變
化
だ
と
思
ふ
、
今
一
と
ふ
ん
張
り
。
淸
水（
主
計
）君
、
熱
と
い

ふ
奴
を
賴
む
。
永
淵（
貞
勝
）君
、
山（
不
明
）

田
流
は
こ
ま
る
で
す
。
會
友
竹
村（
順
一
）君
の
力
作
あ

り
。

　
第
十
三
室
、
第
十
四
室
は
紙
數
が
つ
き
略
す
、
が
、
全
體
に
は
み
ん
な
進
行
し
て
い
る
（
句
点
抜
け
）あ

る
い
て
る
人
と
、
汽
車
に
乗
つ
て
る
人
と
飛
行
機
に
乗
つ
て
る
人
と
。
み
ん
な
進
歩
し
て
る

か
ら
白
日
會
は

―
と
い
つ
て
も
白
日
會
ば
か
り
ぢ
な
（
や

　欠
）

い
が
、
年
々
繪
か
き
が
う
ま
く
な

る
と
い
ふ
事
は
い
ゝ
事
で
す
。
俺
の
如
く
い
つ
も
考
へ
て
る
ば
か
り
で
は
駄
目
だ
。

一
九
三
三
年
度
に
、
ど
う
で
す
お
手
て
つ
な
い
で
野
道
を
行
こ
う
ぢ
や
な
い
で
す
か
。
忘
れ

た
、
農
民
文
學
が
あ
る
樣
に
、
新
し
い
農
民（
村
）畫
家
よ
、
め
ち
や
く
ち
や
に
輩
出
せ
よ
と
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結
ん
で
こ
の
惡
文
よ
少
し
で
も
畫
か
き
の
た
め
に
な
れ
。（
惡
評
多
謝
）
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地
方
作
家
の
立
場

　
地
方
作
家（
畵
家
）と
都
會
作
家
と
こ
う
二
つ
に
書
き
分
け
て
み
る
と
、
地
方
作
家
に
屬
す

べ
き
人
と
、
都
會
作
家
に
類
す
べ
き
人
間
と
、
自
ら
は
つ
き
り
し
た
自
分
自
分
の
立
場
を
知

る
事
が
出
來
る
と
思
ふ
。
正
直
に
云
ふ
が
、
私
は
生
れ
つ
か
ら
の
地
方
作
家
だ
。
地
方
作
家

と
し
て
、
現
在
迄
ど
う
や
ら
こ
う
や
ら
他
の
地
方
作
家
諸
君
、（
お
も
に
千
葉
縣
下
の
諸
君
）

と
肩
を
並
べ
て
や
つ
て
來
た
。
從
つ
て
私
の
友
逹
の
多
く
は
私
の
地
方
作
家
說
に
大
な
り
小

な
り
關
心
を
も
つ
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
力
を
得
て
、
私
逹
同
樣
な
立
場
に
あ
る
諸
君
に

向
つ
て
、
む
し
か
へ
し
で
は
あ
る
が
、
一
口
し
て
み
た
い
と
思
ふ
の
だ
。

　
さ
て
、
私
は
、
作
品
に
つ
い
て
、
こ
う
考
へ
て
ゐ
る
。
作
品
は
作
家
の
周
圍
と
、
そ
の
必

然
的
な
要
求
に
從
つ
て
、
生
活
の
上
に
飛
躍
し
た
一
つ
の
型
だ
。
つ
ま
り
そ
う
信
じ
て
ゐ
る

か
ら
、
地
方
作
家
が
、
い
か
に
都
會
的
な
も
の
を
描
か
う
と
し
て
も
、
そ
の
生
活
な
り
カ
ン

キ
ヨ
ウ
な
り
に
よ
つ
て
、
と
う
て
い
描
け
る
も
の
で
は
な
い
と
思
ふ
。
は
つ
き
り
云
へ
ば
、

農
村
に
居
る
作
家
が
、
都
會
的
な
も
の
を
描
こ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
出
發
か
ら
し
て

立
場
を
忘
れ
た
、
實
に
間
違
つ
た
考
へ
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
生
活
が
、
兩
極
端
に
離
れ
て
ゐ

る
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
あ
へ
て
こ
う
し
た
、
ボ
ウ
ケ
ン
を
す
る
と
す
れ
ば
、
作
品
の
上
で
の

み
な
く
、
そ
こ
に
天
と
地
の
差
が
生
ず
る
と
思
ふ
。
而
し
、
こ
う
一
が
い
に
か
た
ず
け
て
し

ま
ふ
に
は
、
現
在
の
畵
壇
が
、
あ
ま
り
都
會
的
に
な
つ
て
ゐ
る
半
面
、
本
當
の
地
方
的
な
、

素
質
的
な
、
作
品
を
歡
迎
し
な
い
惡
弊
も
あ
る
。
た
と
へ
ば
里
見
勝
藏
氏
の
繪
が
何
ら
野
獸

派
的
な
も
の
は
な
く
と
も
頭
の
惡
い
批
評
家
な
い
し
そ
れ
一
派
の
隨（
追
）從

者
逹
が
そ
れ
を
一
樣

に
承
認
し
、
畵
壇
が

そ
れ
を
或
る
程
度
の
高
さ
に
評
價
す
る
。
そ
う
し
た
例
は
、
最
近
で

こ
そ
す
く
（
な
く

　欠
）なつ
た
と
思
ふ
が
、
同
じ
樣
に
、
新
歸
朝
者
の
作
品
に
、
認
め
た
。
こ
う
し
た
事

が
、
畵
壇
一
般
の
空
氣
で
あ
り
、
性
能
を
餘
儀
な
く
し
て
ゐ
た
。
か
く
し
て
畵
壇
は
旣
成
作

家
の
干
も
の
に
頭
を
さ
げ
、
批
評
家
が
ペ
ン
の
上
で
賛
辭
を
呈
し
、
都
會
的
な
、
ア
チ
ラ
的

な
作
品
に
の
み
終
始
し
て
ゐ
た
事
は
、
あ
ら
た
め
て
云
ふ
迄
も
な
く
事
實
だ
つ
た
。
そ
し
て

地
方
的
な
、
日
本
的
な
作
品
は
、
頭
の
出
し
場
が
な
く
、
若
い
作
家
諸
君
も
、
必
然
そ
れ
に

か
た
む
き
、
畵
壇
的
に
、
都
會
的
に
の
み
沒
頭
し
、
作
畵
し
て
來
た
。
こ
れ
も
事
實
だ
。
し

か
し
、
そ
れ
は
事
實
で
あ
つ
て
も
、
こ
れ
か
ら
、
今
日
か
ら
の
畵
壇
は
、
必
ず
と
つ
て
返
し

て
、
着
物
の
み
新
し
い
作
品
に
化
か
さ
れ
る
事
な
く
、
本
質
的
に
、
畵
壇
を
正
面
か
ら
批
判

し
、
訂
正
し
、
都
會
病
か
ら
斷
然
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
都
會
作

家
の
あ
る
層
が
、
近
時
盛
ん
に
都
會
的
な
素
材
か
ら
は
な
れ
、
農
村
へ
向
ひ
つ
つ
あ
る
事
實

を
み
て
も
判
る
。
都
會
作
家
が
、
そ
の
周
圍
の
素
材
か
ら
、
も
う
餘
り
材
料
を
發
見
す
る
に

あ
き
て
來
た
の
だ
。
い
や
何
か
變
化
を
、
と
い
ふ
轉
向
を
、
か
う
し
て
地
方
へ
伸
し
て
來
つ

つ
あ
る
の
だ
。
而
し
、
こ
れ
は
一
應
非
常
に
良
い
方
向
を
示
し
て
る
樣
に
見
へ
る
が
、
本
當

の
地
方
的
作
品
は
、
都
會
作
家
に
は
全
然
か
け
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
こ
れ
は
前
述
し
た

樣
に
地
方
作
家
が
、
い
く
ら
都
會
的
な
作
品
を
必
勝
を
期
し
て
か
ゝ
つ
て
も
全
然
成
立
し
な

か
つ
た
樣
に
、
こ
れ
は
、
地
方
的
作
品
だ
け
は
、
ど
う
し
て
も
地
方
作
家
に
し
か
出
來
る
も

の
で
は
な
い
。
素
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
事
は
よ
い
、
し
か
し
、
そ
れ
を
根
つ
こ
か
ら
素
材

を
消
化
さ
せ
得
る
地
力
を
も
つ
て
ゐ
る
の
は
諸
君
地
方
作
家
ば
か
り
な
の
だ
。
地
方
作
家
諸

君
が
、
現
在
迄
都
會
的
に
、
畵
壇
的
に
、
と
や
り
來
つ
た
仕
事
を
、
本
當
に
地
に
も
ど
し
、

本
當
に
諸
君
の
道
と
し
て
進
む
事
の
出
來
る
の
は
、
こ
の
本
道
一
本
し
か
な
い
の
だ
。
農
村

に
居
て
、
赤
い
屋
根
の
風
景
を
か
い
て
ゐ
た
畵
壇
的
な
、
美
術
雜
誌
的
な
惡
影
響
か
ら
、
本

然
と
し
て
立
ち
直
る
の
は
今
日
、
卽
ち
只
今
か
ら
だ
。
諸
君
が
本
當
に
田
圃
や
畑
や
、
村
の

四
季
を
み
て
ゐ
る
時
、
い
や
そ
れ
を
生
活
し
て
ゐ
る
時
、
本
當
の
作
品
は
、
そ
こ
に
根
底

を
、
大
木
の
樣
に
張
つ
て
ゐ
る
譯
け
だ
。
私
は
現
在
迄
、
相
當
の
數
の
作
品
を
み
て
來
た
。
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し
か
し
、
そ
の
中
の
大
部
分
が
都
會
を
描
き
、
都
會
生
活
を
描
き
、
明
る
い
華
や
か
な
靜
物

を
し
か
描
い
て
ゐ
な
い
、
一
つ
と
し
て
こ
れ
は
本
當
の
地
方
的
な
、
地
べ
た
か
ら
生
れ
た
作

品
だ
、
と
思
つ
た
事
は
な
い
。
ミ
レ
ー
の
樣
に
、
百
姓
を
し
つ
つ
か
い
た
と
い
ふ
作
品
に
さ

へ
、
現
在
の
私
逹
は
何
ら
そ
の
現
實
的
な
意
味
、
立
場
に
お
い
て
、
共
鳴
は
し
な
い
。
コ
ロ

ー
の
風
景
で
も
立
派
に
描
い
た
作
品
だ
と
思
ふ
、
し
か
し
、
詠
嘆
的
な
風
景
を
し
か
私
が
感

じ
な
い
と
思
ふ
。
ピ
カ
ソ
だ
と
か
、
ド
ラ
ン
だ
と
か
、
ル
オ
ー
だ
と
か
の
作
品
に
さ
へ
、
私

逹
は
日
本
人
と
し
て
の
有
難
さ
を
感
じ
な
い
。
う
ま
く
か
い
た
作
品
だ
、
と
は
思
ふ
、
し
か

し
私
逹
の
生
活
と
、
凡
そ
か
け
は
な
れ
た
繪
が
あ
る
だ
け
だ
、
と
思
つ
て
ゐ
る
。
セ
ザ
ン
ヌ

然
り
、
マ
チ
ス
然
り
、
私
逹
は
私
逹
の
生
活
を
ド
ダ
イ
に
、
私
逹
日
本
人
の
生
活
を
描
き
、

生
活
を
活
寫
し
、
生
き
た
自
然
を
か
き
、
人
間
を
描
か
ふ
と
思
ふ
。
で
な
け
れ
ば
、
繪
畵
の

必
要
も
當
然
あ
る
わ
け
が
な
い
し
、
創
作
と
し
て
の
繪
畵
、
つ
ま
り
繪
畵
の
發
展
は
な
い
と

信
ず
る
。
私
は
最
初
に
も
い
つ
た
樣
に
、
地
方
作
家
の
一
人
だ
、
地
方
作
家
は
地
方
作
家
と

し
て
、
本
當
の
正
し
い
道
を
、
諸
君
と
手
を
つ
な
ぎ
合
つ
て
、
繪
畵
藝
術
の
發
展
の
た
め
、

個
人
と
し
て
の
勉
强
を
强
度
に
續
け
進
め
た
い
と
思
ふ
。
意
足
ら
ざ
る
の
迷
文
、
よ
ろ
し
く

御
判
讀
を
乞
ふ
次
第
だ
。

 
 

 

『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』（
創
刊
号
）　
一
九
三
三
年
四
月
一
五
日
　
五
―
六
面

帝
展
第
二
部

　
帝
展
の
第
二
部
を
一
と
あ
た
り
見
渡
し
た
後
の
感
銘
は
、
ど
う
も
あ
つ
け
ら
か
ん
と
し
過

ぎ
て
い
る
、
こ
の
感
銘
を
批
評
家
的
に
云
へ
ば
全
體
的
に
同
一
調
の
作
品
ば
か
り
だ
か
ら

―
と
で
も
云
へ
そ
う
だ
が
、
も
つ
と
帝
展
は
各
人
各
說
的
に
變
化
の
あ
る
壁
面
、
つ
ま
り

も
つ
と
變
化
の
あ
る
顏
ぶ
れ
を
集
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
、
帝
展
な
る
が
故
に
妙
に
帝
展

風
に
溫
健
に
な
つ
た
り
、
誰
れ
が
描
い
た
か
解
ら
な
い
樣
な
作
品
、
誰
れ
で
も
描
け
そ
う
な

作
品
、
全
然
個
性
的
で
な
い
作
品
、
そ
ん
な
の
が
あ
り
過
ぎ
る
、
藝
術
が
畢
竟
個
性
の
表
現

で
あ
る
以
上
、
誰
れ
と
い
つ
て
作
者
を
必
要
と
し
な
い
作
品
な
ん
か
あ
つ
た
つ
て
始
ま
ら
な

い
と
思
ふ
。
あ
れ
だ
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
ん
だ
と
い
ふ
な
ら
あ
ま
り
畵
面
に
ば
か
り

囚
わ
れ
過
ぎ
た
個
性
で
あ
つ
て
、
も
う
個
性
强
調
の
範
圍
か
ら
は
な
れ
て
い
る
。
畫
面
の
微

溫
的
な
ま
と
ま
り
ば
か
り
を
追
ふ
結
果
、
本
當
に
生
き
た
個
性
、
生
き
た
作
品
を
發
見
す
る

に
困
難
で
あ
る
、
こ
う
し
た
理
由
が
帝
展
そ
の
も
の
ゝ
姿
を
非
常
に
軟
弱
な
も
の
に
し
、
結

果
か
ら
み
て
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。

　
帝
展
が
元
來
日
本
國
の
展
覽
會
で
あ
り
、
最
高
の
も
の
で
あ
る
と
一
般
的
に
思
わ
れ
て
い

る
に
反
し
て
、
餘
り
左
樣
然
ら
ば
的
に
過
ぎ
る
と
思
ふ
、
帝
展
が
立
派
な
官
設
展
覽
會
で
あ

る
以
上
、
そ
こ
に
も
つ
と
全
般
的
に
多
樣
の
作
品
を
集
め
得
て
こ
そ
帝
展
の
意
議（
義
）が

あ
り
、

他
の
私
設
展
覽
會
以
上
の
本
議（
義
）を
持
つ
と
思
ふ
、
こ
れ
が
現
在
で
は
私
設
展
覽
會
に
そ
れ
が

あ
り
、
帝
展
に
見
へ
な
い
と
云
ふ
事
は
全
然
頭
と
し
つ
ぽ
を
逆
に
し
た

―
つ
ま
り
さ
か
立

ち
の
狀
態
に
あ
る
の
は
、
ど
う
し
て
も
そ
の
道
の
人
々
に
一
考
を
わ
ず
ら
は
さ
な
け
れ
ば
い

か
ん
と
思
ふ
。

　
以
上
は
旣
略
的
に
帝
展
の
外
貌
を
み
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
一
歩
そ
の
中
に
は
い
つ
て
み
る

と
、
そ
こ
に
如
何
に
多
く
の
裸
體
畵
ば
か
り
が
あ
る
事
が
、
裸
體
が
か
く
多
數
出
陳
さ
れ
て

い
る
事
は
あ
な
が
ち
今
年
に
限
つ
た
情（
狀
）態

で
は
な
い
が
、
裸
體
畵
の
見
本
市
の
樣
に
ル
イ
ル

イ
た
る
作
品
ば
か
り
で
は
、
こ
れ
智
惠
が
少
な
過
ぎ
る
、
集
る
作
品
が
裸
體
畵
ば
か
り
だ

と
云
へ
ば
そ
れ
は
餘
り
作
家
の
自
覺
が
足
ら
な
い
し
裸
體
畵
中
心
に
さ
へ
み
え
た
帝
展
の
誤

謬
で
あ
る
。

　
勿
論
裸
體
を
畵
因
に
使
ふ
使
は
な
い
は
作
家
の
根
性
に
あ
る
事
で
、
こ
れ
を
一
槪
に
私
が

ど
う
こ
う
し
よ
う
と
し
た
つ
て
始
ま
ら
な
い
事
だ
が
、
い
つ
迄
研
究
所
の
生
徒
や
美
術
靑
年

で
は
あ
る
ま
い
し
、
裸
體
し
か
描
く
能
し
か
な
い
か
と
思
ふ
と
そ
の
作
家
逹
の
餘
り
せ
ま
い

生
活
と
眼
界
を
笑
わ
ず
に
は
居
ら
れ
な
く
な
る
、
裸
體
が
、
そ
れ
も
必
然
性
を
も
つ
た
場
合

の

―
た
と
へ
ば
浴
槽
と
か
海
水
浴
場
と
がマ
マ

海
女
と
か
、
と
に
角
裸
體
の
必
然
性
が
あ
れ
ば
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こ
れ
は
勿
論
立
派
な
一
枚
の
畵
因
を
造
り
得
る
が
、
こ
の
外
の
場
合
、
た
と
へ
ば
裸
に
な
ぞ

な
り
う
（
よ
う

　カ
）

も
な
い
庭
や
原
つ
ぱ
や
人
の
み
て
い
る
前
な
ん
か

―
ど
う
考
へ
た
つ
て
日
本
の

女
が
裸
に
な
る
と
は
思
へ
な
い
、
ア
ト
リ
ヱ
で
畵
家
が
裸
體
を
描
く
と
い
ふ
事
實
は
あ
る

が
、
な
り
そ
う
も
な
い
場
所
で
の
裸
體
は
ど
う
も
お
か
し
い
、
そ
れ
を
、
そ
う
し
た
構
圖
を

作
者
が
空
想
し
て
、
そ
れ
を
表
現
す
る
事
は
自
由
で
あ
ら
う
が
、
隨
分
こ（
虚
仮
）け

な
作
家
も
居
る

も
の
だ

―
そ
れ
を
公
開
の
場
所
に
お
い
て
自
分
の
不
能
さ
を
大
作
に
ま
で
で
つ
ち
上
げ
る

に
於
い
て
は
、
全
く
作
家
と
し
て
恥
ね
ば
な
ら
ぬ
事
だ
と
思
ふ
。
裸
體
が
畵
因
に
な
る
事
は

つ
て
居
る
が
、
裸
體
そ
の
も
の
に
必
然
性
の
な
い
場
合
は

―
こ
ん
な
繪
が
帝
展
に
は
ざ

ら
に
あ
る

―
裸
體
畵
と
い
ふ
よ
り
痴
人
の
た
わ
ご
と
ゝ
し
か
見
る
事
が
出
來
な
い
。
作
家

が
痴
人
で
あ
つ
て
よ
か
つ
た
場
合
は
歷
史
に
は
な
い
、
畵
家
は
あ
く
迄
正
し
く
自
分
の
個
性

と
生
活
を
擴
め
深
め
、
正
し
い
作
品
を
描
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
が
定
石
だ
。

　
更
に
帝
展
は
帝
展
本
來
の
立
場
と
し
て
、
充
分
個
性
の
あ
る
も
の
、
作
家
と
し
て
一
人
前

の
作
品
で
あ
る
か
ど
う
か
を
嚴
密
に
見
て
と
る
事
が
必
要
で
あ
る
、
獨
立
獨
歩
作
家
と
し
て

充
分
の
研
鑚
あ
る
も
の
か
ど
う
か
。

　
帝
展
を
み
て
い
る
と
誰
そ
の
風
の
繪
が
あ
り
、
無
能
な
程
個
性
の
無
い
も
の
が
あ
り
、
そ

の
場
限
り
の
出
來
合
ひ
品
か（
が
）あ
り
、
眞
の
創
作
に
よ
る
作
品
が
至
つ
て
す
く
な
い
。
そ
ん
な

作
品
を
あ
の
會
場
か
ら
驅
逐
す
る
（
事

　脱
字
カ
）に

よ
つ
て
帝
展
と
し
て
の
姿
が
一
層
は
つ
き
り
し
、
本
來

の
姿
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
私
は
信
ず
る
（
句
点
抜
け
）嚴選
と
か
何
と
か
云
つ
て
も
そ
れ
は
陳
列
さ
れ
た

作
品
が
立
派
に
證
明
す
る
の
だ
か
ら
、
も
つ
と
嚴
選
な
ら
嚴
選
の
意
味
が
明
瞭
に

る
迄
や

ら
な
け
れ
ば
自
ら
鑑
査
の
意
味
も
手
ぬ
る
く
な
る
。

　
そ
れ
か
ら
吉
田
先
生
の
所
感（
註
）に
も
あ
る
通
り
無
鑑
査
級
の
或
る
人
逹
が
、
得
へマ
マ

ら
れ

た
特
權
に
あ
ま
へ
て
そ
の
特
權
に
價
ひ
し
な
い
樣
な
無
さ
法
な
作
品
を
そ
の
特
權
の
爲
め
に

出
陳
し
て
い
る
の
は
實
際
こ
ま
る
と
思
ふ
、
無
鑑
査
と
い
ふ
も
の
が
そ
う
し
た
意
味
で
な
い

事
は

り
切
つ
て
い
る
が
、
無
鑑
査
な
る
が
故
に
甘
へ
る
樣
な
事
實
は
た
ま
ら
な
い
と
思

ふ
。
こ
ん
な
事
を
云
ふ
と
そ
の
人
逹
に
な
ぐ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
筆
者
の
發
案
で
な

い
と
い
ふ
事
を
斷
つ
て
か
ら
何
ら
か
の
參
考
迄
に
次
の
話
を
御
目
に
か
け
よ
う
、
即
ち
無
鑑

査
級
ば
か
り
の
展
覽
會
を
、
春
と
か
夏
と
か
に
や
つ
た
ら
、
ど
う
だ
ら
う
と
云
ふ
の
だ
、
そ

う
し
た
ら
秋
の
帝
展
に
入
選
數
も
多
く
な
り
、
と
ん
だ
悲
喜
劇
も
割
り
と
緩
和
さ
れ
る
ん
ぢ

や
な
い
か
、
そ
し
て
も
つ
と
面
白
い
作
品
が
み
ら
れ
る
樣
に
な
る
ん
ぢ
や
な
い
か
と
、
こ
れ

は
或
る
美
術
批
評
家
が
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
說
の
善
惡
、
實
行
不
實
行
は
別
と
し
て
、

こ
ん
な
聲
が
た
と
へ
一
部
の
人
逹
か
ら
で
あ
る
と
は
云
へ
出
る
と
云
ふ
事
は
無
鑑
査
級
の

或（

或

る

一

部

の

人

逹

の

作

品

が

　
カ

）

る
一
部
の
人
逹
が
人
逹
の
作
品
に
如
何
に
一
般
か
ら
歡
迎
さ
れ
て
な
い
か
、
不
人
氣
か
、

邪
魔
物
あ
つ
か
ひ
に
さ
れ
て
い
る
か
が

る
と
思
ふ
、

無
鑑
査
級
の
一
部
の
人
逹
を
指
し

て
、
あ
れ
は
養
老
院
組
さ

―
な
ど
と
い
つ
て
る
向
も
あ
る
樣
で
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
な
ん

か
或
る
う
が
ち
を
持
つ
て
る
事
は
確
か
だ
、
勿
論
養
老
院
と
い
つ
て
も
全
部
が
全
部
そ
う
で

は
な
い
、
無
鑑
査
な
る
が
故
に
そ
の
特
權
を
十
二
分
に
發
揮
し
て
、
全
く
自
由
な
好
作
品
を

發
表
し
て
い
る
人
逹
も
あ
る
（
句
点
抜
け
）た
と
へ
ば
池
部（
鈞
）先
生
の
如
き
相
田（
直
彥
）先
生
、
富
田

（
溫
一
郞
）先
生
の
如
き
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
理
論
も
な
り
立
た
な
い

わ
け
で
は
な
い
と
思
へ
る
人
逹
も
あ
る
。

　
さ
て
、
餘
り
硬
論
を
は
く
と
無
緣
寺
と
い
ふ
野
郞
覺
へ
て
居
ろ

―
な
ー
ん
て
事
に
な
ら

な
い
と
も
限
ら
な
い（
の

で欠
）
、
こ
の
邊
で
一
と
先
ず
前
置
き
は
打
ち
切
る
と
し
て
、
作
品
が
、
如

何
に
雄
辯
に
そ
れ
を
證
明
し
、
本
年
の
帝
展
が
如
何
に
微
溫
的
で
あ
つ
た
か
と
い
ふ
事
を
作

品
そ
の
も
の
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
よ
う
（
句
点
抜
け
）そう
す
る
事
が
何
百
萬
言
を
つ
い
や
す
よ
り
鮮
明
で

あ
る
。

◯
第
一
室

　
佐
分
眞
氏
の
室
內
か
ら
、
こ
れ
は
佐
分
氏
の
生
活
の
一
部
で
、
單
に
女
逹
を
語
つ
て
い
る

だ
け
と
い
ふ
の
で
は
な
い
、
畵
家
佐
分
が
そ
の
生
活
か
ら
割
り
出
し
た
作
品
で
、
そ
の
點
か

ら
こ
の
作
品
は
見
な
け
れ
ば
何
の
面
白
さ
も
生
れ
て
來
な
い
、
吾
々
の
樣
な
一
介
の
貧
乏
畵

家
が
夢
想
だ
（
に

　欠
カ
）も出
來
な
い
は
る
か
か
な
た
の
世
界
で
の
出
來
事
で
あ
る
、
そ
れ
は
色
調
が
そ

れ
を
示
し
畵
中
の
女
逹
が
そ
れ
を
よ
く
證
明
し
て
い
る
、
こ
ゝ
に
描
か
れ
た
女
逹
は
何
ら
生
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活
に
心
配
の
な
い
女
逹
だ
、
美
し
く
そ
の
日
そ
の
日
を

つ
て
居
れ
ば
人
生
だ
と
思
つ
て
い

る
女
逹
だ
、
上
品
に
お
し
と
や
か
に
、
お
化
粧
し
て
居
れ
ば
い
ゝ
女
逹
だ
、
だ
か
ら
安
樂
に

あ
ゝ
や
つ
て
生
き
て
居
ら
れ
る
の
だ
、
同
時
に
畵
家
佐
分
が
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
か
が

あ
の
女
逹
を
過
し
て
明
瞭
に
う
つ
ゝ
て
來
る
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
そ
れ
が
佐
分
氏
の
爲
め

に
よ
く
な
い
と
い
ふ
の
で
は
な
い
、
空
想
ず
き
な
一
部
の
人
逹
に
は
、
畵
因
の
何
た
る
か
を

さ
へ
問
題
に
し
な
い
人
逹
に
は
、
あ
れ
で
結
構
面
白
い
作
品
で
あ
ら
う
が
、
私
が
云
ひ
た
い

の
は
そ
れ
と
は
全
然
違
ふ
、
卽
ち
佐
分
氏
の
室
か
ら
發
見
し
得
る
も
の
は
、
氏
近
年
の
安
住

す
ぎ
る
畵
生
活
だ
、
を
つ
と
り
と
し
た
、
上
品
な
作
品
を
描
く
事
は
い
ゝ
が
、
そ
の
中
に
キ

ン
ミ
ツ
な
作
本
來
の
氣
色
、
生
色
の
發
見
の
出
來
な
い
の
は
實
に
殘
念
だ
と
云
ひ
た
い
の

だ
、
そ
れ
は
畵
中
の
女
逹
が
何
よ
り
私
に
は
つ
き
り
云
つ
て
く
れ
る
、
お
そ
ら
く
作
者
も
必

ず
そ
れ
を
齒
が
ゆ
く
思
つ
て
い
る
ん
だ
ら
う
と
思
ふ
が
、
畵

が
充
分
あ
る
た
め
に
そ
の
畵

に
沒
頭
は
た
よ
る
事
は
畵
家
と
し
て
最
も
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。

　
佐
分
氏
に
續
い
て
渡
邊
浩
三
氏
の
作
品
が
あ
る
、
こ
れ
は
特
選
作
だ
け
に
問
題
が
あ
り
餘

る
、
こ
れ
も
佐
分
氏
と
同
題
で
室
內
と
い
ふ
ん
だ
が
、
佐
分
氏
の
室
內
は
ち
や
ん
と
或
る
場

合
の
室
內
な
ん
だ
が
、
こ
れ
は
裸
の
女
が
幾
人
も
居
る
、
お
し
よ
せ
て
來
た
と
で
も
云
ひ
た

い
女
群
が
丸
裸
で
あ
る
い
は
立
ち
あ
る
い
は
向
ふ
を
む
い
て
居
る
。

　
佐
分
氏
の
室
內
は
な
つ
と
く
の
い
く
室
內
で
あ
る
が
、
こ
の
室
內
は
實
に
な
つ
と
く
の
い

か
な
い
室
內
だ
、
そ
こ
に
何
ら
私
は
必
然
性
を
認
め
な
い
か
ら
だ
、
畵
家
の
空
想
を
描
い
た

に
し
た
所
が
、
作
品
に
は
作
品
と
し
て
の
必
然
さ
と
、
畵
家
に
し
た
つ
て
畵
家
と
し
て
の
必

然
？
さ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
、
第
一
畵
家
が
一
枚
の
繪
を
製
作
す
る
に
當
つ
て
、

ど
う
し
て
も
必
要
な
、
た
と
へ
ば
繪
の
具
と
キ
ヤ
ン
パ
ス
の
如
く
必
須
な
も
の
が
、
そ
れ
が

繪
を
描
か
せ
る
の
で
あ
つ
て
、
た
ゞ
ら
ち
も
な
い
女
の
丸
裸
を
陳
べ
た
と
い
ふ
所
謂
コ
ン
ポ

ジ（
シ

ヨ欠
）

ン
風
な
も
の
ば
か
り
で
製
作
に
と
り
か
ゝ
れ
る
は
ず
が
な
い
と
思
ふ
、
渡
邊
氏
に
は
お

氣
の

だ
が
、
私
に
は
あ
の
作
品
が
ど
ん
な
理
由
で
あ
ん
な
裸
を
必
要
と
し
た
の
か
、
あ
ん

な
大
布
を
必
要
と
し
た
の
か
ま
る
つ
き
り
見
當
が
つ
か
な
い
、
特
選
風
な
も
の
で
あ
り
、
特

選
的
構
圖
で
は
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
は

る
と
し
て
も
あ
れ
が
作
者
の
本
當
の
氣
持
ち

で
描
か
れ
た
ん
だ
と
は
ど
う
し
て
も
思
わ
れ
な
い
、
渡
邊
氏
が
以
前
描
い
て
い
た
樣
な
も
の

な
ら
私
は
良
心
的
な
も
の
だ
と
思
ふ
し
、
畵
家
と
し
て
の

術
の
あ
る
人
だ
と
感
心
も
す
る

が
あ
の
ぼ
う
大
な
室
內
を
み
て
渡
邊
氏
だ
と
は
最
初
か
ら
想
ひ
も
し
な
か
つ
た
し
思
ひ
も
及

ば
な
か
つ
た
、
大
布
を
塗
り
こ
な
す

術
だ
と
か
作
品
に
破
綻
が
無
い
か
ら
と
か
、
そ
ん
な

意
味
で
特
選
に
な
つ
た
と
し
た
ら
、
私
は
帝
展
の
繪
が

ら
な
く
な
る
、

ら
な
く
と
い
ふ

よ
り
つ
ま
ら
な
く
な
つ
て
來
る
、
私
一
人
の
考
へ
で
は
、
人
間
を
描
い
た
ら
泥
人
形
の
樣
に

な
つ
た
の
は
落
第
で
、
す
く
な
く
と
も
生
き
た
所
が
な
く
て
は
、
感
じ
ら
れ
な
く
て
は
は

な（
は

　欠
）だ情

な
い
と
思
ふ
、
渡
邊
氏
の
畵

は
充
分
あ
る
だ
ら
う
、
し
か
し
充
分
あ
る
畵

を

あ
ゝ
現
わ
さ
れ
た
ん
で
は
せ
つ
か
く
あ
る
畵

が
泣
く
と
思
ふ
、
私
は
も
つ
と
渡
邊
浩
三
で

な
け
れ
ば
描
け
な
い
も
の
を
見
た
か
つ
た
と
、
そ
れ
が
云
ひ
た
い
の
だ
。

　
渡
邊
氏
の
室
內
に
續
い
て
、
こ
れ
も
室
內
を
と
つ
た
猪
熊（
弦
一
郞
）氏
の
ピ
ア
ノ
の
前
が

あ
る
、
私
ひ
そ
か
に
思
ふ
に
は
、
ど
う
も
室
內
と
か
畵
室
の
中
だ
と
か
、
こ
も
つ
た
作
品
ば

か
り
が
、
そ
れ
も
眼（
目
）立

つ
作
品
、
作
家
に
多
い
の
が
不
思
議
に
な
る
、
以
上
あ
げ
た
二
氏
と

い
ひ
こ
の
猪
熊
氏
の
と
い
ひ
、
暗
號（
合
）と

い
へ
ば
そ
れ
迄
だ
が
、
こ
れ
を
楯
に
と
つ
て
眼
界
が

せ
ま
い
と
い
ふ
の
で
は
な
い
が
、
こ
う
陳
べ
て
み
る
と
誰
れ
が
そ
れ
だ
か

ら
な
い
が
ど
う

も
眼
界
が
せ
ま
い
、
畵
家
の
生
活
が
せ
ま
い
と
思
へ
る
と
思
ふ
、
何
も
せ
つ
か
く
の
畵
室
が

あ
る
の
に
、
外
へ
出
て
描
か
な
い
の
だ
と
い
ふ
の
ぢ
や
な
い
、
畵
家
と
し
て
の
動
き
、
時
代

的
な
進
歩
、
と
い
ふ
も
の
が
、
誰
れ
が
誰
れ
だ
か

ら
な
い
が

―
と
ぼ
か
し
て

―
居
る

ん
だ
ら
う
と
思
ふ
ん
だ
。
さ
て
ピ
ア
ノ
の
前
だ
が
、
こ
れ
は
や
は
り
佐
分
氏
同
樣
猪
熊
氏
身

邊
の
畵
材
で
あ
ら
う
、
ピ
ア
ノ
の
前
に
陣
ど
つ
た
老
人
や
若
い
女
逹
の
居
る
構
圖
で
あ
る
、

こ
の
構
圖
か
ら
押
し
て
み
る
と
、
前

渡
邊
氏
と
比
較
し
て
み
る
と
、
や
は
り
猪
熊
氏
の
方

に
畵
業
と
し
て
軍
ば
い
が
揚
る
、
そ
れ
だ
け
苦
勞
も
あ
る
で
あ
ら
う
し
、
樂
な
立
場
に
あ
る

と
い
ふ
關
係
も
あ
ら
う
が
、
こ
の
作
品
の
方
が
安
樂
で
あ
る
、
渡
邊
氏
の
方
は
氣
槪
を
一
杯

に
し
た
所
が
あ
る
し
、
こ
の
作
品
に
は
樂
な
、
無
鑑
査
と
し
て
の
樂
な
氣
持
ち
が
充
分
伺
は
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れ
る
、
そ
れ
が
、
そ
の
氣
持
ち
が
手
つ
だ
つ
て
い
る
か
ら
だ
と
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い
が
、

作
品
全
體
と
し
て
の
氣
安
す
さ
は
、
よ
ゆ
う
は
仲
々
し
よ
う
し
や
な
風
景
を
持
つ
て
い
る
、

こ
の
氣
持
ち
が
こ
の
作
品
を
持（
保
）た

し
て
あ
る
だ
ら
う
が
、
私
の
一
番
氣
に
な
る
の
は
所
々
使

つ
て
あ
る
妙
な
ひ
ね
く
り
だ
、
デ
フ
オ
ル
マ
シ
ヨ
ン
と
で
も
い
つ
た
一
種
の
ひ
ね
く
り
だ
ら

う
が
、
あ
れ
は
無
い
方
が
よ
か
つ
た
ら
う
と
思
ふ
、
あ
の
ひ
ね
り
の
氣
持
ち
は

る
と
し
て

も
、
あ
ゝ
し
な
い
で
も
表
現
の
方
法
は
無
く
は
な
い
、
反
つ
て
そ
の
別
な
表
現
方
法
の
方
が

ぢ
つ
く
り
作
者
の
案
に
は
ま
つ
て
來
た
ん
ぢ
や
な
い
か
と
思
へ
る
。

　
色
調
に
つ
い
て
云
へ
ば
や
は
り
型
の
ひ
ね
く
り
が
色
に
も
目
立
つ
て
、
そ
う
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
つ
た
理
由
を
弱
め
て
い
た
と
思
ふ
。
强
く
描
こ
う
と
し
て
逆
に
弱
く
な
る
と
い
つ

た
所
が
繪
に
は
應
々
出
つ
く
わ
す
が
、
あ
の
ひ
ね
く
り
が
や
は
り
そ
う
で
な
か
つ
た
か
と
思

わ
れ
る
、
蛇
足
だ
が
も
う
一
言
云
つ
て
を
き
た
い
、
あ
の
ひ
ね
く
り
の
中
に
私
は
猪
熊
氏
の

ケ
ツ
ペ
キ
ば
か
り
と
は
云
へ
な
い
氏
の
生
活
を
發
見
す
る
。

　
こ
の
作
品
に
續
い
て
佐
竹（
德
次
郞
）氏
の
鯉
が
あ
る
、
新
聞
批
評
な
ど
で
は
餘
り
評

に

な
ら
な
か
つ
た
樣
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
を
通
じ
て
私
は
佐
竹
氏
本
來
の
姿
に
立
ち
返
つ
た

あ
る
も
の
を
發
見
し
た
、
佐
竹
氏
の
如
く
冷
靜
な
畵
家
に
於
い
て
、
こ
の
二
三
年
來
示
さ
れ

た
作
品
は
、
い
さ
ゝ
か
展
覽
會
的
、
場
當
り
的
に
過
ぎ
て
い
た
と
思
ふ
、
他
人
の
畑
の
も
の

を
う
ら
や
ま
し
が
つ
て
で
も
居
る
樣
な
、
ど
つ
か
に
そ
う
云
つ
た
も
の
を
持
つ
て
い
た
と
思

ふ
が
、
他
の
凡
樣（
庸
）な
作
家
な
ら
知
ら
ず
、
佐
竹
氏
に
於
て
そ
う
し
た
作
品
は
出
來
や
う
は
ず

が
な
い
、
そ
う
い
つ
た
雜
事
が
こ
の
作
品
か
ら
姿
を
消
し
た
、
作
の
善
惡
は
と
に
角
、
そ
れ

を
と
り
も
ど
し
た
作
者
は
凡
樣（
庸
）で
は
な
い
と
云
へ
る
。

　
こ
れ
に
續
い
て
山
喜
多（
二
郞
太
）氏
の
二
人
の
女
を
見
て
行
こ
う
、
そ
う
云
つ
て
は
何
だ

か
（
が

　カ
）

、
こ
の
作
品
が
如
何
に
美
し
く
高
く
、
人
の
胸
を
打
つ
か
、

は
打
つ
た
か
知
れ
な
い

が
、
私
の
胸
は
も
う
少
し
丈
夫
に
出
來
て
い
る
の
か
、
無
感
動
に
出
來
て
い
る
の
か
、
一
向

ぴ
ん
と
も
來
な
い
し
、
な
ー
る
程
と
も
思
へ
な
か
つ
た
、
こ
れ
が
特
選
に
な
る
理
由
も
ど

こ
を
掘
り
探
つ
て
も
發
見
は
出
來
な
い
、
黃
色
い
蛙
が
腹
を
ひ
つ
く
り
返
し
た
樣
な
裸
の
女

と
、
一
方
は
着
物
を
着
た
女
と
が
居
て
、
そ
の
二
つ
に
何
ら
必
然
性
も
感
じ
ら
れ
な
い
し
、

第
一
日
本
の
女
だ
か
ど
こ
の
女
だ
か
さ
へ
も

ら
な
い
、
あ
の
ひ
つ
く
り
返
し
た
樣
な
う（
倦
）ん

だ
樣
な
描
寫
？
が
よ
か
つ
た
と
い
ふ
の
な
ら

―
こ
れ
は
實
に
こ
ま
つ
た
も
の
だ

―
こ
れ

か
ら
先
き
繪
か
き
と
し
て
私
は
繪
を
か
い
て
行
く
勇
氣
が
な
い
。

　
こ
の
他
に
第
一
室
で
は
細
井（
繁
誠
）氏
の
何
と
か
い
ふ
あ
き
あ
き
し
た
樣
な
繪
と
、
伊
藤

淸
永
君
の
秋
光
と
い
ふ
靜
物
が
あ
る
。

◯
第
二
室

　
故
松
下（
春
雄
）氏
の
母
子
が
あ
る
、
そ
の
氣
で
見
る
せ
い
か
畵
面
の
ど
つ
か
に
、
さ
び
し

い
影
が
あ
る
、
故
人
の
た
め
に
多
く
云
ふ
の
を
差
し
ひ
か
へ
た
い
、
こ
の
部
屋
に
香
田（
勝

太
）先
生
の
手
か
が
み
が
あ
る
、
こ
れ
は
本
紙
に
寫
眞
版
と
し
て
の
せ
て
あ
る
か
ら
見
ら
れ

た
い
。

◯
第
三
室

　
高
間（
惣
七
）氏
の
作
品
か
ら
始
ま
つ
て
中
村
不
折
氏
迄
十
七
氏
の
作
品
が
、
キ
ラ
星
の
如

く
な
ら
ん
で
い
る
、
實
際
キ
ラ
星
の
如
く
な
ら
ん
で
ゐ
る
、
高
間
氏
の
夏
の
海
岸
風
景
と
い

ふ
作
品
は
、
一
寸
み
た
目
に
は
高
間
氏
と
は
思
へ
な
い
描
き
方
だ
つ
た
、
こ
れ
は
そ
う
思
ふ

方
の
動
き
が
足
ら
な
い
せ
い
か
、
高
間
氏
の
客
引
法
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
、
と
に
角
高
間
氏

と
し
て
は
目
先
を
充
分
變
へ
た
作
品
だ
ら
う
。
こ
れ
を
見
る
に
は
牧
野（
虎
雄
）氏
の
秋
近
き

濱
と
い
ふ
作
品
と
照
し
合
は
せ
て
見
る
と
一
層
い
ゝ
。
高
間
氏
が
色
彩
的
に

―
は
感
覺

的
に
い
つ
も
苦
心
し
て
い
る
に
反
し
て
、
牧
野
氏
は
い（
逸
）つ

早
く
己
れ
の
城
塞
を
守
つ
て
、
思

ふ
ま
ゝ
の
仕
事
を
勝
手
に
や
つ
て
い
ゝ
（
る

　カ
）

、
こ
の
思
ふ
ま
ゝ
の
仕
事
と
い
ふ
事
が
、
畵
家
第

一
の
仕
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
仲（
中
）々

口
で
云
ふ
樣
に
は
行
か
な
い
、
そ
れ
を
牧
野
氏
は
や
つ

て
い
る
、
一
見
何
で
も
な
い
樣
な
極
く
平
端（
坦
）な
事
を
、
極
く
平
端（
坦
）に
や
つ
て
い
る
、
つ
ま
り

己
れ
の
世
界
の
中
で
充
分
に
仕
事
を
し
、
作
品
を
作
つ
て
い
る
、
こ
う
い
つ
た
點
で
牧
野
氏

は
や
は
り
帝
展
の
至
寶
で
あ
り
、
高
間
氏
な
ど
よ
り
一
歩
違
つ
た
作
家
だ
と
い
ふ
事
が
出
來

る
、
だ
か
ら
牧
野
氏
が
一
見
何
で
も
な
い
樣
な
構
圖
を
何
で
も
な
い
樣
な
色
彩
で
描
き
上
げ
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て
居
る
所
に
、
實
は
何
で
も
あ
る
立
派
な
內
容
と
個
性
を
、
こ
れ
は
一
寸
誰
れ
で
も
遠
く
及

ば
な
い
も
の
を
持
つ
て
い
る
の
だ
、
高
間
氏
が
牧
野
氏
と
違
ふ
點
は
こ
の
個
性
を
充
分
生
か

し
て
い
る
か
居
な
い
か
に
あ
る
と
斷
言
し
て
も
い
ゝ
と
思
ふ
、
牧
野
氏
の
作
品
は
見
て
い
る

內
に
ず
ー
つ
と
そ
の
描
か
れ
た
も
の
が
牧
野
氏
の
手
か
ら
は
な
れ
て
、
す
つ
か
り
自
然
の
樂

し
さ
に
變
つ
て
來
る
に
反
し
て
、
高
間
氏
の
作
品
は
ま
だ
高
間
氏
の
手
中
に
に
ぎ
ら
れ
て
居

り
、
ぎ
く
し
や
く
吾
々
見
物
人
を
い
ぢ
め
つ
け
る
、
こ
れ
は
や
は
り
ま
だ
高
內（
間
）氏

が
充
分
畵

面
と
闘
ひ
、
個
性
を
充
分
現
は
し
得
な
い
所
か
ら
來
て
る
ん
だ
と
思
へ
る
。

　
が
、
そ
う
は
云
つ
て
も
高
間
氏
た
る
も
の
相
當
畵
面
に
は
苦
勞
も
し
、
色
彩
的
に
も
今
年

位
飛
躍
し
た
、
つ
ま
り
面
目
を
一
新
し
た
作
品
は
少
な
か
ら
う
。
た
ゞ
私
の
云
ひ
切
り
た
い

の
は
、
今
一
歩
の
高
さ
が
高
間
氏
に
あ
つ
た
ら
、
た
と
へ
ば
牧
野
氏
に
あ
る
樣
な

―
も
の

が
あ
つ
た
ら
、
確
か
に
變
つ
た
立
派
な
畵
家
で
あ
る
と
思
ふ
。

　
こ
ゝ
に
太
田
喜
二
郞
氏
の
貴
船
の
秋
と
い
ふ
作
品
が
あ
る
、
私
が
ま
だ
繪
を
描
く
や
描
か

ず
の
昔
か
ら
知
つ
て
い
る
太
田
氏
が
、
そ
う
云
つ
ち
や
な
ん
だ
が
、
そ
ん
な
大
家
が
最
近
あ

ま
り
感
心
し
た
作
品
を
發
表
し
な
か
つ
た
、
所
が
こ
の
貴
船
の
秋
を
見
る
に
及
ん
で
私
は
大

家
の
筆
の
確
か
さ
を
發
見
し
て
、
一
恐（
驚
）し

た
と
白
丈（
狀
）し

て
も
い
ゝ
と
思
ふ
、
こ
れ
は
ま
つ
た

く
最
近
に
於
け
る
氏
の
快
作
で
は
な
い
か
と
さ
へ
思
ふ
。

　
太
田
氏
に
續
い
て
田
邊（
至
）氏
の
裸
婦
が
あ
り
、
續
い
て
吾
中
澤（
弘
光
）先
生
の
奈
良
所

見
が
あ
る
、
つ
ゝ
ま
し
や
か
な
先
生
の
、
い
つ
も
の
先
生
が
畵
面
の
ど
こ
に
も
發
見
出
來

て
、
先
生
と
對
座
し
て
い
る
樣
な
親
し
さ
が
あ
る
。
私
は
ふ
と
以
前
の
本
紙
に
先
生
が
お
書

き
下
す
つ
た
奈
良
の
文
章
を
想
ひ
出
し
た（
註
）。

　
中
澤
先
生
に
續
い
て
溝（
滿
）谷（
國
四
郞
）氏
、
藤
島（
武
二
）氏
な
ど
の
諸
大
家
が
充
分
觀
者
を

な
つ
と
く
さ
せ
て
い
る
。

◯
第
四
室

　
こ
の
部
屋
で
第
一
の
問
題
作
は
、
中
村
研
一
氏
の
大
作
で
あ
ら
う
、
畵

も
大
き
い
し
、

キ
モ
ツ
タ
マ
も
で
か
い
し
、
批
評
家
な
ど
ゝ
い
ふ
小
う
る
さ
い
存
在
を
眼
中
に
於（
置
）い
て
な
い

し
、
好
き
な
も
の
を
好
き
な
樣
に
描
き
こ
な
し
て
い
る
。
畵
家
の
最
も
必
要
な
小
さ
い
神
經

な
ど
を
眼
中
に
於（
置
）か
な
い
傍
若
無
人
な
態

は
い
ゝ
と
思
ふ
、
そ
し
て
思
ひ
切
り
自
分
勝
手

な
事
を
平
氣
で
や
つ
て
い
る
あ
の
大
膽
さ
は
、
勿
論
あ
れ
は
相
當
金
持
ち
で
な
い
と
出
來
な

い
藝
當
だ
が

―
こ
と
に
帝
展
の
樣
な
所
で
は
必
要
な
も
の
だ
、
こ
の
點
大
い
に
賛
成
だ

が
、
作
品
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
ど
う
も
わ
た
し
に
は
あ
れ
が
繪
だ
と
は
思
へ
な
い
、
惡

口
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
一
寸
工
藝
と
い
つ
た
感
じ
が
す
る
、
繪
の
工
藝

―
な
ん
て
云

ふ
言
葉
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
あ
の
掘
り
出
す
樣
な
描
き
方
や
あ
の
裸
婦
な
ど
を
み
て

い
る
と
、
ど
う
し
て
も
繪
の
工
藝
と
い
ふ
感
じ
が
先
に
來
て
な
ら
な
い
、
平
面
な
畵
面
に
立

體
的
な
仕
事
を
思
ふ
ま
ゝ
や
る
の
は
い
ゝ
と
し
て
、
あ
ゝ
掘
り
出
す
樣
な
立
體
感
は
、
繪
と

い
ふ
よ
り
工
藝

は
彫

と
い
つ
た
感
じ
に
外
な
い
、
而
し
あ
ゝ
し
た
作
品
も
病
弱
過
ぎ
る

日
本
の
畵
壇
に
、
一
つ
位
は
あ
つ
て
い
ゝ
、
確
か
に
日
本
人
ば
な
れ
の
し
た
西
洋
畵
家
の
作

品
と
し
て
帝
展
に
於
け
る
風
變
り
な
一
枚
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
大
作
に
な
ら
ん
で
上
野
山（
淸
貢
）氏
の
廣
田
外
相
を
描
い
た
あ
る
日
の
廣
田
外
相
が

あ
る
、
短
時
間
の
ス
ケ
ツ
チ
ら
し
く
思
へ
る
が
上
野
山
氏
の
面
目
が
躍
つ
て
居
る
の
は
一
寸

愉
快
だ
。

　
こ
れ
に
向
ひ
逢（
合
）つ
て
田
中（
繁
吉
）先
生
の
二
人
立

と
い
ふ
の
が
あ
り
、
隣
り
合
せ
に
山

下（
繁
雄
）氏
の
柏
木
に
軍
鷄
の
大
作
が
あ
る
、
山
下
氏
が
軍
鷄
を
描
き
出
し
て
か
ら
何
年
に

な
る
か
知
ら
な
い
が
、
私
の
目
に
殘
つ
て
い
る
だ
け
で
も
相
當
の
枚
數
が
あ
る
、
こ
と
に
昨

年
一
昨
年
、
と
今
年
と
つ
ゞ
け
ざ
ま
に
發
表
す
る
作
品
は
、
相
當
人
を
打
つ
。
若
沖（
冲
）が
神
樣

ら
し
い
と
い
ふ
人
が
あ
る
が
、
或
ひ
は
そ
う
か
も
知
れ
な
い
、
ず
つ
と
以
前
表
慶
館
か
で
若

沖（
冲
）の
展
覽
會
を
み
た
事
が
あ
る
が
、
若
沖（
冲
）の
軍
鷄
は
實
際
う
ま
か
つ
た
、
若
沖（
冲
）と
山
下
氏
は

勿
論
別
な
も
の
だ
が
、
若
沖（
冲
）が

神
樣
で
あ
ら
う
と
な
か
ら
う
と
山
下
氏
の
軍
鷄
は
も
う
帝
展

名
物
に
ま
で
な
つ
て
來
た
。
こ
の
柏
木
に
軍
鷄
の
大
作
も
、
脊
景
の
ぼ
ー
つ
と
し
た
所
が
よ

く

ら
な
い
が
、
柏
を
配
し
た
所
な
ど
相
當
面
白
い
、
軍
鷄
も
生
き
て
い
る
し
、
一
朝
一
夕

に
描
い
た
作
品
で
は
な
い
、
若
沖（
冲
）
が
居
た
ら
面
白
い
一
本
勝
負
が
見
ら
れ
る
と
思
ふ
が
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―
。
こ
の
部
屋
で
私
の
注
意
を
引
い
た
作
品
に
橋
本（
は
な
子
）氏
の
盛
夏
が
あ
る
、
無
理

に
つ
け
た
樣
な
色
彩
が
上
の
部
分
に
あ
つ
た
樣
に
思
ふ
が
、
こ
れ
な
ど
相
當
い
ゝ
方
の
部
で

あ
ら
う
と
思
ふ
。

◯
第
五
室

　
こ
の
第
五
室
に
、
私
は
先
ず
池
部（
鈞
）先
生
の
妙
作
を
あ
げ
よ
う
、
帝
展
廣
し
と
い
へ
ど

も
私
を
感
動
さ
せ
た
作
品
は
ま
ず
こ
の
落
花
に
と
ど
め
を
さ
す
、
報
知
新
聞
の
批
評
に
藤
田

嗣
治
氏
が
「
こ
れ
が
い
ゝ
繪
な
ん
だ
」
と
い
つ
た
の
も
、
實
際
吾
意
を
得
て
い
る
、
落
花
の

―
あ
の
風
情
、
あ
れ
が
本
當
に
繪
な
ん
だ

―
と
い
ふ
以
外
に
蛇
足
は
よ
す
。

　
次
に
中
野（
和
高
）氏
の
於
二
階
と
い
ふ
作
品
が
あ
る
、
例
に
よ
つ
て
才
人
中
野
の
全
貌
が

そ
の
と
り
澄
し
た
畵
面
か
ら
流
れ
出
て
い
る
、
於
二
階
と
い
ふ
題
名
か
ら
し
て
シ
ヤ
レ
て
る

も
の
だ
し
、
あ
の
構
圖
だ
つ
て
な
み
た
い
て
い
の
人
間
が
思
ひ
及
ぶ
所
で
な
い
、
た
ゞ
私
が

い
つ
も
殘
念
が
る
の
は
、
中
野
氏
が
ど
う
も
充
分
自
分
自
身
を
表
現
し
て
い
な
い

―
し
て

い
な
い
事
は
な
い
だ
ら
う
が
力
の
出
し
を
し
み
し
て
る
感
じ
で
あ
ま
り
手
ど
（
捕

　カ
）

り
に
す
ぎ
る

う
ま
さ
へ
の
注
文
だ
、
中
野
氏
が
中
村
氏
の
樣
な
む
き
な
協
（
努

　カ
）

力
を
作
品
の
上
に
示
し
た
ら
、

そ
の
時
こ
そ
も
つ
と
本
當
の
中
野
氏
に
な
る
ん
ぢ
や
な
い
か
と
、
そ
れ
が
齒
が
ゆ
く
て
な
ら

な
い
。
つ
ま
り
力
を
セ
ー
ブ
し
て
味
を
中
心
に
し
た
樣
な
所
に
、
中
野
氏
の
良
さ
が
あ
り
そ

の
た
め
私
の
樣
な
注
文
を
出
す
人
間
も
出
來
て
來
る
、
而
し
何
と
い
つ
て
も
帝
展
で
は
面
白

く
み
ら
れ
る
作
品
だ
。

　
こ
れ
と
陳（

並
）ん

で
小
磯（
良
平
）氏
の
舞
踊
家
と
い
ふ
作
品
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
も
の
は
私

の
興
味
か
ら
は
な
れ
る
の
で
隨（

從
）つ

て
批
評
も
略
す
、
た
ゞ
小
磯
氏
は
畵

も
あ
り
帝
展
に
は

中
村
氏
の
如
く
立
派
な
存
在
價
値
を
持
つ
て
い
る
と
い
ふ
だ
け
に
と
ゞ
め
る
。

　
次
に
伊
原（
宇
三
郞
）氏
の
裸
婦
三
容
が
あ
る
、
こ
れ
は
伊
原
氏
と
し
て
も
相
當
力
を
こ
め

た
作
品
で
あ
ら
う
し
、
目
的
も

る
、
い
つ
も
の
樣
に
い
や
な
色
彩
が
割
り
方
ぬ
け
て
い
る

の
が
、
可
成
こ
の
作
品
を
見
せ
る
。
而
し
そ
う
そ
う
裸
婦
ば
か
り
で
も
あ
る
ま
い
か
ら
、
何

か
變
つ
た
材
料
を
發
見
す
る
事
が
伊
原
氏
の
こ
れ
か
ら
の
進
路
を
開
く
ん
ぢ
や
な
い
か
と
思

つ
て
い
る
（
句
点
抜
け
）これ

に
近
く
山
田
隆
憲
氏
が
久
し
ぶ
り
の
作
品
を
見
せ
て
い
る
。

◯
第
六
室

　
こ
の
部
屋
に
は
二
十
五
人
も
の
大
勢
が
出
し
て
い
る
が
、
こ
ゝ
に
は
阿
以
田（
次
修
）氏
の

半
僧
池
と
い
ふ
一
枚
し
か
批
評
し
な
い
事
に
す
る
、
徹
底
し
た
畵
人
が
み
た
ら
い
ざ
知
ら

ず
、
私
は
こ
の
作
品
を
大
變
面
白
く
み
た
、
こ
と
に
畵
面
前
方
に
あ
る
か
き
つ
ば
た
か
何
か

の
花
が
面
白
い
と
思
つ
た
、
花
と
か
鳥
と
か
、
樹
木
と
か
そ
ん
な
も
の
に
興
味
を
本
當
に
持

ち
出
し
て
い
る
せ
い
か
、
油
繪
で
日
本
畵
に
よ
く
描
く
も
の
を
描
い
た
作
品
を
み
る
と
、
何

と
な
く
好
ま
し
く
な
る
。
油
繪
の
具
で
日
本
故（
古
）來
の
も
の
を
再
興
す
る
と
で
も
い
つ
た
氣
持

ち
が
、
何
と
な
く
意
味
を
持
つ
樣
に
思
へ
る
、
そ
う
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
あ
る
べ
き

だ
と
い
ふ
程
は
つ
き
り
し
た
理
由
は
ど
う
で
あ
ら
う
と
、
裸
體
畵
ば
か
り
描
く
人
間
よ
り
ず

つ
と
き
れ
い
に
み
へ
る
。
い
つ
そ
日
本
の
岩
繪
の
具
か
何
か
で
描
い
た
方
が

―
な
ど
ゝ
思

へ
る
位
、
こ
の
花
は
美
し
い
、
阿
以
田
氏
が
以
前
か
ら
好
ん
で
使
つ
て
い
た
タ
イ
シ
ヤ
色

が
、
こ
の
作
品
に
も
あ
る
事
は
あ
る
が
、
そ
の
あ
く
ど
さ
が
こ
の
作
品
に
は
明
る
さ
を
つ
け

て
、
何
も
半
僧
池
な
ど
と
云
は
な
く
と
も
ア
ヤ
メ
と
か
カ
キ
ツ
バ
タ
と
で
も
し
と
い
た
方
が

い
ゝ
と
思
へ
る
位
、
こ
の
作
品
は
面
白
い
、
阿
以
田
氏
で
も
中
野
氏
で
も
吾
が
池
部
先
生
で

も
、
明
暗
と
量
ば
か
り
に
血
ま
な
こ
な
作
品
と
違
つ
て
何
か
ど
ぎ
つ
い
西
洋
畵
か
ら
別
な
油

繪
を
造
ら
う
と
し
て
い
る
あ
の
氣
持
ち
が
、
私
に
は
と
て
も
賛
成
な
の
だ
。

　
こ
の
部
屋
に
田
村
信
義
氏
の
作
品
が
あ
る
。

◯
第
七
室

　
第
七
室
と
書
い
て
は
み
た
も
の
ゝ
、
そ
し
て
前
置
き
に
も
書
い
て
お
い
た
が
、
如
何
に
何

で
も
こ
の
部
屋
の
作
品
を
一
々
書
い
て
行
く
氣
が
し
な
い
、
た
ゞ
一
行
、
こ
の
郞（
牢
）屋

に
は
養

老
院
組
が
氣
そ
く
エ
ン
エ
ン
と
し
て
い
る
と
い
ふ
だ
け
書
い
て
を
く
。

◯
第
八
室

　
馬
越
桝
太
郞
氏
の
作
品
を
久
し
ぶ
り
で
み
た
と
い
ふ
だ
け
で
な
し
に
、
以
前
か
ら
馬
越
氏

の
作
品
を
い
ゝ
作
品
を
見
る
樣
に
見
て
來
た
私
と
し
て
一
言
何
か
書
か
な
け
れ
ば
氣
が
す
ま
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な
い
。
私
は
よ
く
友
人
逹
と
こ
ん
な
話
し
を
す
る
、
馬
越
と
い
ふ
作
家
は
い
ゝ
作
家
だ
、
こ

の
頃
作
品
を
み
な
い
が
ど
う
し
て
る
ん
だ
ら
う

―
と
。
こ
れ
を
き
く
私
の
友
人
も
私
と
同

じ
樣
な
事
を
云
つ
て
、
ま
だ
一
面
識
も
な
い
こ
の
作
家
の
上
に
思
ひ
を
は
せ
る
、
實
際
馬
越

氏
位
私
は
樂
し
み
な
作
家
は
み
か
け
な
い
。
こ
の
西
國
海
邊
は
馬
越
氏
と
し
て
上
出
來
で
あ

る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
氏
の
健
在
を
知
つ
て
私
の
喜
び
は
大
き
い
。

◯
第
九
室

　
こ
の
部
屋
に
つ
い
て
は
相
田
先
生
の
批
評
を
そ
の
ま
ゝ
こ
ゝ
へ
も
つ
て
來
て
頂
く（
註
）。

た
だ
私
と
し
て
書
い
て
を
き
た
い
事
は
、
水
彩
を
滅
ぼ
す
な
ら
知
ら
ず
、
增
々
盛
ん
に
す
る

必
要
が
あ
る
か
ら
、
來
年
か
ら
は
一
と
部
屋
位
水
彩
を
と
つ
て
ほ
し
い
と
思
ふ
。
そ
れ
だ

け
。

◯
第
十
室

　
こ
の
室
で
先
ず
注
目
す
べ
き
は
富
田（
溫
一
郞
）先
生
の
茶
の
間
で
あ
る
、
百
五
十
號
だ
と

先
生
が
お
つ
し
や
つ
た
が
私
は
ゆ
う
に
三
百
位
あ
る
と
思
つ
た
、
作
品
が
實
際
の
寸
法
よ
り

大
き
く
見
へ
る
事
は
、
描
か
れ
た
も
の
そ
れ
〴
〵
が
實
際
の
大
き
さ
に
迄
の
び
て
居
る
か
ら

た（
だ
）、

こ
れ
は
實
際
大
き
く
み
へ
る
、
圖
は
先
生
の
お
宅
の
茶
の
間
で
あ
る
。
こ
ゝ
で
一
番
實

に
不
愉
快
な
事
だ
が
、
書
い
と
か
な
い
と
氣
が
す
ま
な
い
か
ら
書
い
て
お
く
が
、
萬
朝
報
に

出
た
陳（
棟
）方

寅
雄
と
い
ふ
人
の
帝
展
批
評
の
中
に
。
（
マ
マ
）

　

「
第
十
室
、
こ
の
室
で
は
み
る
べ
き
も
の
一
點
も
な
し
、
こ
ゝ
で
は
よ
い
繪
を
あ
げ
る
代
り

に
惡
作
の
最
大
な
る
も
の
を
あ
げ
や
う
、
富
田
溫
一
郞
氏
の
が
そ
れ
で
あ
る
、
一
體
卑
俗
と

い
ふ
も
の
も
藝
術
化
さ
れ
ば
お
も
し
ろ
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
お
も
し
ろ
さ

を
持
た
な
い
卑
俗
さ
と
い
ふ
も
の
は
愚
直
で
鼻
持
ち
な
ら
ぬ
」

―
こ
れ
は
原
文
の
ま
ゝ

―
。
そ
れ
程
十
室
に
は
み
る
べ
き
も
の
が
な
い
の
だ
ら
う
か
、
そ
れ
程
富
田
先
生
の
作
品

が
卑
俗
で
鼻
持
ち
な
ら
ぬ
も
の
だ
ら
う
か
、
私
は
そ
う
は
思
は
な
い
、
佐
藤
敬
氏
の
に
し
ろ

菅
谷（
元
三
郞
）氏
の
に
し
ろ
、
み
る
べ
き
も
の
無
し
と
は
し
な
い
、
し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
と

し
て
こ
の
茶
の
間
が
そ
れ
程
卑
俗
に
み
へ
る
樣
で
は
こ
の
評
者
自
身
相
當
卑
俗
で
あ
る
、
畵

家
が
日
常
生
活
を
素
材
と
し
て
一
枚
の
畵
を
造
つ
た
つ
て
、
ち
つ
と
も
か
ま
は
な
い
し
、
か

ま
は
な
い
ば
か
り
で
な
く
何
ら
生
活
を
持
た
な
い
畵
人
と
し
て
の
目
ば
か
り
で
も
つ
て
素
材

を
ひ
ろ
ひ
歩
く
な
ど
は
一
層
ば
か
げ
て
居
る
。
陳（
棟
）方

と
云
ふ
人
が
二
科
會
か
に
出
す
人
で
私

の
見
た
作
品
を
描
い
た
人
だ
と
す
れ
ば
、
あ
の
作
品
な
ど
こ
そ
通
俗
だ
と
云
へ
よ
う
、
假
り

に
茶
の
間
が
卑
俗
だ
と
し
て
も
私
は
卑
俗
を
藝
術
化
す
る
な
ん
て
こ
と
に
は
卑
俗
そ
の
も
の

よ
り
も
不
賛
成
だ
。
卑
俗
な
ら
卑
俗
で
い
ゝ
、
通
俗
な
作
品
こ
そ
不
必
要
な
も
の
は
な
い
と

こ
の
方
に
力
を
入
れ
て
云
つ
て
を
く
。

◯
第
十
一
室

　
新
道（
繁
）氏
が
返
り
咲
い
た
と
い
ふ
事
を
書
い
て
お
く
に
と
ゞ
め
る
。

◯
第
十
二
室

　
堀
田（
淸
治
）氏
の
熔
鑛
爐
が
と
に
角
問
題
に
な
ら
う
、
昨
年
の
特
選
作
を
想
ふ
と
、
今
年

の
こ
の
作
品
よ
り
し
ま
つ
た
よ
さ
が
あ
つ
た
と
思
ふ
、
こ
の
作
品
に
は
觀
者
の
ピ
ン
ト
が
は

つ
き
り
と
し
な
く
て
、
力
を
入
れ
た
割
に
こ
た
へ
な
い
、
堀
田
君
と
し
て
は
股
す
か
し
を
食

つ
た
樣
な
結
果
に
な
つ
た
と
思
ふ
、
而
し
堀
田
君
の
あ
の
熱
に
は
い
ゝ
も
の
を
掘
り
出
す
豫

約
が
あ
る
と
思
つ
て
い
る
。
こ
ゝ
で
も
陳（
棟
）方

と
い
ふ
人
の
批
評
を
お
目
に
か
け
る
と
、「
激

情
が
藝
術
な
ら
殺
人
强
盗
は
皆
藝
術
家
さ
」（
こ
れ
も
萬
朝
報
か
ら
の
原
文
を
そ
の
ま
ゝ
）と

云
つ
て
い
る
。
何
の
た
め
に
こ
ん
な
獨
り
よ
が
り
の
事
を
云
つ
て
る
の
か
と
う
た
ぐ
り
た
く

な
る
、
批
評
と
し
て
は
成
り
た
ゝ
な
い
し
、
結
局
自
分
一
人
が
嬉
し
が
つ
て
る
に
過
ぎ
な
い

言
葉
だ
と
い
ふ
以
外
私
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
批
評
と
い
ふ
も
の
は
己
れ
の
日

と
は
違
ふ
か

ら
、
第
三
者
に
も

く

き
を
も
た
な
け
れ
ば
、
一
文
の
價
値
も
あ
る
わ
け
が
な
い
、
堀
田

君
が
あ
の
批
評
を
み
た
と
し
た
ら
ど
う
思
ふ
だ
ら
う
。

　
堀
田
君
に
續
い
て
甘（
耳
）野（

卯
三
郞
）氏
の
庭
に
て
が
あ
る
、
溫
健
な
作
風
を
買
わ
れ
た
の
で

あ
ら
う
が
、
特
選
作
と
し
て
は
力
に
不
足
な
も
の
が
あ
る
と
思
ふ
。

　
こ
れ
と
向
ひ
あ
つ
て
秋
元
松
子
女
史
の
閑
庭
が
あ
る
、
秋
元
氏
と
し
て
上
々
の
出
來
ば
へ

で
あ
る
し
、
女
流
作
家
と
し
て
相
當
手
腕
が
あ
る
と
思
ふ
。
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◯
第
十
三
室

　
橋
本（
八
百
二
）氏
の
収
穫
と
云
ふ
大
作
が
あ
る
、
目
錄
通
り
に
書
い
て
収
穫
と
な
る
ん
だ

が
、
こ
れ
は
収
獲
の
あ
や
ま
り
で
あ
る
と
思
ふ
。
さ
て
、
橋
本
君
と
（
の

　カ
）

年
々
大
作
を
發
表
す

る
努
力
に
先
ず
感
心
す
る
、
一
年
一
作
と
い
へ
ば
何
で
も
な
い
樣
だ
が
、
こ
ん
な
大
作
を
一

年
一
度
發
表
す
る
事
は
、
考
へ
た
だ
け
で
も
大
變
な
仕
事
だ
、
今
度
の
作
品
は
世
評
的
に
は

餘
り
か
ん
ば
し
く
な
か
つ
た
樣
だ
が
、
私
も

橋
本
君
と
し
て
い
ゝ
出
來
ば
へ
だ
と
は
思
は

な
い
が
、
出
來
不
出
來
、
に
か
ゝ
わ
ら
ず
あ
ゝ
し
た
大
作
を
連
續
的
に
發
表
す
る
熱
に
は
打

た
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
批
評
家
が
何
と
云
は
う
と
作
品
は
作
者
の
も
の
だ
、
作
者
が
批
評
家

の
筆
先
に
左
右
さ
れ
る
樣
で
は
た
ま
ら
な
い
が
、
作
者
、
畵
家
の
魂
は
實
は
も
つ
と
根
强
く

張
つ
て
い
る
も
の
だ
、
橋
本
君
が
來
年
の
作
品
を
こ
そ
期
待
し
て
い
ゝ
も
の
だ
ら
う
と
思

ふ
。

　
次
に
特
選
の
繪
が
三
枚
あ
る
、
野
口
謙
三
氏
、
緖
方
亮
平
氏
、
佐
藤
章
氏
の
そ
れ
〴
〵
大

作
だ
。

　
野
口
氏
は
田
園
風
景
を
、
緖
方
氏
は
女
逹
を
、
佐
藤
氏
は
支
那
物
を
、
そ
れ
ぞ
れ
大
馬
力

で
描
い
て
い
る
、
こ
の
中
で
一
番
の
大
作
は
佐
藤
君
の
だ
が
、
私
の
み
た
氣
持
ち
で
は
ど
う

に
も
畵
面
が
平
た
く
感
じ
ら
れ
る
事
だ
、
大
作
に
對
し
て
作
者
の
力
負
け
が
よ
り
そ
う
み
せ

た
の
か
も
知
れ
な
い
、
而
し
大
作
を
も
の
す
る
と
い
ふ
努
力
は
若
い
作
家
に
最
も
必
要
な
事

で
、
少
し
位
の
大
作
負
け
は
か
ま
は
な
い
と
思
ふ
、
若
い
家（
作
家
）作
で
己
れ
の
小
さ
い
部
門
に
ば

か
り
閉
じ
こ
も
つ
て
居
る
方
が
も
つ
と
こ
ま
る
。

　
野
口
氏
の
は
ず
つ
と
趣
の
變
つ
た
も
の
で
、
一
寸
日
本
畵
等
に
み
る
畵
材
で
あ
る
、
油
繪

の
具
を
澁
皮
日
本
繪
の
具
風
に
使
つ
て
相
當
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
作
品
の
底
を
流
れ

る
も
の
に
ま
だ
人
を
打
つ
て
來
る
力
に
と
ぼ
し
い
と
思
ふ
、
深
味
と
で
も
い
ふ
か
、
寫
意
と

で
も
云
ふ
か
、
そ
ん
な
も
の
が
あ
の
作
品
を
裏
う
ち
し
た
ら
、
も
つ
と
切
ぱ
く
し
た
情
景
を

つ
た
へ
得
た
か
も
知
れ
な
い
、
ま
だ
中
途
半
ぱ
だ
、
細
か
い
點
を
あ
げ
れ
ば
、
遠
景
の
山
な

ど
は
も
つ
と
な
ん
と
か
す
べ
き
で
あ
つ
た
ら
う
。
而
し
作
者
の
ね
ら（
い

所欠
）

は
相
當
に
面
白
い
。

　
緖
方
氏
の
室
內

―
ど
う
も
室
內
と
い
ふ
作
品
が
多
い
、
餘
り
多
い
の
で
目
錄
を
ひ
つ
く

り
返
し
て
み
る
と
、
住（
佐
）分
氏
の
室
內
、
渡
邊
氏
の
室
內
、
第
九
室
の
大
木（
茂
）氏
の
室
內
、

第
十
室
の
角
野（

治
郞
）氏
の
室
內
、
續
い
て
內
田（
巖
）氏
の
室
內
、
第
十
一
室
の
福
田

（
義
之
助
）氏
の
室
內
、
と
こ
の
緖
方
氏
の
室
內
、
ざ
つ
と
あ
げ
て
七
人
同
じ
題
名
で
描
い
て

い
る
、
題
は
說
明
に
近
い
文
字
だ
か
ら
、
題
名
に
何
か
囚
わ
れ
る
な
と
云
わ
れ
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
題
名
が
作
意
を
證
明
す
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
ど
う
も
餘
り
同
じ
作
意
を
持
つ
た

人
逹
が
多
す
ぎ
る
、
勿
論
こ
の
外
室
內
と
い
ふ
題
名
で
あ
げ
て
も
い
ゝ
作
品
が
可
成
あ
る

が
、
風
景
と
か
靜
物
と
か
云
ふ
ん
な
ら
と
に
角
、
室
內
、
室
內
と
だ
け
で
は
ち
つ
と
頭
が
な

さ
す
ぎ
る
。

題
名
な
ん
か
ど
う
で
も
い
ゝ
と
い
つ
て
付
け
た
の
な
ら
餘
り
作
品
を
可
愛
が

ら
な
過
ぎ
る
、
ど
つ
ち
に
し
て
も
も
う
一
歩
進
め
て
題
名
も
考
へ
た
い
も
の
だ
と
思
ふ
。
さ

て
緖
方
氏
の
室
內
だ
が
、
こ
れ
は
矢
島
堅
士
氏
あ
た
り
と
同
一
な
歩
調
で
、
ゆ
つ
た
り
自
分

の
す
き
な
色
調
で
繪
を
こ
し
ら
へ
て
る
と
い
ふ
迄
で
、
私
逹
の
感
覺
に
う
つ
た
へ
な
い
こ
と

ひ
ど
い
。

　
繪
が
出
來
て
い
る
と
か
、
ま
と
ま
つ
て
い
る
と
か
云
ふ
點
で
こ
れ
が
特
選
に
な
つ
た
ん
だ

と
し
た
ら
、
私
な
ら
も
つ
と
他
に
特
選
に
す
べ
き
作
品
が
あ
つ
た
と
思
ふ
、
勿
論
こ
ん
な
事

は
云
つ
た
つ
て
始
ま
ら
な
い
し
、
す
ん
だ
事
で
あ
る
か
ら
ど
う
に
も
な
ら
な
い
話
だ
が
、
全

體
的
に
み
て
今
年
の
特
選
は
少
し
特
選
の
價
ひ
に
價
ひ
し
な
い
作
品
が
多
い
と
思
ふ
、
大
き

い
と
か
、
ま
と
ま
つ
た
と
か
云
ふ
だ
け
で
、
何
ら
作
品
と
し
て
高
い
も
の
を
持
た
な
い
も
の

が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
で
特
に
選
ば
れ
る
と
い
ふ
事
は
、
少
し
解
せ
な
い
。
も
つ
と
そ
れ

に
價
ひ
す
る
も
の
、
た
と
へ
ば
數
は
も
つ
と
つ
め
て
も
い
ゝ
だ
ら
う
し
、
本
當
に
こ
れ
が
特

選
か
と
、
誰
れ
に
も
う
な
づ
け
る
樣
な
も
の
こ
そ
特
選
の
價
値
が
あ
る
ん
で
は
な
か
ら
う

か
。
特
選
と
云
ひ
無
鑑
査
と
い
ひ
、
そ
う
し
た
も
の
は
勿
論
い
ゝ
と
思
ふ
が
、
た
ゞ
そ
の
た

め

―
つ
ま
り
名
前
だ
け
の
も
の
で
あ
つ
た
ら
作
家
の
た
め
に
良
し
惡
る
し
の
傾
向
が
生
ぢ

や
し
な
い
か
と
恐
れ
る
。
特
選
は
そ
の
年
集
つ
た
も
の
で
一
番
い
ゝ
も
の
、
無
鑑
査
は
鑑
査

を
經
て
も
充
分
パ
ス
し
得
る
も
の
、
そ
ん
な
風
に
出
來
た
ら
、
そ
ん
な
風
に
信
用
出
來
た
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ら
、
私
は
帝
展
は
も
つ
と
住
み
よ
い
所
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

 
 

 

『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
8
9

10
合
併（
帝
展
二
科
號
及
び
白
日
展
豫
吿
號
）

 
 

　
一
九
三
四
年
一
二
月
一
〇
日
　
四
―
七
面

（
註
）無
緣
寺
の
帝
展
評
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
彫
刻
家
・
吉
田
三
郞
の
「
第
三
部
所
感
」（
四
面
に
掲
載
）を
指
す
。

吉
田
は
、「
無
鑑
査
の
中
に
は
折
角
の
特
權
を
利
用
し
て
自
由
な
活
動
が
あ
つ
て
然
る
べ
き
だ
の
に
安
逸

に
堕
し
た
も
の
も
大
分
あ
つ
た
樣
だ
」
と
記
し
て
い
る（
談
話
筆
記
か
）。
他
に
、
第
九
室
で
言
及
さ
れ
て

い
る
「
相
田
先
生
の
批
評
」
は
、
や
は
り
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
相
田
直
彥
の
「
帝
展
の
水
繪
」（
二
面
）を

指
す
。
第
三
室
の
中
澤
弘
光
の
文
章
は
『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
回
顧
展
に

就
い
て（
一
）」（
一
面
）の
自
作（《
奈
良
の
郊
外
》）解
説
。

二
科
の
事
ど
も

　
二
科
が
藤
田
嗣
治
氏
を
會
員
に
し
た
事
は
、
賢
明
な
や
り
方
だ
つ
た
、
藤
田
氏
自
身
に
と

つ
て
も
賢
明
な
樣
な
氣
が
す
る
、
獨
立
の
人
逹
が
居
な
く
な
つ
た
當
座
は
、
二
科
も
ち
よ
つ

と
こ
ま
つ
た
樣
な
氣
が
し
た
が
、
今
で
は
も
う
ゆ
る
ぎ
の
な
い
二
科
に
な
つ
た
、
藤
田
氏
が

會
員
に
な
つ
た
今
年
あ
た
り
な
ど
、
立
派
な
二
科
會
の
存
在
を
示
し
た
と
云
へ
る
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
昔
、
二
科
は
新
し
く
て
帝
展
は
古
い
と
一

に
思
わ
れ
て
い
た
時
代
が
あ
つ
た
、
そ
の
た

め
二
科
へ
二
科（
へ

と欠
）
若
い
作
家
連
中
は
持
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
が
今
日
で
は
二
科
も
帝
展
も
な

く
、
畵
家
の
す
べ
て
が
己
れ
の
氣
の
向
い
た
方
へ
持
ち
込
む
樣
に
な
つ
た
、
時
代
と
は
云
へ

一
寸
面
白
い
傾
向
だ
と
思
ふ
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
が
日
本
で
そ
だ
つ
た
の
も
二
科
の
力
と
云
へ
ば
云
へ
る
が
、
二
科
が

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ（
ム

を欠
）

さ
い
よ
う
し
た
と
い
ふ
事
は
い
さ
ゝ
か
昔
の
新
し
い
二
科
？
の
な
ご

り
を
思
わ
せ
る
。
二
科
が
今
年
も
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
の
一
室
を
造
つ
た
事
は
、
い
さ
ゝ

か
持
て
あ
ま
し
氣
味
に
も
思
へ
た
が
、
も
う
一
つ
何
か
新
し
い
看
板
が
出
來
た
ら
二
科
は
こ

の
一
室
を
す
ぐ
そ
の
新
看
板
に
塗
り
か
へ
る
だ
ら
う
と
思
へ
る
。
こ
の
點
二
科
は
確
か
に
展

覽
會
經
營
法
が
た
く
み
だ
と
云
へ
る
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
一
昨
年
だ
つ
た
か
二
科
で
催
し
た
懷
古
作
品
の
中
に
、
死
ん
だ
關
根
正
二
氏
の
が
あ
つ

た
、
あ
れ
は
昔
二
科
會
で
み
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
今
あ
ら
た
め
て
關
根
氏
の
作
品
に
び
つ

く
り
し
た
。
關
根
氏
は
確
か
に
、
畵
家
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
そ
れ
に
つ
け
て
、
今
の
二
科
に

も
う
一
時
代
た
つ
た
ら
誰
れ
が
再
吟
味
さ
れ
て
は
ず
か
し
く
な
い
作
品
を
描
い
て
い
る
か
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
今
年
の
二
科
で
、
石
井
柏
亭
氏
と
安
井
曾
太
郞
氏
が
を
ん
な
じ
樣
な
男
の
肖

を
描
い
て

ハ
タ
目
に
眞
劒
勝
負
を
や
つ
て
い
る
樣
に
み
へ
た
、
石
井
氏
は
あ
く
迄
靜
か
に
モ
デ
ル
の
心

境
迄
見
せ
よ
う
と
し
、
安
井
氏
は
靜
け
さ
を
內
に
し
ま
つ
て
ひ
た
す
ら
Ｔ
先
生
そ
の
人
の
風

貌
を
カ
ツ
パ
し
よ
う
と
し
た
、
こ
の
大
勝
負
が
ど
う
け
り
が
つ
い
た
か
つ
か
な
か
つ
た
か
知

ら
な
い
が
、
私
が
み
る
と
こ
ろ
で
は
い
さ
ゝ
か
安
井
氏
に
人
氣
が
集
つ
た
樣
に
思
ふ
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
何
と
い
つ
て
も
安
井
氏
の
金
蓉
は
今
年
の
二
科
の
大
收
穫
だ
つ
た
、
あ
れ
を
み
て
何
だ
こ

の
位
な
ら
俺
で
も
描
け
る
と
思
つ
た
作
家
は
無
か
つ
た
ら
う
。
神
品
と
云
ふ
の
は
あ
ん
な
の

を
云
ふ
ん
だ
ら
う
と
、
一
寸
殘
念
な
氣
が
し
た
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
藤
田
氏
が
多
數
の
作
品
を
發
表
し
た
事
も
、
二
科
の
歷
史
に
殘
る
だ
ら
う
、
感
心
組
と
不

感
心
組
が
結
果
に
於
い
て
別
れ
た
樣
だ
が
、
ど
つ
ち
に
し
て
も
藤
田
氏
の
畵
業
は
完
成
し
て

い
る
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
最
近
二
科
で
眼（
目
）立
つ
の
は
、
關
西
の
畵
家
が
非
常
に
多
く
な
つ
た
と
い
ふ
事
だ
、
小
出

（
楢
重
）、
鍋
井（
克
之
）、
黑
田（
重
太
郞
）、
橫
井（
禮
市
）と
い
つ
た
人
逹
の
力
だ
ら
う
が
、

一
寸
前
に
は
こ
ん
な
事
は
無
か
つ
た
樣
だ
、
關
西
畵
壇
の
た
め
に
慶
賀
す
べ
き
だ
が
、
關
西
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畵
家
の
作
品
を
み
て
る
と
一
寸
肌
が
違
ふ
樣
に
思
へ
る
、
季
候
風
土
の
關
係
で
も
あ
ら
う

か
、
面
白
い
も
の
だ
と
思
ふ
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
故
小
出
楢
重
氏
の
作
品
を
想
ひ
起
す
と
、
一
寸
名
人
と
い
ふ
氣
が
す
る
、
油
繪
の
油
つ
こ

さ
か
ら
拔
け
た
い
樣
な
、
そ
ん
な
あ
せ
り
が
晚
年
に
は
あ
つ
た
ん
ぢ
や
な
い
か
と
思
へ
る
、

素
描
で
色
を
出
し
て
い
た
所
な
ど
か
ら
考
へ
る
と
、
氏
は
も
つ
と
あ
つ
さ
り
し
た
も
の
で
描

き
た
か
つ
た
ん
ぢ
や
な
い
か
と
思
ふ
、
つ
ま
り
萬
年
筆
よ
り
た
ぬ
き
毛
か
何
か
の
毛
筆
で
描

き
た
く
な
つ
た
ん
だ
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
二
科
の
會
員
で
、
最
近
ち
つ
と
も
作
品
を
み
せ
な
い
人
に
齋
藤
豊
作
氏
が
居
る
、
勿
論
日

本
に
居
な
い
樣
だ
か
ら
や
む
を
得
な
い
が
、
今
で
も
想
ひ
出
す
の
は
、
昔
み
た
水
邊
を
描
い

た
作
品
だ
、
あ
れ
は
確
か
懷
古
展
に
も
一
枚
位
あ
つ
た
と
思
ふ
が
、
今
ど
ん
な
繪
を
描
い
て

る
ん
だ
か
と
、
ひ
と
事
な
が
ら
氣
に
な
つ
た
り
す
る
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
熊
谷
守
一
氏
も
作
品
を
み
せ
な
い
人
だ
、
い
つ
も
少（
小
）さ

い
も
の
し
か
出
し
て
い
な
い
が
、

昔
み
た
點
描
で
描
い
た
女
の
作
品
が
、
い
ま
で
も
私
の

憶
の
中
に
生
々
と
し
て
い
る
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
古
賀
春
江
氏
は
、
二
科
で
私
の
知
つ
て
る
た
つ
た
一
人
の
人
で
あ
つ
た
、
そ
の
古
賀
氏
も

も
う
今
は
居
な
い
、
あ
ん
な
す
ぐ
れ
た
人
を
探
そ
う
た
つ
て
一
寸
無
理
だ
。
私
が
一
番
近
く

逢
つ
た
の
は
東
京
の
繪
の
具
屋
か
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
時
も
し
き
り
と
遊
び
に
來
な
い
か
と

云
つ
て
い
た
、
行
く
〳
〵
と
い
つ
て
一
度
も
尋
ね
ず
に
し
ま
つ
た
の
は
か
へ
す
が
へ
す
も
殘

念
だ
が
、
逢
ふ
た
び
何
か
敎
へ
ら
れ
る
樣
な
氣
が
し
て
實
に
好
き
な
人
だ
つ
た
。
い
つ
だ
つ

た
か
こ
れ
も
途
中
で
逢
つ
た
時
、
私
が
久
留
米
へ
行
つ
て
來
た
事
を
話
す
と
、「
久
留
米
つ

て
虛
無
的
な
所
で
せ
う
」
と
い
つ
た（
註
）。
私
が
古
賀
氏
と
一
番
永（
長
）く
話
し
た
の
は
、
い
つ

か
水
彩
畵
會
で
房
州
の
波
太
へ
寫
生
旅
行
に
い
つ
た
時
だ
、
一
と
晩
同
じ
屋
根
の
下
で
過
ご

し
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
時
位
ゆ
つ
く
り
話
し
合
つ
た
事
は
な
い
、
こ
の
時
も
色
々
繪
の
話
や

何
か
出
た
が
、
今
で
は
一
々
想
ひ
出
せ
な
い
。
何
で
も
堀
田
淸
治
君
の
話
し
が
出
た
事
だ
け

は
確
か
だ
、
今
年
の
二
科
で
古
賀
氏
の
作
品
の
數
々
を
み
た
が
、
み
ん
な
私
と
し
て
思
ひ
出

の
あ
る
も
の
ば
か
り
だ
つ
た
。
古
賀
氏
が
今
生
き
て
い
た
ら
本
當
に
い
ゝ
と
思
ふ
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
宮
本
三
郞
君
が
、
今
年
は
大
作
を
出
し
て
い
た
、
研
究
所
時
代

―
勿
論
ロ
ー
ト
流
が
は

や
つ
た
頃
だ
が
、
宮
本
君
は
ロ
ー
ト
風
の
も
の
を
一
生
懸
命
や
つ
て
い
た
、
そ
の
頃
か
ら
み

る
と
宮
本
君
も
隨
分
變
つ
た
、
變
ら
な
い
の
は
俺
く
ら
ひ
で
あ
ら
う
か
。
宮
本
君
が
今
で
は

二
科
で
た
つ
た
一
人
の
知
人
だ
、
來
年
ど
ん
な
作
品
を
み
せ
る
か
、
樂
し
み
に
し
て
居
る
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
白
日
會
か
ら
二
科
へ
出
品
し
て
い
る
人
に
、
篠
原（
薫
）氏
、
小
堀（
進
）氏
、
荻
野（
康
兒
）

氏
、
平
川（
要
）氏
、
長（
永
）井（
武
夫
）氏
な
ど
が
あ
る
、
篠
原
氏
は
別
と
し
て
も
そ
の
他
の
諸
君

は
ま
だ
若
い
の
だ
か
ら
充
分
の
勉
强
を
お
願
ひ
す
る
。

 
 

 

『
白
日
會
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
8
9

10
合
併（
帝
展
二
科
號
及
び
白
日
展
豫
吿
號
）

 
 

一
九
三
四
年
一
二
月
一
〇
日
　
八
面

（
註
）無
緣
寺
が
い
つ
久
留
米
を
訪
れ
た
か
に
つ
い
て
は
現
在
不
明
。

水
綵
畫
の
話

（
イ
）

　
水
彩
畫
と
は
、
水
で
と
か
せ
る
繪
の
具
を
使
つ
て
描
い
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
水
彩
繪
具

を
使
つ
て
描
い
た
も
の
で
す
。

（
ロ
）

　「
で
は
日
本
畫
も
そ
う
か
」
と
云
は
れ
ま
せ
う
が
、
確
か
に
日
本
畫
も
そ
う
で
す
、
而
し
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日
本
畫
は
日
本
畫
の
繪
の
具
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
し
、
そ
れ
に
ニ
カ
ワ
と
稱
す
る
も
の
を
入

れ
た
そ
の
上
で
描
く
も
の
で
す
か
ら
、
之
は
水
彩
畫
と
は
分
け
て
日
本
畫
と
い
ふ
方
が
解
り

や
す
い

（
ハ
）

「
水
彩
畫
は
油
繪
の
樣
に
厚
く（
濃
く
）描
い
て
は
い
け
な
い
で
せ
う
」
と
い
ふ
人
が
あ
り
ま

す
、
も
つ
と
も
で
す
、
水
彩
畫
は
油
繪
と
は
違
ひ
ま
す
か
ら
、
油
繪
の
樣
に
描
い
て
は
い
け

ま
せ
ん
、
何
し
ろ
水
彩
畫
は
水
彩
の
繪
の
具
で
描
く
の
で
す
か
ら
油
繪
の
樣
に
な
つ
た
ら
大

變
で
す
、
そ
こ
を
ご
つ
ち
や
に
し
な
い
で
下
さ
い
。
而
し
水
彩
の
繪
の
具
を
い
く
ら
た
く
さ

ん
つ
け
て
も
水
彩
は
や
は
り
水
彩
で
す
か
ら
、
油
繪
の
樣
に
な
つ
た
と
早
合
點
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
、
油
繪
は
油
繪
、
水
繪
は
水
繪
と
全
然
別
で
す
、
で
す
か
ら
水
彩
繪
の
具
を
使
つ
て

描
い
た
ら
そ
れ
は
水
繪
で
す
か
ら
、
い
く
ら
た
く
さ
ん
繪
の
具
を
使
つ
て
も
、
厚
く
塗
つ
て

も
か
ま
ひ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
「
こ
う
描
く
べ
し
」
と
い
ふ
方
式
は
無
い
の
で
す
か
ら
。

こ
ゝ
の
處
を
よ
く
承
知
の
上
で
水
彩
畫
は
描
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
ニ
）

「
そ
れ
は
間
違
つ
て
る
、
水
彩
は
う
す
く
描
く
も
の
だ
」
と

誰
か
い
ば
つ
た
と
し
ま
す
、

そ
れ
な
ら
云
ひ
ま
す
が
、
繪
は
う
す
く
描
く
厚
く
描
く
の
問
題
で
は
な
く
い
ゝ
繪
を
描
く
の

が
目
的
で
す
か
ら
、
ど
う
や
つ
て
描
い
た
つ
て
い
ゝ
譯
で
す
。
油
繪
は
厚
く
描
き
、
水
彩

は
薄
く
描
く
も
の
だ
と
い
ふ
理
屈
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
は
繪
の
具
の
話
し
に
く
わ
し

い
人
で
、
繪
の
事
は
ち
つ
と
も
知
ら
な
い
人
だ
と
云
へ
ま
す
。
い
ゝ
繪
を
描
く
の
に
、
そ
ん

な
下
ら
な
い
事
は
い
り
ま
せ
ん
、
ど
ん
〳
〵
描
き
な
さ
い
。

（
ホ
）

「
而
し
、
ど
う
し
て
も
薄
く
な
い
と
水
彩
の
樣
な
氣
が
し
な
い
」
と
云
ふ
人
も
あ
り
ま
せ
う
。

お
し
る
粉
に
水
を
割
つ
て
飮
ま
な
い
と
ど
う
も
ま
ず
い
、
そ
ん
な
人
も
中
に
は
居
り
ま
せ

う
、
だ
が
よ
く
き
い
て
下
さ
い
、
現
實
に
薄
く
す
べ
き
も
の
、
濃
く
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま

す
か
。
遠
く
の
景
色
だ
つ
て
、
薄
く
な
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
距
離
が
現
實
の
姿
を
遠
く

や
つ
て
あ
る
だ
け
で
、
決
し
て
遠
く
の
も
の
が
薄
く
な
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。
誤

解
な
き
や
う
。

（
ヘ
）

　
猛
然
と
自
然
に
い
ど
み
か
ゝ
る
時
、
畫
家
の
頭
に
濃
い
も
薄
い
も
あ
つ
た
も
の
で
は
な
い

の
で
す
。
心
行
く
迄
繪
の
具
を
重
ね
な
さ
い
、
何
度
も
何
度
も
塗
り
な
さ
い
、
そ
の
繪
の
具

が
對
照
（
象

　カ
）

と
化
す
迄
描
く
事
で
す
。

（
ト
）

　
こ
れ
以
外
に
描
き
方
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

（
會
員
・
千
葉
市
亥
鼻
町
七
六
）

 
 

 

『
千
葉
縣
美
術
協
會
々
報
』
第
二
號
　
一
九
三
六
年
一
二
月
一
〇
日
　
三
―
四
頁

無
題

一

　
强
烈
な
安
タ
バ
コ
の
夢
だ
、
ア
レ
も
、
コ
レ
も
。
あ
そ
こ
の
風
景
も
、
波
も
女
も
。

二

　
ポ
ー
ル
、
ゴ
ー
ガ
ン
の
描
い
た
眞
黃
な
裸
の
色
が
、
タ
イ
チ
の
女
の
に
ほ
ひ
が
、
ぷ
ん
ぷ

ん
と
に
ほ
つ
て
來
る
。
ど
う
も
ゴ
ー
ガ
ン
と
い
ふ
奴
は
面
白
い
奴
だ
、
今
頃
に
な
つ
て
オ
レ

ン
ヂ
の
樣
に
に
ほ
つ
て
來
る
裸
な
ん
か
描
き
や
あ
が
つ
て
。

三

　
私
は
今
、
海
女
を
描
こ
う
と
苦
心
し
て
い
る
（
句
点
抜
け
）二

三
枚
の
下
描
き
は
や
つ
て
み
た
が
、
ど
れ

も
こ
れ
も
み
ん
な
駄
目
だ
。
こ
れ
が
出
來
た
ら
展
覽
會
に
出
し
た
い
と
思
つ
て
い
る
ん
だ
が
。

四

　
ゴ
ツ
ホ
の
く
る
く
る
廻
つ
た
サ
イ
プ
レ
ス
が
松
戶
の
園
藝
學
校
に
あ
つ
た
つ
け
。
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五

　
　
或
る
日
ゴ
ツ
ホ
の
描
い
た
郵
便
屋
が
、
私
の
と
こ
ろ
へ
手
紙
を
も
つ
て
來
た
。
ゴ
ー
ガ

ン
か
ら
で
あ
る
。

　
　「
君
は
今
、
ア
マ
を
描
い
て
い
る
そ
う
だ
。
日
本
の
ア
マ
つ
て
何
だ
か
知
ら
な
い
が
、

若
し
小
生
の
描
い
た
タ
イ
チ
の
女
の
樣
な
も
の
だ
つ
た
ら
、
繪
具
な
ん
か
使
わ
ず
に
黃

色
い
土
で
描
く
べ
き
だ
。
土
は
い
ゝ
裸
の
色
だ
、
ク
チ
ビ
ル
は
赫
土
が
い
ゝ
だ
ら
う
、

小
生
は
今
休
息
時
代
で
一
向
作
畫
し
な
い
が
、
今
度
描
く
時
は
カ
ン
パ
ス
な
ん
て
せ
ま

い
。
（
マ
マ
）

も
の
の
中
に
は
描
か
ず
、
赫
土
の
斷
層
だ
と
か
、
靑
空
な
ん
か
へ
直
接
彫

し
よ

う
と
思
つ
て
い
る
、
き
つ
と
面
白
い
ぜ
。六

　
　
ゴ
ー
ガ
ン
つ
て
妙
な
男
だ
。

七

　
　
私
の
海
女
は
ま
だ
私
の
云
ふ
通
り
に
な
ら
な
い
。

八

　
　
明
日
ゴ
ツ
ホ
が
來
る
と
い
ふ
電
報
が
來
た
。
而
し
私
は
逢
は
な
い
つ
も
り
だ
。

 

（
會
員
　
千
葉
市
亥
鼻
町
七
六
）

 
 

 

『
千
葉
縣
美
術
協
會
報
』
第
三
號
　
一
九
三
七
年
三
月
三
〇
日
　
四
頁

千
葉
縣
洋
畵
發
逹
史

（
1
）

　
日
本
畫
の
歷
史
と
違
つ
て
、
洋
畫
の
歷
史（
日
本
に
於
け
る
）は
き
は
め
て
新
し
い
、
近
々

百
年
か
、
そ
の
前
後
だ
と
思
ふ
、
も
つ
と
大
ざ
つ
ぱ
に
云
へ
ば
、
日
本
の
洋
畫
は
明
治
に
な

つ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
洋
畫
が
日
本
に
渡
來
し
た
と
い
ふ
だ
け
の
も
の
で
は
な
か

つ
た
か
と
思
ふ
。

　
日
本
の
洋
畫
が
ま
だ
そ
れ
位
の
歷
史
し
か
持
た
な
い
の
だ
か
ら
、
吾
が
千
葉
縣
の
洋
畫

が
、
そ
う
古
い
歷
史
を
持
つ
て
ゐ
な
い
の
も
當
然
か
も
知
れ
な
い
。
本
當
に
千
葉
縣
に
洋
畫

が
移
入
さ
れ
た
の
は
、
明
治
も
相
當
た
つ
て
か
ら
で
あ
り
、
明
治
洋
畫
壇
の
大
家
淺
井
忠
氏

が
千
葉
縣
か
ら
出
る
に
及
ん
で
始（
初
）め
て
千
葉
縣
と
洋
畫
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
ゝ

に
千
葉
縣
洋
畫
の
出
發
が
あ
る
と
思
ふ
。

　
石
井
柏
亭
氏
の
說
に
隨
ふ
と
、「
淺
井
は
油
繪
以
外
疾
く
か
ら
水
彩
畫
に
其
熟

を
示
し

た
、
明
治
年
間
の
水
彩
畫
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
は
先
づ
淺
井
の
諸
作
、
特
に
其
滯
佛
中

の
風
景
を
擧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
つ
て
ゐ
る
。
氏
は
明
治
四
十
年
第
一
回
文
展
に
審

査
員
と
な
つ
て
「
武
士
の
山
狩
」
と
い
ふ
作
品
を
出
品
し
て
ゐ
る
、
亡
く
な
つ
た
の
は
明
治

四
十
年
で
、
こ
の
文
展
と
同
時
で
あ
つ
た
。（
年
五
十
二
歲
と
記
錄
に
あ
る
。）

　
こ
の
淺
井
氏
が
千
葉
縣
洋
畫
の
生
み
の
親
と
し
て
、
次
に
育
て
の
親
と
し
て
の
堀
江
正
章

氏
が
登
場
す
る
。

　
堀
江
氏
は
永
ら
く
千
葉
縣
中
學
校
の
敎
師
を
し
て
ゐ
た
か
ら
、
今
の
若
い
縣
出
身
の
作
家

は
相
當
氏
の
門
よ
り
出
た
と
い
つ
て
い
ゝ
ほ
ど
だ
。

　
さ
て
そ
の
堀
江
氏
だ
が
、
い
つ
か
私
の
先
生
で
あ
る
中
澤
弘
光
氏
が
書
い
て
ゐ
た
が
、

「
當
時
堀
江
正
章
と
い
ふ
人
が
あ
つ
て
、
私
は
そ
の
先
生
に
敎
つ
た
」

「
先
生
は
そ
の
後

何
か
の
都
合
で
千
葉
へ
行
か
れ
た
」
と
い
ふ
樣
な
事
を
云
つ
て
を
ら
れ
た
、
中
澤
先
生
は
今

六
十
幾
歲
だ
ら
う
か
ら
、
堀
江
氏
が
い
か
に
明
治
洋
畫
壇
の
先
覺
で
あ
つ
た
か
が
解
る
と
思

ふ
。
氏
は
つ
い
近
年
千
葉
に
於
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
生
前
街
の
風
呂
屋
な
ど
で
よ
く
こ

の
老
先
覺
者
を
み
た
私
な
ど
は
、
一
し
ほ
感
慨
が
深
い
わ
け
だ
。

　
さ
て
氏
の
事
は
ま
た
あ
と
で
述
べ
る
と
し
て
、
こ
の
堀
江
氏
に
續
い
て
、
千
葉
縣
か
ら
は

柳
敬
助
氏
が
出
て
ゐ
る
。

　
柳
氏
は
第
四
回
文
展（
明
治
四
十
三
年
）に
「
朱
胴
」
と
い
ふ
作
品
を
出
品
し
て
、
褒
狀
を

得
て
ゐ
る
か
ら
、
吾
が
千
葉
縣
と
し
て
は
相
當
歷
史
的
な
人
物
だ
と
い
ふ
事
が
出
來
る
、
氏
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は
好
ん
で
肖

畫
を
描
き
そ
の
大
部
分
の
作
品
も
み
ん
な
肖
像
畫
で
な
か
つ
た
ら
う
か
と
思

ふ
。
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
大
正
十
二
年
で
、
四
十
三
歳
の
若
さ
で
あ
つ
た
、
氏
は
東
京
美
術

學
校
を
出
る
と
米
國
へ
渡
り
、
佛
蘭
西
に
學
び

術
を
鍊
磨
し
た
と
い
ふ

錄
が
あ
る
か

ら
、
今
か
ら
考
へ
て
も
相
當
高
い
世
界
に
到
逹
さ
れ
て
ゐ
た
の
だ
と
思
ふ
、
こ
ゝ
で
想
ひ
出

す
の
は
氏
の
遺
作
展
が
大
正
十
二
年
に
三
越
で
開
か
れ
た
が
こ
れ
は
開
會
日
が
九
月
一
日
に

な
つ
て
ゐ
た
の
で
、
氏
の
ほ
と
ん
ど
の
作
品
は（
全
部
と
い
つ
て
い
ゝ
だ
ら
う
）あ
の
大
震
災

の
た
め
に
烏
有
に
き（
帰
）し

て
し
ま
つ
た
の
だ
、
こ
れ
は
惜
し
み
て
も
あ
ま
り
あ
る
事
で
氏
の
爲

め
、
ひ
い
て
は
千
葉
縣
洋
畫
の
た
め
に
殘
念
で
な
ら
な
い
。

　
こ
の
柳
氏
に
續
い
て
千
葉
縣
か
ら
大
野
隆
德
氏
が
出
て
ゐ
る
、
氏
は
ま
だ
存
命
中
で
あ
り

光
風
會
の
會
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
氏
の
畫
歷
を
簡
單
に
し
る
し
て
み
る
と
、

「
明
治
十
九
年
十
二
月
千
葉
縣
山
武
郡
福
岡
村
に
生
れ
た
、
千
葉
中
學
校
在
學
中
堀
江
正
章
氏

に
就
い
て
洋
畫
を
學
び
、
四
十
四
年
東
京
美
術
學
校
を
卒
業
、
屢
々
文
展
に
出
品
し
、
第
九

回
文
展
に
「
麥
は
た
き
」
を
出
品
し
て
三
等
賞
を
、
第
十
回
に
「
高
原
に
働
く
人
」
を
出
品

し
て
特
選
に
な
つ
た
、（
大
正
元
年
第
六
回
文
展
に
「
落
葉
を
拾
ふ
兒
等
」
を
出
品
し
て
褒
狀

首
席
を
得
）大
正
十
二
年
東
京
大
正
博
覽
會
に
「
木
蔭
の
人
等
」
を
出
品
し
て
二
等
賞
に
な
つ

た
、
大
正
十
一
、
二
年
歐
洲
に
遊
ん
だ
、
後
帝
展
に
推
薦
さ
れ
た
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。

　
こ
の
畫
歷
に
も
あ
る
樣
に
、
氏
は
千
葉
中
學
校
で
堀
江
氏
に
學
ん
で
、
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
ゐ
る
、
こ
ゝ
に
も
堀
江
氏
の
千
葉
縣
に
殘
し
た
功
績
の
一
端
が
發
見
さ
れ
る
。

　
そ
れ
か
ら
こ
れ
は
千
葉
縣
出
身
で
は
な
い
が
永
ら
く
千
葉
縣
に
住
ん
で
、
つ
い
三
年
程
前

亡
く
な
ら
れ
た
八
條
彌
吉
氏
が
あ
る
が
、
氏
な
ど
も
確
か
に
千
葉
縣
美
術
史
に
は
書
き
お
と

せ
な
い
人
物
だ
と
思
ふ
、
氏
は
洋
行
か
ら
歸
る
と
す
ぐ
千
葉
縣
に
居
を
か
ま
へ
た
ら
し
い
か

ら
、
作
家
的
に
は
千
葉
縣
人
と
し
て
一
向
さ
し
つ
か
へ
な
い
と
思
ふ
。

　
こ
の
八
條
氏
で
想
ひ
出
す
の
で
あ
る
が
、
前
記
の
中
澤
弘
光
先
生
が
八
條
氏
の
古
い
友
逹

で
あ
る
ら
し
く
、
先
生
の
作
品
中
に
あ
る
「
お
せ
ん
こ
ろ
が
し
の
宿
」
と
い
ふ
一
枚
な
ん
か

は
、
八
條
氏
が
千
葉
に
來
る
以
前
お
せ
ん
こ
ろ
が
し（
註
）に
居
た
と
云
ふ
か
ら
、
そ
こ
で
こ

の
二
長
老
が
仲
よ
く
畫
架
を
な
ら
べ
て
描
い
た
樣
を
想

し
て
、
獨
り
で
悅
に
入
つ
て
ゐ
る

次
第
で
あ
る
。

　
こ
の
外
千
葉
縣
洋
畫
史
に
と
つ
て
は
し
ば
ら
く
外
房
に
居
た
倉
田
白
羊
氏
や
、
草
土
社
時

代
の
硲
伊
之
助
氏
が
我
孫
子
に
居
た
事
な
ど
、
書
き
お
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
ふ
。

 

（
千
葉
市
役
所
勤
務
、
洋
畵
家
、
市
內
旭
町
一
九
）

 
 

 

『
千
葉
文
化
』
第
二
巻
第
一
号
　
一
九
四
〇
年
一
月
　
六
―
七
頁

（
註
）「
お
せ
ん
こ
ろ
が
し
」
と
は
、
現
在
の
勝
浦
市
か
ら
鴨
川
市
に
か
け
て
の
断
層
崖
。

（
2
）

　
續
稿
に
先
立
つ
て
大
變
有
難
い
、
そ
し
て
嬉
し
い
報
吿
を
し
た
い
と
思
ふ
。
そ
れ
は
前
々

號
發
表
の
も
の
に
對
し
て
東
方
文
化
學
院
の
多
田
寅
松
氏
か
ら
、
左
の
如
き
非
常
に
有
難
い

一
文
を
頂
戴
し
た
事
だ
。
こ
れ
は
氏
が
圖
書
館
宛
に
よ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
ゝ
に

そ
の
全
文
を
拜
借
し
て
、
こ
の
稿
に
光
り
と
正
確
さ
と
を
加
へ
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
ふ
。

（
總
て
原
文
の
ま
ゝ
で
あ
る
）

　
貴
館
益
々
御
隆
昌
之
段
奉
慶
賀
候
。
さ
て
此
の
度
は
「
千
葉
文
化
」
一
月
號
一
部
御
惠
贈

を
辱
う
し
難
有
奉
存
候
。

　
右
拜
讀
中
『
千
葉
縣
洋
畫
發
逹
史
』
に
就
き
思
ひ
出
候
ま
ゝ
二
件
記
述
仕
候
間
自
然
無
緣

寺
心
澄
氏
に
お
出
遇
の
折
お
は
し
候
は
ば
御
傳
言
の
程
願
上
候
。

　（
一
）日
本
の
洋
畫
は
明
治
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
、
洋
畵
は
、
日
本
に
渡

來
し
た
と
い
ふ
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
ふ
。（
原
文
）

　
　
日
本
の
洋
畫
は
明
治
以
後
に
隆
盛
に
な
つ
た
の
は
周
知
の
事
で
あ
る
に
し
て
も
、
德
川

時
代
の
畫
家
が
洋
畫
に
硏
究
を
積
み
其
の
作
品
の
今
日
猶
殘
存
す
る
も
の
の
少
な
く
な

く
な
い
事
を
思
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　（
二
）育
て
の
親
と
し
て
の
堀
江
正
章
氏
が
登
場
す
る（
原
文
）
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堀
江
氏
の
御
弟
子
の
中
に
錚
々
た
る
畫
家
の
輩
出
し
た
事
は
事
實
な
れ
ど
、
堀
江
氏
の

千
中
奉
職
は
明
治
三
十
五
年
以
降
な
り
。
堀
江
氏
の
歬
に
松
室
重
剛
氏（
後
學
習
院
敎

授
）明
治
十
八
年
よ
り
數
年
間
千
中
に
在
り
て
畫
學
を
敎
へ
、
松
室
氏
に
次
い
で
亘
理

寬
之
助
氏（
後
仙
臺
幼
年
學
校
敎
授
）明
治
二
十
二
年
よ
り
同
じ
く
千
葉
に
在
り
て
畫
學

を
敎
授
し
た
り
。
兩
氏
が
歬
後
し
て
草
昧
の
洋
畫
界（
千
葉
縣
）に
努
力
精
勵
せ
ら
れ
た

る
事
は
當
時
を
回
想
す
る
人
々
の
う
な
づ
く
處
と
思
ふ
。
こ
の
兩
氏
の
バ
ト
ン
を
つ
い

だ
の
が
堀
江
氏
で
す
。

以
　
上
　
　
　

　
　
　
昭
和
十
五
年
一
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
市
小
石
川
區
大
塚
町
五
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
方
文
化
學
院
　
多
田
寅
松
㊞

　
　
　
千
葉
縣
圖
書
館
御
中

　
こ
れ
が
そ
の
全
文
で
あ
る
。
大
變
有
難
い
し
、
堀
江
氏
以
前
に
於
け
る
そ
れ
こ
そ
「
草
昧

の
千
葉
縣
洋
畫
界
」
が
實
に
は
つ
き
り
す
る
し
、
私
に
と
つ
て
こ
ん
な
有
難
い
事
は
な
い
。

今
後
共
こ
う
し
た
事
に
つ
い
て
多
田
氏
に
は
勿
論
大
方
の
諸
賢
に
よ
ろ
し
く
御
敎
導
を
お
願

ひ
し
た
い
も
の
だ
。
筆
つ
い
で

―
と
い
つ
て
は
惡
い
が
、
こ
ゝ
で
少
し
ば
か
り
樂
屋
噺
を

す
れ
ば
、
私
は
堀
江
氏
に
つ
い
て
中
澤
弘
光
先
生
に
も
お
願
ひ
し
て
あ
る
し
、
次
々
出
て
來

る
で
あ
ら
う
「
く
ず
の
葉
會
」「
甘
茶
會
」
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
向
き
に
お
願
ひ
し
て
あ

る
の
で
、
い
ず
れ
く
わ
し
く
書
け
る
事
と
思
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
か
ら
も
一
つ
、
こ
れ
は
私
自

分
の
テ
イ
セ
イ
だ
が
、（
一
）の
終
り
に
「
草
土
社
時
代
の
は
ざ
ま
伊
之
助
氏
」
と
書
い
た
と

思
ふ
が
、
こ
れ
は
よ
く
考
へ
て
み
る
と
、
は
ざ
ま
氏
は
草
土
社
に
居
な
か
つ
た
樣
に
思
ふ

し
、
た
だ
當
時
の
作
風
が
多
分
に
草
土
社
風
の
影
響
を
認
め
る
の
で
、
そ
ん
な
事
を
つ
い
書

い
て
し
ま
つ
た
が
、
こ
れ
は
多
分
私
の
あ
や
ま
り
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
は
な
は
だ
あ
い
ま

い
な
事
を
書
い
て
申
わ
け
な
い
が
、
何
か
の
機
會
に
は
つ
き
り
し
ら
べ
て
み
や
う
と
思
つ
て

ゐ
る
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
今
月
は
堀
江
氏
に
つ
き

八
條
彌
吉
氏
に
つ
い
て
書
い
て
み

る
は
ず
だ
つ
た
が
、
思
ふ
樣
に
材
料
が
集
ま
ら
な
い
で
、
こ
れ
は
あ
ら
た
め
て
書
く
外
な

い
。

二

　「
第
一
回
千
葉
藝
術
院
展
覽
會
」
こ
う
書
い
た
立
て
看
板
が
、
本
千
葉
驛
前
の
日
赤

部

の
門
前（
勿
論
舊
日
赤
で
あ
る
）に
立
て
ら
れ
た
の
が
、
千
葉
縣
に
於
け
る
美
術
展
覽
會
の
濫

觴
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
ふ
。

　
今
か
ら
十
八
九
年
前
で
、
大
正
十
年
か
十
一
年
の
夏
だ
つ
た
と
思
ふ
。

　
こ
れ
は
圓
治
月
潭
、
菅
谷
元
三
郞
、
石
渡
山
逹
、
平
野
喜
三
郞
、
藤
田
綠（
今
の
藤
田
水

祥
）と
い
ふ
人
逹
の
發
起
に
な
つ
た
も
の
で
私
も
一
枚
入
れ
て
も
ら
つ
て
ゐ
た
。

　
こ
の
展
覽
會
は
第
一
回
だ
け
で
終
つ
て
し
ま
つ
た
が
、
洋
畫
日
本
畫
の
二
つ
か
ら
成
る
も

の
で
、
日
本
畫
の
方
で
は
亡
く
な
つ
た
桐
谷
洗
隣
、
同
天
香
女
史
、
そ
れ
か
ら
今
の
大
木
豊

平
、
圓
治
氏
夫
人
に
な
つ
て
ゐ
る
丸
山
照
玉
女
史
、
と
い
つ
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
つ
た
。

　
勿
論
此
外
相
當
の
人
數
が
千
葉
縣
下
か
ら
馳
せ
集
ま
つ
て
、
實
に
壯
觀
で
あ
つ
た
。
今
思

ひ
出
し
て
も
當
時
の
盛
會
さ
が
は
つ
き
り
わ
か
る
が
、
入
口
か
ら
會
場
に
至
る
ハ
シ
ゴ
段

は
、
そ
れ
こ
そ
押
す
な
押
す
な
の
有
樣
だ
つ
た
。
當
時
と
し
て
は
め
ず
ら
し
か
つ
た
だ
ら
う

し
、

觀
客
も
熱
心
だ
つ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
思
ひ
出
さ
れ
る
の
は
こ
の
展
覽
會
は
目
錄
を

十
錢
で
賣
つ
て
ゐ
た
。
と
こ
ろ
が
た
ち
ま
ち
賣
れ
つ
く
し
て
、
あ
と
は
謄
寫
版
ず
り
の
お
そ

ま
つ
な
も
の
だ
つ
た
が
、
そ
れ
で
も
後
か
ら
後
か
ら
と
賣
れ
て
い
つ
た
。（
こ
れ
に
つ
い
て

は
後
か
ら
く
わ
し
く
書
く
）

 

（
洋
畫
家
千
葉
市
役
所
勤
務
　
市
內
旭
町
一
九
）

 
 

 

『
千
葉
文
化
』
第
二
巻
第
三
号（
通
巻
第
一
一
号
）　
一
九
四
〇
年
三
月
　
二
―
三
頁

（
註
）文
中
の
「
く
ず
の
葉
會
」、「
甘
茶
會
」
に
つ
い
て
は
不
明
。

 
本
連
載
は
二
回
の
み
で
未
完
。
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出
洲
海
岸

「
か
し
ふ
ね
」
と
書
か
れ
た
看か

ん

板ば
ん

が
立
つ
て
ゐ
る

文
字
は
赤

光
る
白
ペ
ン
キ
の
地
だ

看か
ん

板ば
ん

を
押
さ
へ
た
兩れ
う

脇わ
き

の
棒ぼ
う

は
黑く
ろ

看か
ん

板ば
ん

の
臺
は
舟ふ
ね

板い
た

で
あ
る

看か
ん

板ば
ん

の
向
ふ
に
赤
い
屋
根ね

の
建
物

壁
の
色
は
黃

建
物
の
向
ふ
は
海

海
の
向
ふ
は
遙
か
に
山

空
は
夏
空

レ
モ
ン
ヱ
ー
ロ
ウ
の
雲
が
浮
い
て
ゐ
る

そ
の
夏
空
を
映
し
た
灣わ
ん

の
水
は
、
死し

ん
だ
や
う
に
靜し
づ

か
で
あ
る

荷に

船ふ
ね

が
二
つ

そ
の
荷に

船ふ
ね

か
ら
こ
つ
ち

陸
に
あ
げ
ら
れ
た
ボ
ー
ト
が
三
つ

和
船せ
ん

が
二
つ

ボ
ー
ト
の
色
は
黃
と
褐
色
と
水
色
で
あ
る

和
船せ
ん

と
違ち
が

つ
た
ボ
ー
ト
の
線せ
ん

は

流な
が

れ
る
や
う
な
美
し
さ
だ

こ
の
ボ
ー
ト
と
看か
ん
ば
ん板

と
の
間
に

夏
の
構こ
う

圖づ

が
か
く
さ
れ
て
ゐ
た

 
 

 

『

賣
新
聞
』
千
葉
版（
千
葉

賣
）　
一
九
四
〇
年
五
月
四
日
　
八
面

（
註
）「
出
洲
海
岸
」
は
『

賣
新
聞
』
千
葉
版（
千
葉

賣
）紙
上
で
千
葉
県
下
の
画
家
に
よ
る
連
載
「
初
夏
　

房
総
と
こ
ろ
〴
〵
」
の
第
一
回
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
本
文
の
ほ
か
、「
無
緣
寺
氏
は
卅
五
歳
、
帝
展
第

二
部
入
選
三
回
、
現
にマ
マ

日
本
水
彩
畵
會
並
に
白
日
會
々
員
、
千
葉
市
旭
町
一
九
に
居
住
」
と
い
う
紹
介
文

が
附
さ
れ
て
い
る
。
ル
ビ
は
初
出
の
通
り
。

﹇
追
記
﹈　
今
回
、
無
緣
寺
心
澄
の
年
譜
と
文
献
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
藤
井
正
春
、
白
井
孝
、
船
津
巳
紅

（
学
校
法
人
　

日
出
学
園
）、
宮
崎
安
章（
有
限
会
社
　

修
復
研
究
所
21
）の
各
氏
お
よ
び
、
次
の
各
組
織
・
団
体
よ

り
貴
重
な
情
報
を
御
提
供
賜
り
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
謹
ん
で
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す（
五
〇
音
順
）。

千
葉
県
立
中
央
図
書
館
、
千
葉
市
総
務
局
総
務
部
人
事
課
、
千
葉
市
中
央
図
書
館
、
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓

会
、
ち
ば
民
報
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
　

東
京
文
化
財
研
究
所
、
公
益
社
団
法
人
　

日
本
水
彩
画

会
、
白
日
会

（
二
〇
一
四
・
八
・
二
八
　

科
記
）

「
出
洲
海
岸
」
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A Chronological Record of Muenji Shinchō and His Writings

Hideya Warashina 

 Muenji Shinchō (real name: Fujii Shigeki; 1905-45), was an artist who was born, and died, in Chiba City. 
From around the year 1925, he submitted works to exhibitions held by fine arts institutions. His work was se-
lected on three occasions for exhibitions at the Imperial Academy of Fine Arts (Teiten). He also gathered to-
gether artists from various fields to hold regular exhibitions and to give art classes in Chiba prefecture, which, 
before the Second World War, had seen no modern exhibitions held. 
 Chiba City acquired over 900 of his works from his nephew, Mr. Shirai Saburō, in the late 1980s. Many of 
them were landscape paintings of Chiba City (before the air raids on Chiba by the United States Army Air 
Forces of 15th June and 7th July, 1945). They are painted in his own Fauvistic style that he began in his late 
teens, and used materials such as watercolour and tempera on paper. 
 Previously, the only means of knowing of Muenji’s production was from a resumé written by himself, and 
a very simple chronological record put together by Mr. Shirai. Through the current necessity of organizing his 
works at the Chiba City Museum of Art, a new chronological record has been compiled based on the old. It is 
accompanied by a re-recording of his writings on art in this bulletin.
 An interesting matter to come to light on this occasion is the fact that he was responsible for the book de-
sign for a documentary novel (of a propaganda nature), on the theme of the Second Sino-Japanese War, written 
by his friend from elementary school times, Ueda Hiroshi (real name: Hamada Noboru; 1905-66), and for pro-
viding illustrations for many of Ueda’s novels appearing in journals. His work was seen by many Japanese of 
that era. 
 This is the record, then, of the local artist living in the suburbs of Tokyo from the mid 1920s until 1945.  
 (Translated by Barbara Cross)
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岡
本
秋
暉（
一
八
〇
七
〜
六
二
）は
江
戸
の
町
人
の
出
で
小
田
原
藩
士
岡
本
家
の
養
子
と
な

っ
た
。
藩
の
江
戸
中
屋
敷
に
勤
め
な
が
ら
、
時
に
は
藩
の
御
殿
を
飾
る
障
壁
画
を
制
作
し
た

り
、
ま
た
藩
と
は
関
係
な
く
作
画
を
行
っ
た
り
し
た
。
本
稿
で
は
秋
暉
の
作
品
を
年
代
順
に

モ
チ
ー
フ
、
吉
祥
画
題
も
含
め
、
享
保
十
六
年（
一
七
三
一
）に
来
日
し
て
日
本
絵
画
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
中
国
人
画
家
沈
南
蘋
の
画
風
と
の
関
係
に
注
目
し
て
見
て
い
く
。
特
に
江

戸
の
地
で
根
強
く
支
持
さ
れ
た
沈
南
蘋
の
画
風
、
南
蘋
風
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
秋
暉
の
師
は
大
西
圭
斎
で
あ
る
 1
。
松
崎
慊
堂
『
慊
堂
日
暦
』
の
天
保
六
年（
一
八
三
五
）

十
月
二
十
七
日
の
記
述
は
、
圭
斎
が
中
津
藩
に
仕
え
た
こ
と
、
宋
紫
石
に
学
ん
だ
こ
と
、
中

国
明
時
代
の
画
家
林
良
の
画
風
を
慕
っ
た
こ
と
、
文
政
十
二
年（
一
八
二
九
）に
五
十
七
歳
で

没
し
た
こ
と
、
岡
本
秋
暉
の
師
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
 2
。
秋
暉
は
圭
斎
を
重
ん
じ
て
お

り
、
友
人
林
鶴
梁
の
日
記
に
圭
斎
の
三
十
三
回
忌
の
仏
事
が
載
る
。
宋
紫
石
は
長
崎
で
熊
斐

に
つ
い
て
沈
南
蘋
の
画
風
を
学
び
、
江
戸
の
地
に
南
蘋
風
を
広
め
た
。
ま
た
田
能
村
竹
田

『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
は
圭
斎
に
つ
い
て
、
中
津
藩
の
画
員
で
江
戸
住
で
あ
っ
た
こ
と
、
明

人
の
鉤
花
点
葉
の
法
に
仿
い
、
清
の
蒋
廷
錫
に
も
学
ん
だ
こ
と
を
記
し
、
伝
聞
で
「
初
め
沈

南
蘋
を
学
ぶ
」
と
も
あ
る
。
圭
斎
は
南
蘋
風
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
没
後
の
嘉
永
六
年（
一

八
五
三
）出
版
の
『
古
今
南
画
要
覧
』
に
お
い
て
は
南
蘋
派
の
絵
師
を
集
め
た
「
沈
氏
余
流
」

の
欄
に
載
る
 3
。
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）発
行
の
『
南
宗
書
画
品
価
録
』
で
も
「
沈
氏
余

派
」
の
欄
に
名
が
あ
り
、
幕
末
の
『
現
故
書
画
高
名
一
覧
』
に
は
「
儒
詩
書
画
」
と
し
て
載

る
も
の
の
、
圭
斎
は
お
お
む
ね
南
蘋
風
で
描
く
画
家
、
南
蘋
派
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
実
際

の
遺
品
に
は
南
蘋
風
と
は
言
い
切
れ
な
い
淡
彩
の
花
鳥
画
も
多
い
 4
。

　
岡
本
秋
暉
は
師
系
か
ら
南
蘋
風
を
学
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
秋
暉
は
南
蘋
派
と
見

な
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
師
の
圭
斎
が
南
蘋
派
の
絵
師
と
し
て
載
っ
て
い
た
『
古
今
南

画
要
覧
』
で
は
特
に
区
分
の
な
い
南
画
と
し
て
左
側
「
不
判
優
劣
」
の
三
段
目
に
岡
秋
暉
と

し
て
載
る
。『
南
宗
書
画
品
価
録
』
で
は
南
北
一
致
の
欄
に
名
が
見
え
る
。『
現
故
書
画
高
名

一
覧
』
の
よ
う
に
、
南
蘋
派
の
絵
師
を
集
め
た
「
沈
宋
雅
尚
」
に
載
る
場
合
も
あ
っ
た
 5
。

江
戸
時
代
中
期
か
ら
、
新
し
い
中
国
絵
画
及
び
そ
の
画
風
を
取
り
入
れ
て
日
本
で
描
か
れ
た

絵
が
唐
画
と
呼
ば
れ
て
流
行
し
た
。
江
戸
で
は
北
宗
を
取
り
入
れ
た
南
画
の
谷
文
晁
一
派
が

大
き
な
勢
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
用
語
と
し
て
の
唐
画
は
廃
れ
、
唐
画
と
呼
ば
れ
た
絵
は

南
画
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。
南
画
に
限
定
し
な
い
唐
画
の
用
法
が
廃
れ
る
時
期
に
秋
暉
は

活
動
を
始
め
た
た
め
、
唐
画
と
直
接
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
南
画
に
、
と
き

に
南
蘋
派
に
分
類
さ
れ
る
秋
暉
は
唐
画
の
絵
師
と
言
え
る
。

　
現
在
知
ら
れ
る
も
の
で
最
も
早
い
天
保
二
年
の
年
記
を
伴
う
「
孔
雀
図
」（
摘
水
軒
記
念
文

化
振
興
財
団
蔵
、
図
1
）は
南
蘋
派
で
も
よ
く
描
か
れ
た
牡
丹
と
孔
雀
を
描
く
が
、
描
写
は

全
く
南
蘋
風
で
は
な
い
。
牡
丹
の
花
び
ら
は
墨
の
輪
郭
線
が
は
っ
き
り
と
見
え
量
感
も
な

い
。
数
少
な
い
大
西
圭
斎
の
現
存
作
品
と
も
あ
ま
り
似
て
い
な
い
。
圭
斎
に
師
事
す
る
前
に

狩
野
派
に
学
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　「
月
下
双
鹿
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）は
落
款
の
書
体
が
楷
書
体
で
あ
る
こ
と

と
、
天
保
二
年
の
「
孔
雀
図
」
と
同
じ
「
隆
仙
字
柏
樹
」
朱
文
方
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早

江
戸
の
南
蘋
派
末
流
　
岡
本
秋
暉

伊
　
藤
　
紫
　
織
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い
時
期
の
作
品
と
見
ら
れ
る
。
満
月
に
照
ら
さ
れ
た
水
流
を
渡
る
つ
が
い
の
鹿
を
描
く
。
よ

く
似
た
姿
形
で
、
も
う
少
し
粗
っ
ぽ
く
雄
鹿
を
描
い
た
「
鹿
渡
河
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振

興
財
団
蔵
）に
は
中
国
清
代
の
画
家
、
呂
時
敏
に
倣
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
つ
が
い

の
鹿
が
河
を
渡
る
画
題
は
「
探
幽
縮
図
　
百
鹿
図
巻
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）に
も
見
ら
れ

る
6
。
画
面
を
小
さ
く
、
単
純
化
し
て
墨
だ
け
で
描
い
た
「
月
下
双
鹿
図
」（
小
田
原
市
郷
土

文
化
館
蔵
）も
あ
る
。
鹿
は
長
寿
の
象
徴
で
あ
り
、
つ
が
い
の
鹿
は
夫
婦
揃
っ
て
の
長
寿
を

意
味
す
る
吉
祥
画
題
で
、
南
蘋
派
で
も
よ
く
描
か
れ
た
。
樹
皮
の
執
拗
な
描
写
や
樹
木
の
穴

の
表
現
に
部
分
的
な
南
蘋
風
を
認
め
う
る
。

　「
春
秋
花
鳥
図
屏
風
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）も
「
隆
仙
字
柏
樹
」
朱
文
方
印
が

あ
る
こ
と
か
ら
早
い
時
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
横
長
の
大
画
面
は
宋
紫
石
と
そ
の
系
統

に
若
干
の
作
例
が
あ
る
が
、
南
蘋
派
に
は
作
例
が
少
な
い
。
秋
暉
は
横
長
の
大
画
面
の
構
成

を
別
の
画
派
の
作
品
、
例
え
ば
狩
野
派
等
に
学
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。
梅
の
木
や
岩
の
描
き
方

な
ど
部
分
的
な
描
写
に
は
南
蘋
風
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
天
保
六
年
の
「
花
鳥
図
」
は
画
面
上
部
の
蠟
梅
の
枝
の
細
か
い
筆
致
や
画
面
中
央
部
の
芙

蓉
の
輪
郭
を
と
ら
な
い
立
体
的
な
表
現
が
南
蘋
風
で
あ
る
。
た
だ
し
葉
な
ど
は
薄
塗
り
で
南

蘋
風
で
は
な
い
。「
花
鳥
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）も
落
款
の
書
体
か
ら
見
て
、

秋
暉
の
画
業
の
早
い
時
期
、
天
保
年
間
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
三
幅
の
う
ち
右
幅

の
、
柳
、
桃
、
燕
の
取
り
合
わ
せ
は
『
沈
南
蘋
画
図
百
幅
』
に
載
る
「
桃
柳
四
燕
」
を
連
想

さ
せ
る
。「
桃
柳
四
燕
」
と
は
桃
、
柳
で
春
を
表
し
、
四
羽
の
燕
を
描
い
て
四
燕
が
賜
宴
と

音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
朝
廷
よ
り
酒
宴
を
賜
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
燕
の
数
に
意
味
が

あ
る
が
、「
花
鳥
図
」
右
幅
の
燕
は
二
羽
で
あ
る
。
秋
暉
は
、「
桃
柳
四
燕
」
を
描
い
た
南
蘋

風
の
作
品
に
倣
っ
て
「
花
鳥
図
」
を
描
く
が
、
画
題
の
意
味
を
受
け
継
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
描
写
も
あ
ま
り
南
蘋
風
で
は
な
い
。

　
天
保
十
一
年
の
「
雲
龍
図
」（
教
学
院
蔵
）に
積
極
的
に
南
蘋
風
を
認
め
る
の
は
難
し
い
。

沈
南
蘋
の
龍
図
は
伝
わ
ら
な
い
。
南
蘋
派
の
画
家
で
は
森
蘭
斎
、
董
九
如
に
龍
の
作
例
が
あ

る
が
、
彼
ら
も
南
蘋
風
と
は
定
め
が
た
い
画
風
で
描
い
て
い
る
。
同
年
の
「
花
鳥
図
」（
最
乗

寺
蔵
）は
十
二
図
の
う
ち
六
図
が
残
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
構
図
や
モ
チ
ー
フ
は
南

蘋
派
の
十
二
幅
の
花
鳥
図
と
関
連
付
け
ら
れ

る
。
植
物
は
粗
放
な
画
風
で
南
蘋
風
で
は
な

い
が
、「
花
鳥
図
」
第
二
図
の
外
隈
と
墨
線
で

表
し
た
鷺
の
姿
は
大
西
圭
斎
「
蘆
鷺
図
」
に

通
じ
る
。
鳥
は
部
分
的
に
細
か
い
毛
描
を
施

し
て
南
蘋
風
で
あ
る
。

　
天
保
十
四
年
の
年
記
が
あ
る
秋
暉
「
花
鳥

図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
2
）

に
見
る
、
横
幅
で
斜
め
に
枝
が
下
が
る
構
図

は
梅
と
白
頭
翁
や
綬
帯
鳥
の
組
み
合
わ
せ
で

諸
葛
監
「
白
梅
薔
薇
白
頭
翁
図
」
や
源
鸞
卿

「
梅
に
綬
帯
鳥
図
」
の
作
品
に
も
見
ら
れ
、
そ

の
点
で
は
南
蘋
派
の
影
響
下
に
あ
る
。
し
か

し
諸
葛
監
や
源
鸞
卿
の
作
品
で
は
梅
を
描
い

図
1
　「
孔
雀
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）　
天
保
二
年（
一
八
三
一
）

図
2
　「
花
鳥
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）　

　
　
　
天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）
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て
い
た
も
の
が
、
秋
暉
で
は
何
の
花
木
を
描
い
た
の
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
し
、
鳥
も
特
に

吉
祥
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
寸
法
、
年
記
、
画
風
か
ら
見
て
「
梅
花
黄
鳥
図
」（
神
奈
川
県

立
歴
史
博
物
館
蔵
）、「
鵜
図
」（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）と
一
連
の
作
品
で
あ
る
。「
鵜

図
」
に
は
「
呂
時
敏
法
を
法
と
す
」
と
あ
っ
た
。
画
面
は
南
蘋
風
で
は
な
い
。

　「
老
松
孔
雀
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
3
）は
干
支
印
か
ら
弘
化
三
年（
一

八
四
六
）の
作
と
わ
か
る
。
松
は
葉
、
幹
と
も
水
墨
で
表
さ
れ
る
が
、
花
、
孔
雀
は
着
色
で

あ
る
。
胡
粉
と
臙
脂
で
立
体
感
を
出
す
花
び
ら
の
描
き
方
は
南
蘋
風
で
あ
る
。
画
面
全
体
に

墨
を
刷
い
て
い
る
の
も
南
蘋
風
と
言
え
る
。
斜
め
対
角
線
上
に
樹
木
を
描
く
宋
紫
石
「
孔
雀

緋
鸚
哥
図
」（
厳
島
神
社
蔵
）の
構
図
を
反
転
さ
せ
る
と
「
老
松
孔
雀
図
」
に
近
い
。
こ
の
構

図
は
伊
藤
若
冲
「
動
植
綵
絵
　
老
松
孔
雀
図
」
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
沈
南
蘋
に
も

と
に
な
る
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
孔
雀
は
美
し
い
羽
の
描
写
に
南
蘋
風
の
精
緻
な
描
写

を
生
か
せ
る
画
題
と
し
て
南
蘋
派
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
あ
っ
た
。
孔
雀
の
羽
に
は
金
を
控
え

め
に
用
い
て
い
る
。「
白
鷺
図
」（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）は
印
章
よ
り
弘
化
四
年
の
作
と
見
ら

れ
る
。

　
嘉
永
五
年
の
「
松
鷹
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）は
水
墨
を
基
調
と
し
つ
つ
、

松
葉
、
鷹
の
一
部
に
彩
色
を
施
し
、
水
墨
と
着
色
が
混
在
し
て
い
る
。
画
面
を
横
切
る
樹
木

は
鳥
の
羽
根
を
多
く
見
せ
る
た
め
に
南
蘋
派
が
た
び
た
び
用
い
た
画
面
構
成
で
あ
る
。
同
年

の
「
蒼
松
孔
雀
図
」（
松
岡
美
術
館
蔵
）で
は
孔
雀
の
羽
に
金
が
多
く
用
い
ら
れ
、
特
に
首
か

ら
背
に
か
け
て
面
と
し
て
金
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
面
と
し
て
の
金
の
使
い
方
は
安
永
八
年

（
一
七
七
九
）の
宋
紫
石
「
鯉
図
」（
徳
本
寺
蔵
）の
鯉
と
近
く
、
南
蘋
派
に
由
来
す
る
描
写
と

考
え
ら
れ
る
。
背
地
に
墨
を
刷
く
の
も
南
蘋
派
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
塗
り
残
し
で
月
を
表

し
、
松
は
墨
を
基
調
に
一
部
点
苔
と
葉
に
緑
青
を
用
い
る
。

　
嘉
永
六
年
の
「
孔
雀
図
」（
図
4
）の
画
面
は
雌
雄
の
孔
雀
を
梅
の
木
を
止
ま
り
木
の
よ
う

に
使
っ
て
上
下
に
配
置
し
た
も
の
 7
。
春
の
花
で
あ
る
梅
、
夏
の
花
の
河
骨
、
秋
に
咲
く
菊

が
混
在
す
る
の
は
四
季
を
通
じ
て
、
一
年
中
の
意
味
に
解
釈
で
き
る
。
極
め
て
細
か
い
描
写

の
孔
雀
に
対
し
て
、
植
物
は
や
や
輪
郭
線
が
目
立
ち
、
色
も
薄
い
。
特
に
小
菊
の
描
写
は
、

南
蘋
風
よ
り
も
中
国
の
画
家
惲
南
田
の
影
響
を
受
け
た
渡
辺
崋
山
や
椿
椿
山
の
草
花
の
表
現

に
近
い
。
岩
に
は
太
い
輪
郭
線
を
用
い
て
い
る
。
梅
の
幹
は
輪
郭
線
を
と
り
つ
つ
、
細
か
い

筆
を
重
ね
た
執
拗
な
描
写
で
あ
る
。
同
じ
年
の
「
四
時
群
禽
群
芳
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振

興
財
団
蔵
、
図
5
）も
早
春
か
ら
夏
の
花
が
一
度
に
咲
い
て
い
て
、
異
な
る
季
節
の
花
を
合

わ
せ
て
描
く
四
季
の
表
現
と
理
解
で
き
る
。
岩
の
表
現
は
「
孔
雀
図
」
と
近
い
。
同
年
の

「
牡
丹
孔
雀
図
」（
松
岡
美
術
館
蔵
）は
背
地
に
墨
を
刷
い
て
塗
り
残
し
で
雪
を
表
す
。
牡
丹
の

花
び
ら
、
葉
に
は
墨
の
輪
郭
線
が
見
え
、
あ
ま
り
南
蘋
風
の
描
写
で
は
な
い
。
同
年
の
「
金

鶏
鳥
図
」（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）は
金
鶏
鳥
の
背
中
の
羽
が
孔
雀
と
同
じ
く
南
蘋
風

図
3
　「
老
松
孔
雀
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）　
弘
化
三
年（
一
八
四
六
）

図
4
　「
孔
雀
図
」（
個
人
蔵
）　
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）
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の
濃
密
な
描
写
で
あ
る
も
の
の
尾
羽
、
首
は
墨
線
が
目
立
つ
。
椿
？
や
タ
ン
ポ
ポ
の
葉
も
淡

く
墨
混
じ
り
で
南
蘋
風
と
言
う
よ
り
は
、
惲
南
田
の
影
響
を
受
け
た
渡
辺
崋
山
や
椿
椿
山
の

花
鳥
画
の
画
風
と
近
い
。
崋
山
、
椿
山
は
来
日
し
た
中
国
人
画
家
張
秋
穀
の
作
品
を
通
じ
て

惲
南
田
風
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
椿
山
は
秋
穀
の
作
品
を
縮
図
に
残
す
。

　
嘉
永
七
年
の
「
花
鳥
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）は
、
春
の
梅
と
薔
薇
に
鴨
、
鵜
、
小
禽

を
描
く
。
梅
と
薔
薇
に
は
吉
祥
の
意
味
合
い
が
あ
り
、
鴨
は
偏
が
甲
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
科

挙
の
合
格
者
科
甲
に
通
じ
る
。
梅
の
幹
の
執
拗
な
描
写
、
薔
薇
の
花
の
立
体
的
な
描
写
、
鴨

の
羽
毛
の
濃
い
彩
色
と
い
っ
た
画
風
も
南
蘋
風
で
あ
る
。
岩
は
輪
郭
線
が
強
い
。
同
年
「
試

墨
孔
雀
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）は
孔
雀
と
松
を
墨
だ
け
で
紙
に
描
い
た
作
品
。

孔
雀
の
姿
形
は
前
年
の
絹
本
着
色
の
「
孔
雀
図
」
の
雄
孔
雀
と
そ
っ
く
り
で
、
松
と
梅
の
違

い
は
あ
る
が
画
面
を
斜
め
に
横
切
る
樹
木
の
か
た
ち
も
よ
く
似
て
い
る
。
江
戸
で
秋
暉
以
前

に
活
動
し
た
南
蘋
派
の
画
家
森
蘭
斎
に
「
墨
牡
丹
図
」（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
）の
よ
う
な
着

色
表
現
を
水
墨
に
置
き
換
え
た
作
品
も
あ
り
、
着
色
に
向
い
た
画
題
を
水
墨
で
描
く
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
た
の
で
南
蘋
風
と
し
て
理
解
で
き
る
。
同
じ
年
の
「
銀
島
白
鷹
図
」（
摘
水
軒
記

念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
6
）は
荒
波
が
打
ち
寄
せ
る
海
中
の
岩
に
と
ま
る
一
羽
の
白
鷹
で
、

英
雄
の
英
と
同
じ
発
音
で
あ
る
鷹
が
一
羽
で
た
た
ず
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
英
雄
独
立
と
読
み

と
れ
る
画
題
で
あ
る
。
こ
の
図
様
は
中
国
宋
代
の
徽
宗
皇
帝
が
描
い
た
鷹
図
の
伝
統
に
連
な

る
も
の
で
、
狩
野
探
幽
が
名
家
の
画
風
に
倣
っ
た
『
学
古
帖
』
の
巻
頭
に
も
現
れ
る
。
ジ
グ

ザ
グ
に
長
く
伸
び
る
波
頭
は
南
蘋
風
と
言
え
る
。

　
安
政
二
年（
一
八
五
五
）の
「
名
花
双
禽
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）は
梅
に
と

ま
る
鳥
の
尾
羽
が
若
干
短
い
が
、
そ
の
鳥
を
綬
帯
鳥
と
見
れ
ば
、
梅
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、

南
蘋
派
で
よ
く
描
か
れ
た
「
斉
眉
長
寿
」
の
画
題
で
あ
る
。
菊
、
水
仙
は
吉
祥
の
意
味
が
あ

る
。
梅
、
紫
陽
花
、
菊
、
水
仙
で
四
季
の
花
と
い
う
意
味
に
も
と
れ
る
。
沈
南
蘋
が
紫
陽
花

を
描
い
た
例
が
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
佚
山
に
「
紫
陽
花
群
禽
図
」
が
あ
り
、
宋
紫
石
が

「
柳
に
鶏
図
」
で
紫
陽
花
を
描
い
て
い
る
の
で
、
南
蘋
派
の
先
例
が
あ
る
。「
名
花
双
禽
図
」

で
は
菊
の
葉
が
墨
で
表
さ
れ
、
ま
た
水
仙
の
葉
に
輪
郭
が
目
立
ち
、
画
面
全
体
が
南
蘋
風
と

言
う
わ
け
で
は
な
い
。
同
年
の
「
老
松
栖
鷲
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）に
見
る
、

図
6
　「
銀
島
白
鷹
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）　
嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）

図
5
　「
四
時
群
禽
群
芳
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）　
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）
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樹
木
が
画
面
を
横
切
る
画
面
構
成
は
、
南
蘋
派
が
た
び
た
び
用
い
た
も
の
で
、
嘉
永
五
年
の

「
松
鷹
図
」
を
反
転
さ
せ
た
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。「
老
松
栖
鷲
図
」
も
「
試
墨
孔
雀
図
」
同

様
に
着
色
表
現
を
前
提
と
し
た
水
墨
画
で
あ
る
。
か
す
れ
た
よ
う
な
筆
跡
で
羽
先
を
表
し
、

水
気
の
多
い
墨
で
背
中
の
羽
根
の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
様
子
を
描
き
出
し
て
い
る
。
松
の
樹
皮

は
濃
淡
の
墨
で
細
か
い
筆
致
、
点
を
用
い
て
乾
い
た
感
じ
を
表
し
、
白
く
塗
り
残
す
部
分
と

の
対
比
に
よ
っ
て
幹
の
量
感
を
示
す
。
ま
た
同
じ
年
の
「
双
兎
図
」（
出
光
美
術
館
蔵
）は
胡
粉

で
薔
薇
に
立
体
感
を
出
す
と
こ
ろ
は
南
蘋
風
と
言
え
る
が
、
兎
の
毛
描
は
薄
く
、
体
の
量
感

も
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ず
全
体
は
南
蘋
風
で
は
な
い
。『
諸
名
家
画
帖
』（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興

財
団
蔵
）に
含
ま
れ
る
岡
本
秋
暉
「
梅
に
小
禽
図
」（
図
7
）に
は
同
年
二
月
の
年
記
が
あ
る
。

「
椿
に
禽
鳥
図
」（
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料
館
蔵
）も
同
年
の
作
品
で
「
法
宋
人
筆
」
と
あ
る
。

　
安
政
三
年
の
「
牡
丹
孔
雀
図
」（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）は
孔
雀
が
南
蘋
風
の
描
写
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
牡
丹
の
花
、
葉
の
彩
色
が
薄
く
、
笹
は
墨
の
輪
郭
線
を
と
っ
て
い
て
必
ず

し
も
南
蘋
風
で
は
な
い
。
背
地
に
帯
状
に
墨
を
刷
く
の
は
南
蘋
風
と
も
言
え
る
が
、
孔
雀
が

い
る
地
面
と
背
地
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
岩
は
輪
郭
線
が
目
立
ち
、
師
圭
斎
が
宋
紫

石
か
ら
受
け
継
い
で
い
た
、
皺
法
の
代
わ
り
に
細
か
い
筆
跡
を
重
ね
て
立
体
感
を
出
す
表
現

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
同
年
「
白
梅
に
孔
雀
図
」
の
梅
の
幹
に
見
る
よ
う
な
墨
の
筆
致
を
重

ね
て
凹
凸
を
強
調
し
た
し
つ
こ
い
描
写
は
秋
暉
の
南
蘋
風
理
解
な
の
だ
ろ
う
。
黄
色
い
花
は

蠟
梅
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
幹
は
普
通
の
梅
の
よ
う
だ
。
初
夏
に
咲
く
蠟
梅
も
あ
る

が
、
そ
れ
と
は
葉
や
幹
の
感
じ
が
異
な
る
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
咲
く
小
菊
、
芙
蓉
と
春
先

の
梅
が
一
画
面
に
描
か
れ
る
と
す
れ
ば
、
異
な
っ
た
季
節
の
花
を
一
画
面
に
盛
り
込
む
吉
祥

画
題
の
四
季
を
暗
示
す
る
。
し
か
し
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
示
し
て
は
い
な
い
。
同
年
「
藤

花
双
鶏
図
」
は
雄
鶏
の
腹
部
の
羽
が
濃
彩
で
細
か
く
描
か
れ
る
も
の
の
、
竹
の
葉
は
輪
郭
が

見
え
、
藤
の
描
写
は
淡
く
南
蘋
風
と
は
見
え
な
い
 8
。
同
年
「
梅
に
孔
雀
図
」
は
画
面
を
斜

め
に
横
断
す
る
梅
の
幹
に
孔
雀
が
と
ま
る
。
梅
の
幹
、
枝
は
短
い
墨
線
を
重
ね
て
立
体
的
に

表
す
。
孔
雀
は
背
中
か
ら
尾
羽
を
見
せ
る
姿
を
と
る
。
精
緻
な
描
写
の
濃
い
彩
色
で
南
蘋
風

だ
が
、
金
の
使
用
は
少
な
い
。

　
安
政
四
年
の
「
花
卉
孔
雀
図
」（
松
岡
美
術
館
蔵
）の
孔
雀
は
金
の
面
的
な
使
用
が
目
立
つ
。

孔
雀
は
南
蘋
風
だ
が
、
菊
、
葛
等
の
草
花
は
淡
彩
で
あ
る
。
水
流
の
あ
る
自
然
景
を
伴
う
。

「
老
松
双
鶴
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
8
）は
佐
藤
一
斎（
一
七
七
二
〜
一
八

五
九
）の
題
が
あ
り
、
題
の
「
八
十
六
翁
」
は
安
政
四
年
に
あ
た
る
。
同
年
ご
ろ
の
制
作
と

見
る
。
背
地
に
墨
を
刷
き
、
松
に
と
ま
る
鶴
を
描
く
。
二
羽
の
鶴
を
つ
が
い
と
見
れ
ば
、
松

と
の
組
み
あ
わ
せ
で
夫
婦
の
長
寿
を
願
う
「
松
鶴
長
春
」
の
画
題
で
あ
る
。
松
と
鶴
の
組
み

合
わ
せ
は
沈
南
蘋
及
び
そ
の
伝
承
作
品
に
多
い
。
例
え
ば
沈
南
蘋
「
百
鹿
百
鶴
図
屏
風
」（
出

光
美
術
館
蔵
）の
よ
う
な
作
品
を
秋
暉
は
学
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
本
図
に
つ
い
て
は
松

の
枝
ぶ
り
、
鶴
の
姿
形
が
呂
健
「
崑
崙
松
鶴
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
図
9
）の
下
方
、

松
の
枝
に
と
ま
る
二
羽
の
鶴
と
一
致
し
、
影
響
関
係
が
明
ら
か
で
あ
る
 9
。
松
の
幹
の
執
拗

な
描
写
は
秋
暉
の
取
り
入
れ
た
南
蘋
風
と
見
え
る
が
、
鶴
の
描
写
は
胡
粉
が
薄
く
て
あ
ま
り

南
蘋
風
で
は
な
い
。

図
7
　『
諸
名
家
画
帖
』
岡
本
秋
暉
「
梅
に
小
禽
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）

　
　
　
安
政
二
年（
一
八
五
五
）
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安
政
五
年
の
「
花
鳥
図
」（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）は
右
福
の
椿
、
左
幅
の
芙
蓉
の
花
び

ら
の
着
色
は
南
蘋
風
だ
が
墨
の
輪
郭
線
が
見
え
て
い
る
。
鵞
鳥
の
頭
か
ら
首
に
か
け
て
白
い

胡
粉
で
立
体
感
を
出
す
所
は
南
蘋
風
だ
が
、
体
は
墨
で
羽
根
の
か
た
ち
を
描
い
て
い
て
南
蘋

風
が
弱
い
。
水
辺
の
自
然
景
と
と
も
に
描
か
れ
る
。「
梅
花
黄
鳥
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振

興
財
団
蔵
）は
佐
藤
一
斎
の
賛
に
八
十
七
翁
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
政
五
年
頃
の
作
と
思
わ

れ
る
。
白
梅
と
薔
薇
、
黄
鳥
の
組
み
合
わ
せ
は
、
そ
の
色
か
ら
黄
鳥
が
金
衣
公
子
、
す
な
わ

ち
金
色
の
衣
を
ま
と
っ
た
高
官
を
示
し
、
南
蘋
派
の
よ
く
し
た
吉
祥
画
題
で
あ
る
。
描
写
は

や
や
簡
素
で
、
着
色
も
薄
く
黄
鳥
は
墨
の
輪
郭
線
が
見
え
、
花
び
ら
も
立
体
感
が
な
く
南
蘋

風
と
は
言
い
が
た
い
。

　
安
政
六
年
の
「
老
松
に
鶴
図
」（
厚
木
市
郷
土
資
料
館
蔵
）の
画
題
は
「
一
品
当
朝
」
に

「
松
鶴
長
春
」
を
合
わ
せ
た
と
解
釈
で
き
る
。
鶴
は
中
国
で
鳥
の
中
で
第
一
の
位
と
さ
れ
る

の
で
、
一
羽
の
鶴
が
波
の
打
ち
寄
せ
る
岩
の
上
に
立
つ
と
、
朝
と
潮
の
音
が
通
じ
、
一
品
の

位
に
上
り
朝
廷
へ
出
仕
す
る
と
い
う
「
一
品
当
朝
」
と
な
る
。
吉
祥
モ
チ
ー
フ
は
増
殖
す
る

傾
向
が
あ
り
、
音
通
の
吉
祥
画
題
の
意
味
が
薄
れ
て
い
く
な
か
で
「
一
品
当
朝
」
か
ら
派
生

し
て
鶴
が
何
羽
も
い
た
り
す
る
。
ま
た
松
に
鶴
の
組
み
合
わ
せ
は
「
松
鶴
長
春
」
で
も
あ

り
、
つ
が
い
の
鶴
は
夫
婦
の
長
寿
を
意
味
す
る
。
画
題
は
南
蘋
風
の
吉
祥
画
題
で
あ
る
が
、

鶴
の
描
写
は
薄
い
胡
粉
に
墨
の
弧
線
を
繰
り
返
す
も
の
で
南
蘋
風
か
ら
は
離
れ
て
い
る
。
松

の
幹
や
枝
は
細
か
い
筆
を
重
ね
て
立
体
的
に
表
し
、
秋
暉
の
取
り
入
れ
た
南
蘋
風
が
パ
タ
ー

ン
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）の
「
花
鳥
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）は
全
体
的
に
淡
彩
で
南
蘋

風
と
は
隔
た
る
。

　「
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風
」（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）は
文
久
元
年（
一
八
六
一
）の
作
と
見
ら
れ

る
。
文
久
二
年
の
「
桜
に
小
禽
図
」
は
桜
の
幹
を
立
体
的
に
表
す
点
は
南
蘋
風
で
あ
る
。
桜

の
花
が
文
様
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
、
南
蘋
風
と
い
う
よ
り
江
戸
琳
派
の
作
品
を
思
わ
せ
る
。

「
仙
鶴
伴
雛
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）は
秋
暉
が
没
す
る
文
久
二
年
九
月
二
十
四

日
の
直
前
に
制
作
さ
れ
た
、
絶
筆
に
近
い
作
品
。
松
の
樹
皮
は
模
様
の
繰
り
返
し
の
よ
う
な

表
現
で
あ
る
。
鶴
は
実
際
に
は
木
に
は
と
ま
ら
ず
、
松
に
鶴
は
絵
空
事
の
組
み
合
わ
せ
ら
し

い
。
こ
の
「
仙
鶴
伴
雛
図
」
の
画
題
は
「
一
品
当
朝
」
と
「
松
鶴
長
春
」
に
よ
る
も
の
で
、

こ
の
場
合
、
手
前
の
岩
に
と
ま
る
鶴
が
も
と
も
と
の
独
立
し
た
「
一
品
当
朝
」
の
鶴
な
の
だ

ろ
う
。
南
蘋
風
の
表
現
は
わ
ず
か
に
松
の
枝
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
。「
母
子
鶴
図
」（
摘
水
軒
記

念
文
化
振
興
財
団
蔵
）も
ひ
な
鳥
は
と
も
か
く
、
一
羽
の
鶴
が
波
の
打
ち
寄
せ
る
岩
の
上
に
立

つ
と
い
う
点
で
「
一
品
当
朝
」
に
由
来
し
て
い
る
。
波
頭
の
表
現
が
南
蘋
風
で
あ
る
。

図
8
　「
老
松
双
鶴
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）　
安
政
四
年（
一
八
五
七
）

図
9
　
呂
健
「
崑
崙
松
鶴
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）　Im

age:TN
M

 Im
age A

rchives
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署
名
の
書
体
が
文
久
二
年
の
「
桜
に
小
禽
図
」
に
近
い
、「
花
鳥
図
屏
風
」（
神
奈
川
県
立

歴
史
博
物
館
蔵
）は
木
の
幹
や
芙
蓉
の
花
、
水
仙
の
花
の
描
写
に
部
分
的
に
南
蘋
風
の
描
写

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
秋
暉
は
南
蘋
派
の
画
家
大
西
圭
斎
に
学
ん
だ
と
言
う
が
、
最
初
期
の
作
品
に
は
南
蘋
風
は

ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
圭
斎
以
前
に
狩
野
派
を
学
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。
秋
暉
は
南
蘋

風
の
吉
祥
画
題
を
多
く
手
が
け
て
い
る
。
弘
化
三
年
の
「
老
松
孔
雀
図
」
に
は
顕
著
な
南
蘋

風
が
見
ら
れ
、
そ
の
後
南
蘋
風
の
描
写
は
孔
雀
、
花
び
ら
、
樹
木
の
幹
、
鯉
の
鱗
な
ど
特
定

の
モ
チ
ー
フ
と
強
く
結
び
つ
き
、
部
分
的
に
用
い
ら
れ
る
。
秋
暉
の
花
鳥
画
は
、
多
く
の
場

合
、
渡
辺
崋
山
や
椿
椿
山
の
作
品
と
近
い
画
風
、
モ
チ
ー
フ
選
択
と
、
木
の
幹
、
岩
な
ど
の

執
拗
な
部
分
的
南
蘋
風
描
写
と
が
混
在
す
る
。
後
年
に
は
南
蘋
風
の
要
素
が
減
少
す
る
傾
向

が
あ
る
。
秋
暉
の
作
品
の
多
く
に
多
少
な
り
と
南
蘋
風
の
要
素
を
指
摘
で
き
る
が
、
画
面
全

体
が
南
蘋
風
な
作
品
は
少
な
い
。

　
秋
暉
の
南
蘋
風
摂
取
は
谷
文
晁
と
そ
の
一
門
の
南
蘋
風
摂
取
と
近
い
。
文
晁
「
牡
丹
に
蝶

図
」
は
鄭
培
「
風
牡
丹
図
」（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
）の
よ
う
な
作
品
を
祖
型
と
し
た
構
図
を

と
り
、
緻
密
な
濃
彩
だ
が
牡
丹
の
花
び
ら
に
は
墨
の
輪
郭
線
が
見
え
て
い
る
。
諸
葛
監
、
宋

紫
石
と
い
っ
た
早
い
時
期
の
南
蘋
派
の
画
家
が
薔
薇
や
牡
丹
を
描
く
場
合
は
花
び
ら
の
墨
の

輪
郭
線
を
つ
ぶ
し
て
い
た
。
秋
暉
も
南
蘋
風
の
濃
彩
で
立
体
的
に
表
し
な
が
ら
も
芙
蓉
や
椿

の
花
び
ら
の
墨
の
輪
郭
線
が
見
え
て
い
る
。
同
様
の
傾
向
は
谷
文
二（
一
八
一
二
〜
五
〇
）の

「
柳
に
白
鷺
図
」（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
、
図
10
）の
芙
蓉
に
も
指
摘
で
き
る
。
天
保
十
一
年
の

渡
辺
崋
山
「
鸕
鷀
捉
魚
図
」（
出
光
美
術
館
蔵
）は
画
中
に
南
蘋
の
筆
意
に
倣
う
こ
と
を
記
す
。

熊
斐
「
波
に
鵜
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）に
そ
っ
く
り
の
鮎
を
く
わ
え
た
鵜
の
姿
が
あ
り
、

南
蘋
と
称
す
る
原
画
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
比
べ
る
と
崋
山
の
方
は
淡
い
墨
で
簡
略
化
し
て

い
る
。
淡
く
簡
略
化
す
る
傾
向
は
秋
暉
の
作
品
に
も
顕
著
で
あ
る
。
谷
文
二
「
玉
兎
黄
蜀
葵

図
」（
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
蔵
）の
兎
は
秋
暉
「
双
兎
図
」
の
兎
と
同
様
に
部
分
的
に
胡
粉

の
毛
描
き
が
見
ら
れ
る
。
谷
文
晁
「
枯
木
山
鳩
図
」（
出
光
美
術
館
蔵
）は
鳩
と
薔
薇
を
緻
密

な
濃
彩
で
表
し
て
枯
木
を
墨
だ
け
で
粗
っ
ぽ
く
描
く
が
、
こ
れ
は
孔
雀
と
薔
薇
を
着
色
で
描

い
て
松
を
墨
で
表
し
た
弘
化
三
年
の
「
老
松
孔
雀
図
」
と
同
様
の
描
法
の
組
み
合
わ
せ
で
あ

る
。
谷
文
晁
周
辺
で
も
南
蘋
風
の
花
鳥
画
を
多
く
描
き
、
番
付
類
で
も
南
蘋
派
と
見
な
さ
れ

た
金
子
金
陵
や
岡
田
閑
林
に
比
べ
て
、
秋
暉
に
は
画
面
全
体
が
南
蘋
風
で
あ
る
作
品
が
少
な

く
、
部
分
的
に
南
蘋
風
を
取
り
入
れ
た
作
品
を
多
く
残
し
た
10
。

　
江
戸
の
地
で
の
南
蘋
風
は
、
自
然
景
の
中
に
吉
祥
モ
チ
ー
フ
を
置
い
た
中
国
絵
画
ら
し
い

沈
南
蘋
の
画
風
か
ら
そ
の
自
然
景
を
取
り
除
い
て
モ
チ
ー
フ
を
整
理
し
て
画
面
を
構
成
す
る

宋
紫
石
の
画
風
が
広
ま
っ
た
。
紫
石
作
品
で
は
濃
密
な
描
写
は
部
分
的
に
な
る
傾
向
が
あ
っ

た
。
紫
石
の
息
子
宋
紫
山（
一
七
三
三
〜
一
八
〇
五
）の
作
品
は
細
密
描
写
の
部
分
と
粗
放
な

部
分
が
同
居
し
て
お
り
、
三
代
目
宋
紫
岡（
？
〜
一
七
七
五
〜
一
八
五
〇
）は
更
に
粗
放
な
も

の
、
平
明
な
も
の
が
多
い
。
渡
辺
玄
対
、
鏑
木
梅
渓（
一
七
五
〇
〜
一
八
〇
三
）ら
も
部
分
的

に
濃
彩
で
全
体
と
し
て
は
あ
っ
さ
り
し
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。
玄
対
は
『
古
今
南
画
要

覧
』
で
は
南
北
合
法
だ
が
『
南
宗
書
画
品
価
録
』
で
は
沈
氏
余
派
に
入
り
、
南
蘋
派
と
見
な

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
梅
渓
は
『
古
今
南
画
要
覧
』
で
は
沈
氏
余
流
、『
南
宗
書
画
品
価

録
』
で
は
沈
氏
余
派
と
し
て
よ
り
南
蘋
派
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
宋
紫
石
に
学
ん
だ
旗
本
の

図
10
　
谷
文
二「
柳
に
白
鷺
図
」（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
）
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南
蘋
派
画
家
董
九
如
の
息
子
、
山
崎
董
烈
が
天
保
三
年
刊
『
書
画
会
粋
』
初
編
に
載
る
。

「
南
蘋
ノ
画
風
ヲ
シ
□
花
鳥
最
妙
ヲ
得
タ
リ
」
と
あ
り
、
依
然
南
蘋
風
が
そ
れ
な
り
に
重
視

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
が
、
董
烈
の
作
品
は
父
に
比
べ
淡
白
な
傾
向
が
あ
る
。
大
坂
画
壇

で
は
日
本
人
の
師
弟
間
で
南
蘋
風
が
伝
承
さ
れ
る
う
ち
に
画
風
の
特
徴
が
弱
ま
っ
て
い
っ
た
11
。

南
蘋
風
の
消
化
と
も
言
え
る
そ
の
傾
向
は
江
戸
で
も
見
ら
れ
、
世
代
が
後
に
な
る
と
南
蘋
風

の
特
徴
が
薄
れ
て
い
く
。
そ
し
て
北
宗
を
も
取
り
入
れ
た
と
自
称
す
る
谷
文
晁
系
の
南
画
に

南
蘋
風
は
取
り
込
ま
れ
た
。

　
秋
暉
は
自
ら
中
国
絵
画
に
学
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
そ
の
中
に
南
蘋
に
学
ん
だ
と
い

う
記
述
は
な
い
。「
鶏
猛
鳥
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）に
は
「
清
人
の
筆
に
倣

う
」
と
あ
る
。
沈
南
蘋
も
清
人
で
は
あ
る
が
、
こ
の
作
品
が
沈
南
蘋
画
を
模
し
て
い
る
と
は

考
え
に
く
い
。
画
面
端
に
木
や
崖
が
あ
っ
て
、
上
下
で
動
物
や
鳥
が
視
線
を
交
わ
し
合
う
構

図
は
「
樹
下
双
鹿
図
」
な
ど
南
蘋
作
品
に
も
あ
る
も
の
だ
が
、「
鶏
猛
鳥
図
」
の
木
の
描
写

は
南
蘋
画
と
は
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
。
長
春
花
で
あ
る
薔
薇
、
吉
と
音
が
通
じ
る
鶏
は
吉
祥

画
題
で
あ
る
。「
波
に
鰹
鳥
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
11
）に
は
「
陳
子
和
の

法
に
倣
う
」
と
あ
る
。
陳
子
和
は
中
国
明
時
代
の
浙
派
の
画
家
で
、
鵜
を
描
い
た
「
松
鵜

図
」（
妙
心
寺
東
海
庵
蔵
）の
作
例
が
あ
る
。「
波
に
鰹
鳥
図
」
に
描
か
れ
た
鳥
は
鵜
の
方
が
近

い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
作
品
は
画
題
と
し
て
ま
れ
な
鰹
鳥
で
は
な
く
、
海
鵜
を
描
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
海
の
中
の
岩
は
蓬
萊
山
の
よ
う
な
仙
人
の
住
む
場
所
の
象
徴
で
、
長
寿
を
意

味
す
る
。
画
風
か
ら
見
て
「
群
鷺
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
12
）は
浙
派
の

影
響
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
林
良
の
水
墨
花
鳥
画
を
源
泉
と
し
て
想
定
で
き
る
12
。「
鵜

甘
草
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
13
）に
は
「
呂
時
敏
の
写
法
に
学
ぶ
」
と
あ

る
。
清
代
の
画
家
に
呂
学
、
字
を
時
敏
と
い
う
画
家
が
い
る
の
で
そ
れ
を
指
す
も
の
だ
ろ

図
12
　「
群
鷺
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）

図
13
　「
鵜
甘
草
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）

図
11
　「
波
に
鰹
鳥
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）
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う
。
甘
草
は
音
も
通
じ
る
萱
草
を
描
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
萱
草
で
あ
れ
ば
、
宜
男
草

の
異
名
が
あ
り
、
そ
れ
自
体
に
長
寿
の
意
味
の
あ
る
岩
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、「
宜
男
多
寿
」

と
い
う
後
継
ぎ
の
男
児
に
恵
ま
れ
て
長
生
き
を
す
る
と
い
う
吉
祥
画
題
に
な
る
。「
鹿
渡
河

図
」
に
も
「
呂
時
敏
の
筆
意
を
法
と
す
」
と
あ
る
。
鹿
は
音
が
俸
禄
の
禄
と
通
じ
る
吉
祥
画

題
で
あ
っ
た
。「
鵜
図
」（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）に
も
「
呂
時
敏
法
を
法
と
す
」
と
あ

り
、『
諸
名
家
画
帖
』
中
の
秋
暉
「
翡
翠
図
」
に
も
「
倣
呂
時
敏
□
意
」
と
あ
る
。
秋
暉
は

呂
時
敏
作
品
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
群
鳥
図
」
に
は
「
仿
李
一
和
」
と
あ

る
。
李
一
和
は
『
古
画
備
考
』
に
は
朝
鮮
の
画
家
と
あ
る
が
、
中
国
明
代
の
画
家
で
、
呂
紀

風
の
花
鳥
画
を
描
き
、
日
本
に
数
点
の
作
品
が
残
る
。「
群
鳥
図
」
の
鳥
が
密
集
す
る
構
成

は
秋
暉
作
品
と
し
て
は
珍
し
く
、
例
え
ば
李
一
和
に
辺
文
進
「
三
友
百
禽
図
」（
台
北
・
国
立

故
宮
博
物
院
蔵
）の
よ
う
な
作
品
が
あ
っ
て
そ
れ
に
倣
う
も
の
か
も
し
れ
な
い
13
。『
林
鶴
梁

日
記
』
弘
化
四
年
の
覚
書
に
谷
文
晁
が
見
た
「
蓑
亀
之
図
、
元
辺
景
昭
ノ
画
、
佐
賀
侯
蔵

幅
」
を
秋
暉
が
見
た
が
っ
て
い
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。「
椿
に
禽
鳥
図
」
に
は
「
法
宋
人

筆
」
と
あ
る
。
徽
宗
「
桃
鳩
図
」
の
よ
う
な
宋
代
院
体
花
鳥
画
に
倣
っ
た
と
す
る
の
だ
ろ

う
。
画
中
に
記
述
は
な
い
も
の
の
「
銀
島
白
鷹
図
」
は
徽
宗
の
鷹
図
に
由
来
す
る
。
秋
暉
は

比
較
的
新
し
い
中
国
絵
画
に
多
く
学
ん
で
そ
の
こ
と
を
画
中
に
記
す
。
中
国
絵
画
に
学
ん
だ

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
作
品
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
中
国
絵
画
以
外
に
学
ん

だ
こ
と
は
画
中
に
記
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
秋
暉
は
中
国
絵
画
を
あ
る
程

度
重
要
視
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
秋
暉
に
作
画
を
依
頼
し
、
そ
の
絵
を
観
賞
す
る
受
容
者
も

秋
暉
の
作
品
を
中
国
風
の
「
南
画
」
も
し
く
は
「
南
北
一
致
」
の
画（
既
に
唐
画
の
語
は
廃

れ
つ
つ
あ
る
）と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
と
考
え
る
。

　
南
蘋
風
は
明
治
期
ま
で
細
々
と
受
け
継
が
れ
る
。
明
治
十
五
年（
一
八
八
二
）、
十
七
年
の

内
国
絵
画
共
進
会
に
お
い
て
も
少
数
な
が
ら
「
沈
銓
流
」「
南
蘋
流
」「
南
蘋
派
」
を
自
称
す
る

画
家
が
い
た
。
例
え
ば
、
宋
紫
石
門
の
土
方
稲
嶺（
一
七
四
一
〜
一
八
〇
七
）の
流
れ
を
汲
む

小
畑
稲
升
は
明
治
十
五
年
の
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
の
第
三
区
支
那
南
北
派
、
鳥
取
県
の

項
に
「
南
蘋
流
」
と
し
て
載
る
。

　
秋
暉
の
娘
婿
尾
口
雲
錦（
一
八
三
六
？
〜
七
九
）は
外
国
人
の
土
産
物
用
の
絵
を
描
き
、
晩

年
に
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
交
友
し
た
14
。
秋
暉
の
作
品
に
補
筆
し
て
「
椿
に
孔
雀
図
」（
摘
水
軒

記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）を
完
成
さ
せ
た
弟
子
、
羽
田
子
雲（
一
八
三
六
〜
一
九
一
九
）は
谷

文
晁
『
本
朝
画
纂
』
を
増
補
し
て
明
治
二
十
四
年
に
『
増
補
本
朝
画
纂
大
全
』
を
出
版
す
る

一
方
、
秋
暉
の
画
風
、
つ
ま
り
南
蘋
風
の
影
響
の
あ
る
画
風
を
伝
え
る
画
家
と
し
て
も
活
動

し
て
い
た
15
。

　
秋
暉
の
作
品
の
多
く
に
南
蘋
風
の
要
素
を
画
題
、
描
写
も
し
く
は
そ
の
両
方
に
つ
い
て
指

摘
で
き
る
が
、
南
蘋
風
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
作
品
は
少
な
い
。
秋
暉
は
南
蘋
派
の
画
家

と
言
う
よ
り
も
北
宗
を
も
取
り
入
れ
た
広
い
意
味
の
南
画
の
画
家
で
あ
り
、
南
北
一
致
の
画

家
で
あ
っ
た
。
南
蘋
派
と
南
画
は
中
国
愛
好
と
い
う
点
で
近
接
し
て
お
り
、
秋
暉
よ
り
少
し

前
の
時
代
に
は
南
画
と
南
蘋
派
を
含
む
唐
画
と
い
う
呼
称
が
あ
っ
た
。
秋
暉
も
ま
た
唐
画
の

画
家
と
言
え
る
。

　
本
稿
で
は
南
蘋
風
に
引
き
つ
け
て
岡
本
秋
暉
の
作
品
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
以
外
の
要
素

も
多
い
。
南
蘋
風
に
限
定
せ
ず
、
渡
辺
崋
山
や
椿
椿
山
の
花
鳥
表
現
と
の
比
較
が
有
効
で
あ

ろ
う
。
秋
暉
に
つ
い
て
の
記
事
が
儒
学
者
松
崎
慊
堂
の
日
記
『
慊
堂
日
暦
』
に
あ
る
こ
と
、

秋
暉
が
椿
山
や
崋
山
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
北
海
道
の
命
名
者

松
浦
武
四
郎
と
の
交
際
が
あ
っ
た
り
、
江
戸
勤
番
の
臼
杵
藩
士
國
枝
外
右
馬
の
日
記
に
も
そ

の
名
が
見
え
た
り
と
幕
末
の
文
化
人
と
の
交
友
の
中
で
今
後
更
に
足
跡
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

　
幕
末
の
幕
府
役
人
で
儒
学
者
で
も
あ
っ
た
林
鶴
梁（
一
八
〇
六
〜
七
八
）の
日
記
に
も
た
び

た
び
秋
暉
が
登
場
す
る
16
。
鶴
梁
は
松
崎
慊
堂
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
鶴
梁
は
絵
画
を
好
ん
だ

ら
し
く
、
秋
暉
以
外
に
も
熊
坂
適
山
と
の
交
際
が
記
さ
れ
る
。
保
田
晴
男
氏
が
紹
介
し
た
以

外
に
も
秋
暉
に
つ
い
て
興
味
深
い
事
項
が
鶴
梁
の
日
記
か
ら
わ
か
る
。
例
え
ば
書
画
会
に
参

加
し
、
時
に
は
主
催
し
て
い
る
こ
と
が
天
保
十
四
年
二
月
十
一
日
、
嘉
永
二
年
二
月
十
一
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日
、
嘉
永
三
年
三
月
二
十
八
日
、
嘉
永
六
年
五
月
十
七
日
の
項
で
確
認
で
き
る
。
嘉
永
元
年

十
月
二
十
四
日
の
項
に
は
「
画
価
　
絹
地
三
枚
ニ
付
二
百
疋
、
大
画
箋
一
枚
ニ
付
百
疋
、
全

唐
紙
一
枚
ニ
付
南
一
、
小
屏
風
一
双
ニ
付
百
疋
、
襖
壱
尺
弐
枚
百
疋
、
小
襖
一
組
ニ
付
南

一
、
半
切
弐
枚
南
一
、
扇
子
十
五
本
ニ
付
百
疋
、
画
帖
廿
枚
ニ
付
百
疋
　
大
略
如
此
御
座

候
、
先
次
第
ニ
而
、
出
入
思
召
次
第
ニ
而
、
何
も
差
支
無
御
座
候
、
以
上
。」
と
秋
暉
の
画

料
ま
で
記
し
て
い
る
。
保
田
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
鶴
梁
は
秋
暉
の
絵
の
注
文
の
取
り
次
ぎ

を
し
、
時
に
は
売
り
込
み
も
し
て
い
た
。
天
保
十
四
年
六
月
十
一
日
の
項
に
よ
る
と
、
秋
暉

は
鶴
梁
の
紹
介
で
松
代
藩
主
真
田
幸
貫
を
訪
ね
て
い
る
。
秋
暉
を
主
と
し
た
江
戸
時
代
後
期

絵
画
の
研
究
に
『
林
鶴
梁
日
記
』
を
十
分
活
用
し
て
い
き
た
い
。

1
　
松
木
寛
「
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
『
秋
暉
下
タ
絵
』
に
つ
い
て
」（『
東
京
都
美
術
館
紀
要
』
第
二
号
、
一

九
七
八
年
三
月
）。

2
　
鈴
木
泉
「
谷
文
晁
周
辺
の
画
家
た
ち
」（『
江
戸
の
文
人
交
友
録
　
亀
田
鵬
斎
と
仲
間
た
ち
―
渥
美
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
中
心
に
』
展
図
録
、
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
、
一
九
九
八
年
九
月
）で
言
及
さ
れ
る
。

3
　『
古
今
南
画
要
覧
』
は
瀬
木
慎
一
『
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
美
術
番
付
集
成
』（
里
文
出
版
、
二
〇

〇
〇
年
）に
よ
る
。

4
　『
谷
文
晁
と
そ
の
一
門
』
展
図
録（
板
橋
区
立
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）で
紹
介
さ
れ
た
六
点
の
作
品

は
あ
ま
り
南
蘋
風
で
は
な
い
。

5
　『
現
故
書
画
高
名
一
覧
』
は
瀬
木
、
注
3
前
掲
書
に
よ
る
。

6
　
郡
司
亜
也
子
「
月
下
双
鹿
図
」
作
品
解
説（『
岡
本
秋
暉
展
　
小
田
原
藩
の
絵
師
』
図
録
、
平
塚
市
美
術

館
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）。

7
　
河
野
元
昭
「
雌
雄
孔
雀
図
」（『
国
華
』
九
二
八
、
一
九
七
〇
年
十
一
月
）。

8
　
藤
の
描
写
を
郡
司
亜
也
子
氏
は
円
山
四
条
派
風
と
指
摘
し
た
。
郡
司
亜
也
子
「
藤
花
双
鶏
図
作
品
解
説
』

（
平
塚
市
美
術
館
、
注
6
前
掲
図
録
）。
天
保
十
一
年
の
椿
椿
山
「
玉
堂
富
貴
図
」（
泉
屋
博
古
館
蔵
）の
藤

の
描
写
と
も
近
く
、
崋
椿
風
の
描
写
と
見
た
い
。

9
　
板
倉
聖
哲
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

10
　
没
年
が
文
化
十
四
年（
一
八
一
七
）で
活
躍
期
が
番
付
の
多
い
時
期
よ
り
早
い
金
陵
の
名
は
番
付
に
あ
ま
り

見
え
な
い
が
、
慶
応
二
年
版
『
南
宗
書
画
品
価
録
』
の
「
沈
氏
余
派
」
に
記
載
が
あ
る
。
閑
林
の
名
は
嘉

永
六
年
版
『
古
今
南
画
要
覧
』
の
「
沈
氏
余
流
」、
慶
応
二
年
版
『
南
宗
書
画
品
価
録
』
の
「
沈
氏
余
派
」

に
見
え
る
。

11
　
大
坂
画
壇
に
お
け
る
南
蘋
風
に
つ
い
て
は
以
前
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
、
伊
藤
紫
織
「
大
坂
の
『
唐
画
』
と

南
蘋
風
―
森
蘭
斎
を
中
心
に
―
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
十
七
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）。

12
　
郡
司
亜
也
子
「
群
鷺
図
」
作
品
解
説（
平
塚
市
美
術
館
、
注
6
前
掲
図
録
）。
松
崎
慊
堂
は
師
、
大
西
圭
斎

が
林
良
の
画
風
を
慕
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
師
に
な
ら
っ
て
秋
暉
も
林
良
の
画
風
を
学
ん
だ
こ
と
は

あ
り
う
る
。

13
　
郡
司
亜
也
子
「
群
鳥
図
」
作
品
解
説（
平
塚
市
美
術
館
、
注
6
前
掲
図
録
）。

14
　
成
澤
勝
嗣
「
尾
口
雲
錦
の
伝
記
と
作
品
―
大
日
本
を
背
負
っ
た
画
家
―
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
紀
要
』
五
六
、
二
〇
一
〇
年
度
）。

15
　
羽
田
子
雲
は
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
で
は
南
宗
派
を
名
乗
っ
て
い
る
。

16
　
秋
暉
と
林
鶴
梁
の
交
友
に
つ
い
て
は
保
田
晴
男
『
あ
る
文
人
代
官
の
日
記
　
林
鶴
梁
の
日
常
』（
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
九
年
）に
言
及
が
あ
る
。
引
用
は
保
田
晴
男
編
『
林
鶴
梁
日
記
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
二

〜
二
〇
〇
三
年
）に
よ
る
。
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Okamoto Shūki: Descendant of the Nanpin School in Edo

Shiori Itō 

 We will consider, in chronological order, the works of Okamoto Shūki (1807-62), bearing in mind the painting 
style of Chinese painter, Shen Nanpin (Shen Quan), who crossed to Japan in 1731, and who had great influence 
upon Japanese painting. 
 Shūki’s teacher, Ōnishi Keisai, is often regarded as an artist who painted exclusively in the Nanpin style, and to 
be of the Nanpin School. We find, among the actual works, many flower-and-bird wash drawings not necessari-
ly in the Nanpin style. Okamoto Shūki is sometimes classed as Nanga (Southern School), while at other times, 
as Nanpin School.
 Shūki himself records that he studied Chinese painting, but there is no statement to suggest he studied Nanpin. 
Shūki put a great degree of emphasis on Chinese painting. Those recipients of commissioned works, and admir-
ers of works by Shūki, considered them to be Chinese-style “Nanga”, or “Nanboku-icchi (Southern-Northern 
combined style; the word Tōga was already falling out of use).” 
 The Nanpin style survived, in a small capacity, until the Meiji period. At the Naikoku Kaiga Kyōshinkai (Do-
mestic Painting Competitions) of 1882 and 1884, there were a few artists who described themselves as “Shen 
Quan School”, “Nanpin-ryū” or “Nanpin-ha”. Among them, Shūki’s pupil, Hata Shiun (1836-1919), supple-
mented Tani Bunchō’s Honchō gasan (Collection of Japanese paintings), publishing Zōho Honchō gasan taizen 
in 1891. He was also active in passing down the painting style of Shūki: that is, a style with influence from the 
Nanpin style. Shiun termed himself as Southern School at the first Domestic Painting Competition. 
 In many of Shūki’s works, we notice elements of Nanpin style in subject or portrayal, or in both, yet there are 
few works created in Nanpin style alone. Rather than an artist of the Nanpin School, Shūki was a Nanga artist, 
in a wide sense that included Hokushū (Northern School): he was a Nanboku-icchi artist. The Nanpin School 
and Nanga stood close in their love of China. During the era preceding Shūki, there was a term, Tōga (Chinese-
style painting), which included Nanga and the Nanpin School. Shūki could well be called a Tōga artist.
 Bakufu official and confucianist of the Bakumatsu period, Hayashi Kakuryō (1806-78) mentions Shūki in his 
diary, Hayashi Kakuryō nikki. Kakuryō was a pupil of Matsuzaki Kōdō. Kakuryō seems enthusiastic about 
paintings, and also records exchanges with Kumasaka Tekizan and Fukuda Hankō. Interesting matters, pertain-
ing to Shūki, come to light in Kakuryō’s diary. We find that Shūki took part in, and sometimes hosted, Shogakai 
(calligraphy and painting gatherings). Kakuryō took commissions for paintings by Shūki, and was sometimes 
even involved in selling them. An entry for 24th day, 10th month, 1848, gives details of payment for Shūki’s 
work. Also, according to an entry for 11th day, 6th month, 1843, Shūki, on Kakuryō’s introduction, paid a visit 
to the head of the Matsushiro clan, Sanada Yukitsura. We should look into Hayashi Kakuryō nikki in future re-
search on Shūki.  (Translated by Barbara Cross)
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一
　
展
覧
会

（
一
）
企
画
展
（
七
件
）

①
四
月
一
六
日（
火
）〜
六
月
一
六
日（
日
）　

七
・
八
階
展
示
室

「
仏
像
半
島
―
房
総
の
美
し
き
仏
た
ち
」

＊
豊
か
な
大
地
と
海
と
を
背
景
に
、
多
く
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
造
形
活
動
が
展
開
さ
れ
て

き
た
房
総
半
島
。
そ
の
各
地
か
ら
厳
選
さ
れ
た
仏
像
百
余
体
を
展
観
し
、
房
総
の
仏
教
文
化
の
全
容
に
迫

る
。
新
出
あ
る
い
は
展
覧
会
へ
の
初
出
品
資
料
を
多
く
含
み
、
野
趣
と
洗
練
を
あ
わ
せ
持
つ
、
房
総
な
ら

で
は
の
祈
り
の
造
形
を
浮
き
彫
り
に
す
る
展
覧
会
。

（
五
九
日
間
／
入
場
者
三
七
、
七
四
五
人
）

②
六
月
二
九
日（
土
）〜
八
月
一
八
日（
日
）　

七
・
八
階
展
示
室

「
生
誕
1
3
0
年　

彫
刻
家
・
高
村
光
太
郎
展
」

＊
高
村
光
太
郎（
一
八
八
三
〜
一
九
五
六
）の
生
誕
一
三
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
る
本
展
覧
会

で
は
、
彼
が
参
照
し
た
ロ
ダ
ン（
一
八
四
〇
〜
一
九
一
七
）を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
彫
刻
家
、
荻

原
守
衛（
一
八
七
九
〜
一
九
一
〇
）や
佐
藤
朝
山（
一
八
八
八
〜
一
九
三
八
）な
ど
の
同
時
代
の
日
本
の
彫
刻

家
た
ち
の
作
品
と
妻
・
智
恵
子（
一
八
八
六
〜
一
九
三
八
）が
制
作
し
た
紙
絵
を
併
せ
て
展
示
。

（
四
九
日
間
／
入
場
者
一
六
、
一
九
五
人
）

③
六
月
一
八
日（
火
）〜
六
月
三
〇
日（
日
）　

九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
千
葉
市
美
術
協
会
特
別
展
『
秀
作
二
〇
一
三
』」

（
一
三
日
間
／
入
場
者
七
、
三
七
五
人
）

平
成
二
五（
二
〇
一
三
）年
度
　
千
葉
市
美
術
館
の
活
動

「仏像半島―房総の美しき仏たち」展会場

チラシ

「生誕130年　彫刻家・高村光太郎展」会場

チラシ
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④
一
〇
月
一
日（
火
）〜
一
一
月
一
七
日（
日
）　

八
階
展
示
室

「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
展
」

＊
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー（
一
八
七
一
〜
一
九
五
八
）の
作
品
は
、
早
く
か
ら
日
本
で
も

紹
介
さ
れ
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
多
く
の
人
々
の
心
を
と
ら
え
て
き
た
。
油
彩
・
水
彩
に
よ
る
絵
画
作
品

お
よ
び
版
画
作
品
の
中
で
、
類
型
化
さ
れ
繰
り
返
し
描
か
れ
た
人
物
表
現
に
注
目
し
、
サ
ー
カ
ス
の

人
々
・
貧
し
い
人
々
と
驕
れ
る
人
々
・
キ
リ
ス
ト
と
聖
者
た
ち
・
多
彩
な
人
物
表
現
の
各
章
に
分
け
て
紹

介
。

（
四
六
日
間
／
入
場
者
一
〇
、
四
八
一
人
）

⑤
一
一
月
二
六
日（
火
）〜
二
〇
一
四
年
一
月
一
九
日（
日
）　

七
・
八
階
展
示
室

「
生
誕
1
3
0
年　

川
瀬
巴
水
展
―
郷
愁
の
日
本
風
景
」

＊
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
日
本
各
地
の
風
景
を
描
き
続
け
、「
近
代
の
広
重
」
と
称
さ
れ
た
木
版
画
家

川
瀬
巴
水
の
大
回
顧
展
。
生
誕
1
3
0
年
を
記
念
し
、
そ
の
全
貌
を
改
め
て
検
証
す
る
。
版
元
で
あ
る
渡

邊
木
版
美
術
画
鋪
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
代
表
作
を
網
羅
す
る
ほ
か
、
写
生
帖
や
、
異
摺
な
ど
多
く
の

初
公
開
資
料
も
あ
わ
せ
、
作
家
の
人
と
な
り
や
制
作
の
過
程
に
も
光
を
当
て
る
。

（
四
六
日
間
／
入
場
者
二
七
、
二
八
三
人
）

⑥
一
月
二
五
日（
土
）〜
三
月
二
日（
日
）　

七
・
八
階
展
示
室

「
江
戸
の
面
影
―
浮
世
絵
は
何
を
描
い
て
き
た
の
か
」

＊
江
戸
文
化
の
中
心
に
花
開
い
た
浮
世
絵
は
、
流
行
風
俗
を
描
い
て
当
時
の
人
々
の
関
心
を
引
き
、
高
度

な
木
版
画
技
法
＝
錦
絵
に
よ
っ
て
安
価
に
広
く
普
及
し
た
。
大
衆
を
享
受
者
に
巻
き
込
ん
だ
浮
世
絵
が
伝

え
て
く
れ
る
江
戸
の
姿
を
、
我
々
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
べ
き
な
の
か
。
幕
末
〜
明
治
初
期
に
来
日
し

た
外
国
人
達
の
日
本
旅
行
記
や
、
江
戸
時
代
の
狂
歌
や
随
筆
の
中
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
、
浮
世
絵
が
表

現
し
て
き
た
事
象
を
丁
寧
に
解
き
明
か
し
た
展
覧
会
。

（
三
五
日
間
／
入
場
者
八
、
六
二
六
人
）

「ジョルジュ・ルオー展」会場

チラシ

「生誕130年　川瀬巴水展―郷愁の日本風
景」展会場

「江戸の面影―浮世絵は何を描いてきたの
か」展会場

チラシチラシ
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⑦
三
月
八
日（
土
）〜
二
八
日（
金
）　

七
・
八
階
展
示
室
、
九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、 

一
一
階
講
堂

「
第
四
五
回
千
葉
市
民
美
術
展
覧
会
」

＊
第
四
三
回
千
葉
市
民
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
、
千
葉
市
美
術
協
会
会
員
お
よ
び
公
募
入
選
作
品
約
千
点

　

を
七
部
門
に
分
け
て
展
示
。

（
二
〇
日
間
／
一
四
、
八
六
二
人
）

（
二
）
所
蔵
品
を
中
心
と
し
た
テ
ー
マ
展（
五
件
）

①
六
月
二
九
日（
土
）〜
八
月
一
八
日（
日
）　

七
階
展
示
室

「
高
村
光
太
郎
の
周
辺
」

＊
近
代
洋
画
を
中
心
に
、
光
太
郎
と
関
わ
り
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹
介
。

（
四
九
日
間
／
入
場
者
一
五
、
九
三
一
人
）

②
八
月
二
七
日（
火
）〜
九
月
二
三
日（
日
）　

七
・
八
階
展
示
室

「
琳
派
・
若
冲
と
花
鳥
風
月
」

＊
琳
派
・
伊
藤
若
冲
作
品
を
中
心
に
植
物
、
動
物
、
自
然
を
表
し
た
作
品
を
展
示
。

（
二
七
日
間
／
入
場
者
一
〇
、
七
八
三
人
）

③
一
〇
月
一
日（
火
）〜
一
一
月
一
七
日（
日
）　

七
階
展
示
室

「
現
代
美
術
と
祈
り
」

＊
ル
オ
ー
展
に
ち
な
み
、
祈
り
や
信
仰
と
い
っ
た
精
神
性
を
主
題
と
し
た
近・現
代
の
作
品
を
中
心
に
展
示
。

（
四
六
日
間
／
八
、
二
九
〇
人
）

「高村光太郎の周辺」展会場

「琳派・若冲と花鳥風月」展会場

「現代美術と祈り」展会場

チラシ
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④
一
一
月
二
六
日（
火
）〜
二
〇
一
四
年
一
月
一
九
日（
日
）　

七
階
展
示
室

「
渡
邊
版
―
新
版
画
の
精
華
」

＊
企
画
展
「
川
瀬
巴
水
」
に
あ
わ
せ
て
巴
水
以
外
の
作
家
に
よ
る
渡
邊
版
を
展
示
、
大
正
初
期
に
錦
絵
の

復
興
を
果
し
た
版
元
渡
邊
庄
三
郎
の
仕
事
を
検
証
す
る
展
示
。

（
四
六
日
間
／
二
六
、
七
六
二
人
）

⑤
二
〇
一
四
年
一
月
二
五
日（
土
）〜
三
月
二
日（
日
）　

七
階
展
示
室

「
新
収
蔵
作
品
展　

画
人
た
ち
の
1
万
時
間
〜
写
生
、
下
絵
、
粉
本
類
を
中
心
に
〜
」

＊
近
年
収
蔵
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
写
生
、
下
絵
、
粉
本
類
を
中
心
に
展
示
。

（
三
五
日
間
／
八
、
二
七
六
人
） 

二
　
展
覧
会
関
連
講
演
会
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
等 （
二
四
件
）

〈
仏
像
半
島
―
房
総
の
美
し
き
仏
た
ち
〉

①
四
月
二
〇
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
二
〇
〇
人
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
仏
像
に
見
る
房
総
の
造
形
」

パ
ネ
リ
ス
ト　

濱
名
徳
順（
宝
聚
寺
）、
瀬
谷
貴
之（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
学
芸
員
）、

石
川
丈
夫（
鴨
川
市
郷
土
資
料
館
学
芸
員
）　

司
会　

馬
渡
竜
彦（
妙
宣
寺
） 

②
四
月
二
一
日（
日
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル　
（
参
加
者
一
八
〇
人
）

声
明
公
演
「
天
台
声
明
公
演
―
四
箇
法
要
―
」

出
演　

天
台
宗
南
総
教
区
研
修
所

③
四
月
二
七
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
一
九
人
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
お
寺
コ
ン
テ
ン
ツ
〜
寺
カ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
寺
院
縁
起
ま
で
〜
」

パ
ネ
リ
ス
ト　

小
杉
秀
文（
勝
覚
寺
）、
植
田
憲（
千
葉
大
学
大
学
院
デ
ザ
イ
ン
文
化
計
画
研

究
室
教
授
）、
土
本
一
貴（
東
京
大
学
文
化
資
源
学
専
攻
修
了
生
）、
竹
内
唯（
東
京
大
学
文
化

資
源
学
専
攻
修
了
生
）

司
会　

京
極
勇
剛（
宝
金
剛
寺
）

④
四
月
二
八
日（
日
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル　
（
参
加
者
二
一
九
人
）

声
明
公
演　

豊
山
太
鼓
「
千
響
」

出
演　

豊
山
太
鼓 

千
響
、
田
代
誠（
和
太
鼓
奏
者
）　

「渡邊版―新版画の精華」展会場「新収蔵作品展　画人たちの1万時間
～写生、下絵、粉本類を中心に～」
展会場
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⑤
五
月
三
日（
金
・
祝
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル　
（
参
加
者
二
六
〇
人
）

声
明
公
演
「
悠
久
の
調
べ
」

出
演　

真
言
法
響
会

⑥
五
月
四
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
七
三
人
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
房
総
が
生
ん
だ
法
華
の
傑
僧
た
ち
―
日
朗
、
日
像
、
日
英
、
日
親
―
」

パ
ネ
リ
ス
ト　

中
尾
堯（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）、
蓑
輪
顕
量（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会

系
研
究
科
教
授
）

司
会　

濱
名
徳
順（
宝
聚
寺
）

⑦
五
月
一
九
日（
日
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル　
（
参
加
者
一
五
二
人
）

「B
haratanatyam

/

南
イ
ン
ド
古
典
舞
踊
〜
ロ
ー
タ
ス
の
夢
」

出
演　

小
田
切
淳
子（
南
イ
ン
ド
古
典
舞
踊
家
）

⑧
五
月
二
六
日（
日
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル　
（
参
加
者
二
〇
〇
人
）

声
明
公
演
「
悠
久
の
調
べ
」

出
演　

真
言
法
響
会

⑨
六
月
一
日（
土
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル　
（
参
加
者
二
五
〇
人
）

「
妙
光
寺
〝
お
ひ
げ
の
お
祖
師
さ
ま
〞
衣
替
え
セ
レ
モ
ニ
ー
」

⑩
六
月
一
日（
土
）　

七
階
ロ
ビ
ー

立
寄
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
仏
像
の
衣
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？
」

講
師　

河
本
雅
史（
長
南
文
化
財
修
復
室
）

⑪
六
月
八
日（
土
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル（
参
加
者
四
九
〇
人
）

声
明
公
演
「
佛
の
聲
を
聞
く
―
天
台
の
声
明
」（
全
二
回
）

出
演　

天
台
宗
北
総
仏
教
青
年
会
、
邵
容（
中
国
琵
琶
奏
者
）、
張
勇（
二
胡
奏
者
）

⑫
六
月
九
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
二
〇
〇
人
）

講
演
会
「
房
総
の
仏
像
―
鎌
倉
時
代
を
中
心
に
」

講
師　

武
笠
朗（
実
践
女
子
大
学
教
授
）

⑬
四
月
一
六
日（
火
）〜
六
月
一
六
日（
日
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル

カ
フ
ェ「
蓮
池
茶
房 

by 

か
ぼ
ち
ゃ
わ
い
ん
」

⑭
四
月
一
六
日（
火
）〜
六
月
一
六
日（
日
）　

一
階
活
動
室

信
仰
遺
物
写
真
展
「
古
代
の
祈
り
―
千
葉
市
の
遺
物
か
ら
―
」

協
力　

千
葉
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

〈
生
誕
1
3
0
年　

彫
刻
家
・
高
村
光
太
郎
展
〉

⑮
七
月
七
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
三
五
人
）

講
演
会
「
ひ
と
す
じ
の
道
―
光
太
郎
研
究
を
回
顧
し
て
―
」

講
師　

北
川
太
一（
文
芸
評
論
家
・
高
村
光
太
郎
記
念
会
事
務
局
長
）

聞
き
手　

小
山
弘
明（
高
村
光
太
郎
連
翹
忌
運
営
委
員
会
代
表
）

〈
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
展
〉

⑯
一
〇
月
二
七
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
六
九
人
）

講
演
会
「
若
き
日
の
ル
オ
ー
」

講
師　

萩
原
敦
子（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
汐
留
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員
）
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⑰
一
一
月
四
日（
日
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル　
（
参
加
者
二
一
八
人
）

コ
ン
サ
ー
ト
「
ル
オ
ー
ゆ
か
り
の
〝
放
蕩
息
子
〞
と
道
化
の
音
楽
」

演
奏　

田
中
正
也（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

〈
生
誕
1
3
0
年　

川
瀬
巴
水
展
―
郷
愁
の
日
本
風
景
〉

⑱
一
一
月
三
〇
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
八
五
人
）

講
演
会
「
渡
邊
版
画
店
と
川
瀬
巴
水
」

講
師　

渡
邊
章
一
郎（
渡
邊
木
版
美
術
画
舖
社
長
）

⑲
一
二
月
二
二
日（
日
）　

一
一
階
講
堂 （
参
加
者
二
七
〇
人
）

版
画
の
摺
り
実
演
「
川
瀬
巴
水
《
荒
川
の
月（
赤
羽
）》
を
摺
る
」

講
師　

渡
辺
英
次（
渡
邊
木
版
美
術
画
舖
摺
師
）

解
説　

渡
邊
章
一
郎（
渡
邊
木
版
美
術
画
舖
社
長
）

⑳
二
〇
一
四
年
一
月
四
日（
土
）　

八
階
展
示
室
入
口
、
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

「
新
春
の
獅
子
舞
」

出
演　

登
渡
神
社
登
戸
神
楽
囃
子
連

㉑
一
月
一
一
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
八
七
人
）　

記
念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー「
父
・
巴
水
を
語
る
」

出
演　

川
瀬
文
子（
川
瀬
巴
水
長
女
）　

鈴
木
昇（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ヌ
ー
ベ
ル
代
表
）

〈
江
戸
の
面
影
―
浮
世
絵
は
何
を
描
い
て
き
た
の
か
〉

㉒
二
月
八
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
八
一
人
）

講
演
会
「
浮
世
絵
黄
金
期
の
諸
相
」

講
師　

内
藤
正
人（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

㉓
二
月
一
六
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
二
三
二
人
）　

「
結
う
こ
こ
ろ
と
美
―
江
戸
娘
髪
結
い
の
実
演
」

解
説　

村
田
孝
子（
ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所
）

実
演　

林
照
乃（
結
髪
師
）

㉔
二
月
二
三
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
五
一
人
）

「
錦
絵
摺
の
実
演
」

解
説
・
実
演　

公
益
財
団
法
人　

ア
ダ
チ
伝
統
木
版
画
技
術
保
存
財
団

三
　
市
民
美
術
講
座（
一
〇
回
）

①
五
月
二
五
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
五
七
人
）

「
門
前
の
館
長
、
仏
像
を
語
る
」　

講
師　

河
合
正
朝（
当
館
館
長
）

②
七
月
二
〇
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
〇
三
人
）

「
光
太
郎
・
そ
の
あ
ゆ
み
」　

講
師　

藁
科
英
也（
当
館
学
芸
係
長
）

③
八
月
一
〇
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
〇
五
人
）

「
光
太
郎
・
そ
の
時
代
」　

講
師　

藁
科
英
也（
当
館
学
芸
係
長
）

④
九
月
七
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
四
九
人
）

「
日
本
絵
画
の
花
鳥
風
月
」　

講
師　

伊
藤
紫
織（
当
館
学
芸
員
）
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⑤
一
〇
月
一
九
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
三
二
人
）

「
現
代
美
術
と
祈
り
―
宮
島
達
男
を
中
心
に
」　

講
師　

水
沼
啓
和（
当
館
学
芸
員
）

⑥
一
一
月
一
六
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
七
四
人
）

「
人
間
観
察
の
画
家　

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
」　

講
師　

水
沼
啓
和（
当
館
学
芸
員
）

⑦
一
二
月
七
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
五
〇
人
）

「
川
瀬
巴
水
の
写
生
帖
か
ら
」　

講
師　

西
山
純
子（
当
館
学
芸
員
）

⑧
二
〇
一
四
年
一
月
一
三
日（
月
・
祝
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
五
六
人
）

「
新
版
画
の
精
華
―
渡
邊
庄
三
郎
の
仕
事
」　

講
師　

西
山
純
子（
当
館
学
芸
員
）

⑨
二
月
一
五
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
四
二
人
）

「
江
戸
芸
者
と
辰
巳
芸
者
」　

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
学
芸
課
長
）

⑩
二
月
二
二
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
二
四
人
）

「
画
人
た
ち
の
1
万
時
間
―
狩
野
派
・
琳
派
の
新
資
料
紹
介
―
」　

講
師　

松
尾
知
子（
当
館

学
芸
員
）

四
　
講
師
の
派
遣
に
よ
る
講
座（
九
件
）

①
六
月
二
二
日（
土
）　

中
央
区
教
育
セ
ン
タ
ー　
（
参
加
者
八
三
人
）

「
浮
世
絵
の
見
方
・
読
み
方
〜
歴
史
と
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
」（
主
催　

東
京
都
中
央
区
教
育
委

員
会
）

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
学
芸
課
長
）

②
七
月
二
〇
日（
土
）　

鹿
沼
市
立
川
上
澄
生
美
術
館　
（
参
加
者
一
六
人
）

「
若
き
日
の
川
上
澄
生
」（
主
催　

鹿
沼
市
立
川
上
澄
生
美
術
館
）

講
師　

 

西
山
純
子（
当
館
学
芸
員
）

③
七
月
二
一
日（
日
）　

大
和
文
華
館　
（
参
加
者
七
〇
人
）

「
南
蘋
シ
ョ
ッ
ク
！
―
江
戸
時
代
中
期
絵
画
の
異
国
趣
味
―
」（
主
催　

大
和
文
華
館
）　

講
師　

伊
藤
紫
織（
当
館
学
芸
員
）

④
七
月
二
七
日（
土
）　

富
山
県
立
近
代
美
術
館　
（
参
加
者
四
二
人
）

「
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
ノ
マ
ド
た
ち
―
実
験
工
房
の
精
神
史
―
」（
主
催　

富
山
県
立
近
代
美
術

館
）

講
師　

藁
科
英
也（
当
館
学
芸
係
長
）

⑤
一
〇
月
二
〇
日（
日
）　

栃
木
市
栃
木
文
化
会
館　
（
参
加
者
二
一
五
人
）

「
浮
世
絵
の
魅
力
『
吉
原
の
花
』
と
錦
絵
の
黄
金
期
」（
主
催　

栃
木
市
教
育
委
員
会
）　

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
学
芸
課
長
）

⑥
一
〇
月
二
七
日（
日
）　

群
馬
県
立
近
代
美
術
館 　
（
参
加
者
四
二
人
）

「
浮
世
絵
に
見
る
装
い
の
美
」（
主
催　

群
馬
県
立
近
代
美
術
館
）　

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
学
芸
課
長
）

⑦
一
〇
月
二
九
日（
火
）　

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー　
（
参
加
者
一
一
〇
人
）

「
川
瀬
巴
水　

日
本
版
画
復
興
に
か
け
た
生
涯
」（
主
催　

千
葉
市
文
化
振
興
財
団
）
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講
師　

西
山
純
子（
当
館
学
芸
員
）

⑧
一
二
月
二
一
日（
土
）　

千
葉
大
学　
（
参
加
者
七
〇
人
）

千
葉
大
学
公
開
市
民
講
座
「
仏
像
半
島
―
歴
史
の
な
か
の
仏
た
ち
―
」 （
主
催　

千
葉
大
学
）

講
師　

西
山
純
子（
当
館
学
芸
員
）

⑨
二
〇
一
四
年
二
月
一
八
日（
火
）〜
二
一
日（
金
）　

城
西
国
際
大
学　
（
参
加
者
二
人
）

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
教
育
」（
主
催　

城
西
国
際
大
学
）

講
師　

山
根
佳
奈（
当
館
学
芸
員
）

五
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

①
六
月
一
日（
土
）　

七
・
八
階
展
示
室　
（
参
加
者
八
組
一
六
人
）

「
す
す
め
、
仏
像
半
島
た
ん
け
ん
隊
！
」

講
師　

鑑
賞
リ
ー
ダ
ー（
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
山
根
佳
奈（
当
館
学
芸
員
）

②
七
月
二
六
日（
金
）、
二
七
日（
土
）　

七
・
八
階
展
示
室　
（
参
加
者
一
一
一
人
）

「
中
学
生
の
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ク
ル
ー
ズ 

’13
」

講
師　

鑑
賞
リ
ー
ダ
ー（
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
山
根
佳
奈（
当
館
学
芸
員
）

③
七
月
二
八
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
一
組
二
二
人
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
は
さ
み
で
描
こ
う
」

講
師　

山
根
佳
奈（
当
館
学
芸
員
）、
藤
巻
直
子（
当
館
嘱
託
員
）

六
　
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク（
各
一
回
）

「
仏
像
半
島
―
房
総
の
美
し
き
仏
た
ち
」　
（
参
加
者
八
四
人
）

「
生
誕
1
3
0
年　

彫
刻
家
・
高
村
光
太
郎
展
」　
（
参
加
者
六
三
人
） 

「
琳
派
・
若
冲
と
花
鳥
風
月
」　
（
参
加
者
六
三
人
） 

「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
展
」　 （
参
加
者
四
八
人
）

「
生
誕
1
3
0
年　

川
瀬
巴
水
展
―
郷
愁
の
日
本
風
景
」　
（
参
加
者
五
一
人
）

「
江
戸
の
面
影
―
浮
世
絵
は
何
を
描
い
て
き
た
の
か
」　
（
参
加
者
五
七
人
）

七
　
学
校
と
の
連
携
授
業

（
一
）
学
校
団
体
の
受
け
入
れ

①
「
小
中
特
別
支
援
学
校
鑑
賞
教
育
推
進
事
業
」（
合
計
二
一
校
一
、
二
二
四
人
）

＊
遠
隔
校
等
の
来
館
を
促
進
す
る
た
め
、
美
術
館
が
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。

「
仏
像
半
島
―
房
総
の
美
し
き
仏
た
ち
」　
（
四
校
二
〇
〇
人
）

「
生
誕
1
3
0
年　

彫
刻
家
・
高
村
光
太
郎
展
」　 （
三
校
二
一
五
人
）

「
琳
派
・
若
冲
と
花
鳥
風
月
」　
（
二
校
八
六
人
）

「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
展
」　 （
五
校
三
一
四
人
）

「
生
誕
1
3
0
年　

川
瀬
巴
水
展
―
郷
愁
の
日
本
風
景
」　
（
三
校
二
〇
〇
人
）

「
江
戸
の
面
影
―
浮
世
絵
は
何
を
描
い
て
き
た
の
か
」　
（
四
校
二
〇
九
人
）

②
右
記
以
外
の
方
法
で
来
館
す
る
児
童
・
生
徒
の
団
体
受
け
入
れ（
小
中
学
校
一
四
校
六
三

八
人
／
高
等
学
校
八
校
二
四
七
人
）
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「
仏
像
半
島
―
房
総
の
美
し
き
仏
た
ち
」　
（
四
校
二
一
七
人
）

「
生
誕
1
3
0
年　

彫
刻
家
・
高
村
光
太
郎
展
」　 （
五
校
二
四
〇
人
）

「
琳
派
・
若
冲
と
花
鳥
風
月
」　
（
一
校
一
二
人
）

「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
展
」　 （
四
校
二
〇
七
人
）

「
生
誕
1
3
0
年　

川
瀬
巴
水
展
―
郷
愁
の
日
本
風
景
」　
（
八
校
二
〇
九
人
）

（
二
）
職
場
体
験
学
習
の
受
け
入
れ（
一
六
校　

三
九
人
）

（
三
）「
千
葉
市
図
工
・
美
術
科
担
当
等
教
職
員
鑑
賞
一
日
研
修
」
八
月
九
日（
金
）実
施

（
参
加
者　

二
九
人
）

講
師　

神
野
真
吾（
千
葉
大
学
教
育
学
部 

准
教
授
）

（
四
）
千
葉
市
教
育
研
究
会
中
学
校
造
形
部
会
美
術
館
活
用
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携

中
学
校
美
術
部
合
同
鑑
賞
会
の
実
施　

七
月
二
四
日（
水
）、
八
月
二
日（
金
）　
（
参
加
者
八

校
の
べ
一
三
六
人
）

（
五
）
高
等
学
校
の
利
用
促
進

高
校
生
美
術
館
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム　
（
五
校
二
五
人
）

講
師　

藁
科
英
也（
当
館
学
芸
係
長
）、
山
根
佳
奈（
当
館
学
芸
員
）

そ
の
他　

授
業
等
で
の
利
用　
（
一
校
七
人
）

（
六
）「
千
葉
大
学
普
遍
教
育
教
養
展
開
科
目
『
展
示
を
つ
く
る
Ａ
』『
博
物
館
実
習
Ｂ
』
企
画

展
示
」　
（
参
加
者　

一
三
人
） 

（
講
義
）七
月
六
日（
土
）、
一
三
日（
土
）、
一
四
日（
日
）、
一
五
日（
月
）、
二
〇
日（
土
）、

二
八
日（
日
）　　

（
展
示
）八
月
六
日（
火
）〜
一
一
日（
日
）「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
―
郷
愁
と
追
憶
の
な
か
へ
―
」　 

九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
（
入
場
者
数
五
二
五
人
）

講
師　

水
沼
啓
和（
当
館
学
芸
員
）

八
　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ア
ー
ト
×
教
育
＝
？
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

＊
千
葉
大
学
や
教
育
機
関
、
地
域
N
P
O
と
の
連
携
事
業
で
あ
る
「
千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
W
i
C
A
N
）」
の
活
動
。

①
六
月
二
九
日（
土
）〜
七
月
一
四
日（
日
）　

参
加
作
家
紹
介
展
示
①　

一
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ー
ム

②
七
月
二
二
日（
月
）〜
八
月
一
一
日（
日
）　

参
加
作
家
紹
介
展
示
②　

一
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ー
ム

③
九
月
二
二
日（
日
）　

中
間
報
告
会　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
三
〇
人
）

④
小
学
校
×
美
術
館
×
大
学
に
よ
る
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
展
」
鑑
賞
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
協
力
：
千
葉
市
立
大
宮
台
小
学
校
）

チラシ
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一
〇
月
二
一
日（
月
）　

事
前
授
業　

於　

千
葉
市
立
大
宮
台
小
学
校　

一
〇
月
二
三
日（
水
）　
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
展
」
鑑
賞　
　

一
〇
月
二
五
日（
金
）　

事
後
授
業　

於　

千
葉
市
立
大
宮
台
小
学
校　

⑤
二
〇
一
四
年
三
月
二
一
日（
金
・
祝
）〜
四
月
二
〇
日（
日
）　

成
果
展
示　

一
階
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ル
ー
ム

⑥
三
月
二
二
日（
土
）　

於　

Ｙ
Ｓ
ビ
ル
五
階　

 （
参
加
者
三
〇
人
）

関
連
イ
ベ
ン
ト
「
？
÷
教
育
＝
ア
ー
ト
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

九
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
一
）
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
合
計　

定
例
三
三
回
、
自
主
一
四
回
／
参
加
者
一
一
五
〇
人

（
定
例
八
八
二
人
、
自
主
二
六
八
人
））

＊
会
期
中
毎
週
水
曜
日
の
定
例
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
ほ
か
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
行
っ
た
不

定
期
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に
つ
い
て
記
載
。

「
仏
像
半
島
―
房
総
の
美
し
き
仏
た
ち
」　
（
定
例
八
回
、
自
主
一
回
／
参
加
者
三
七
二
人
）

「
生
誕
1
3
0
年　

彫
刻
家
・
高
村
光
太
郎
展
」　
（
定
例
六
回
、
自
主
二
回
／
参
加
者

一
六
八
人
）

「
琳
派
・
若
冲
と
花
鳥
風
月
」　
（
定
例
三
回
／
参
加
者
一
〇
〇
人
）　

 

「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
展
」　
（
定
例
六
回
、
自
主
二
回
／
参
加
者
一
三
五
人
）　

「
生
誕
1
3
0
年　

川
瀬
巴
水
展
―
郷
愁
の
日
本
風
景
」　
（
定
例
六
回
、
自
主
四
回
／
参
加
者
二
〇

四
人
）

「
江
戸
の
面
影
―
浮
世
絵
は
何
を
描
い
て
き
た
の
か
」　
（
定
例
四
回
、
自
主
五
回
／
参
加
者

一
七
一
人
）

（
二
）
鑑
賞
リ
ー
ダ
ー

「
小
中
特
別
支
援
学
校
鑑
賞
教
育
推
進
事
業
」
等
児
童
・
生
徒
の
団
体
受
け
入
れ（
七
―（
一
）） 

へ
の
協
力
活
動
。
学
校
側
の
希
望
に
応
じ
て
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
の
鑑
賞
に
対
応
す
る
。

鑑
賞
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
対
応
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
の
べ
人
数
を
記
録
。

「
仏
像
半
島
―
房
総
の
美
し
き
仏
た
ち
」　
（
八
回
の
べ
五
六
人
）

「
生
誕
1
3
0
年　

彫
刻
家
・
高
村
光
太
郎
展
」　
（
七
回
の
べ
四
七
人
）

「
琳
派
・
若
冲
と
花
鳥
風
月
」　
（
二
回
の
べ
一
三
人
）

「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
展
」　
（
七
回
の
べ
四
七
人
）

「
生
誕
1
3
0
年　

川
瀬
巴
水
展
―
郷
愁
の
日
本
風
景
」　
（
八
回
の
べ
四
二
人
）

「
江
戸
の
面
影
―
浮
世
絵
は
何
を
描
い
て
き
た
の
か
」　
（
六
回
の
べ
三
二
人
）

（
三
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
・
実
施

①
五
月
二
六
日（
日
）　

一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル　

 （
参
加
者
九
二
人
）

多
色
摺
木
版
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
散
華
を
つ
く
ろ
う
」

②
一
一
月
一
〇
日（
日
）、
一
一
月
一
七
日（
日
）　

九
階
講
座
室　
（
参
加
者
一
六
人
）

木
版
画
年
賀
状
講
座

協
力　

版
画
を
作
る
会

③
一
二
月
七
日（
土
） 　

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
（
参
加
者
一
〇
六
人
）

ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
3　
「
多
色
摺
り
木
版
画
体
験
」

④
二
〇
一
四
年
一
月
二
五
日（
土
）　

一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル　
（
参
加
者
一
一
二
人
）

多
色
摺
木
版
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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一
〇
　
出
版
活
動

（
一
）
展
覧
会
図
録（
五
冊
）お
よ
び
主
な
掲
載
論
文
等

①
『
仏
像
半
島
―
房
総
の
美
し
き
仏
た
ち
』　
発
行　
千
葉
市
美
術
館
、
美
術
館
連
絡
協
議
会

武
笠
朗
「
房
総
の
仏
像
―
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
造
像
を
中
心
に
―
」

濱
名
徳
順
「
房
総
の
薬
師
如
来
像
と
そ
の
信
仰
」

②
『
生
誕
1
3
0
年　

彫
刻
家
・
高
村
光
太
郎
展
』　

発
行　

生
誕
1
3
0
年　

彫
刻
家
・

高
村
光
太
郎
展
実
行
委
員
会

髙
村
規
「
伯
父
光
太
郎　

思
ひ
出
す
こ
と
な
ど
」

北
川
太
一
「
高
村
光
太
郎
の
造
型
―
立
体
感
と
詩
情
神
―
」

平
櫛
田
中
「
高
村
さ
ん
の
こ
と
」

木
本
文
平
「
高
村
光
太
郎
の
彫
刻
」

土
生
和
彦
「
木
彫
家
・
高
村
光
太
郎
」

藁
科
英
也（
編
）「
高
村
光
太
郎　

自
筆
文
献
抄
」

小
山
弘
明（
編
）「
略
年
譜
」「
彫
刻
展
覧
会
歴
」「
造
型
関
係
文
献
目
録
」

③
『
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
展
』　

発
行　

千
葉
市
美
術
館

後
藤
新
治
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
の
〈
風
景
〉、
あ
る
い
は
〈
人
物
〉
の
周
縁
」

杉
野
秀
樹
「
ル
オ
ー
の
伴
奏
者
―
画
商
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
ヴ
ォ
ラ
ー
ル
の
夢
」

④
『
生
誕
1
3
0
年　

川
瀬
巴
水
展
―
郷
愁
の
日
本
風
景
』　

発
行　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

川
瀬
文
子（
話
し
手
）「
父
・
巴
水
を
語
る
」

西
山
純
子
「
川
瀬
巴
水
の
こ
と
」

吉
田
洋
子
「
東
方
の
色
―
巴
水
版
画
の
表
現
」
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⑤
『
江
戸
の
面
影
―
浮
世
絵
は
何
を
描
い
て
き
た
の
か
』　

発
行　

千
葉
市
美
術
館

内
藤
正
人
「
浮
世
絵
の
世
界
に
親
し
む
―
黄
金
期
・
天
明
年
間
を
軸
と
し
て
」

藤
澤
茜
「
江
戸
の
守
り
神
―
市
川
団
十
郎
と
い
う
役
者
」

田
辺
昌
子
「
お
江
戸
の
名
物
三
千
両
―
吉
原
の
場
合
」

（
二
）
展
覧
会
の
出
品
目
録

　

＊
企
画
展
・
所
蔵
作
品
展
ご
と
に
発
行
。

（
三
）
定
期
刊
行
物

①
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
『
C’n
』
第
六
六
号
〜
六
九
号（
四
回
）

②
千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要
『
採
蓮
』
第
一
六
号　

※
掲
載
論
文
は
左
記
の
と
お
り

河
合
正
朝
「
増
上
寺
蔵
・
一
信
筆
「
五
百
羅
漢
図
」
と
の
出
会
い
と
、
そ
の
後
」

北
川
博
子
「
流
光
斎
肉
筆
役
者
絵
『
狂
言
尽
図
巻
』
考
」

松
尾
知
子
「
田
中
抱
二
の
「
画
史
」
―
酒
井
抱
一
の
晩
年
の
弟
子
が
伝
え
た
も
の
―
」

③
千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
三
ド
キ
ュ
メ
ン
ト（
発
行
：
千
葉
ア

ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

一
一
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開

（
一
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

訪
問
者
総
数　

五
八
九
、
五
五
一
セ
ッ
シ
ョ
ン

閲
覧
ペ
ー
ジ
総
数　

二
、
〇
六
五
、
七
二
七
ペ
ー
ジ

（
二
）
携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
ペ
ー
ジ
総
数　

六
〇
、
二
〇
七
ペ
ー
ジ
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一
二
　
作
品
の
収
集

（
一
）
購
入（
一
件
）

田
中
一
村
《
椿
図
屏
風
》

（
二
）
寄
贈（
五
七
件
）

石
井
光
楓
《
裸
婦
》、《
裸
婦
》、《
ダ
リ
ア
と
白
と
青
の
ク
ロ
ス
》、《
ブ
リ
ュ
タ
ー
ニ
ュ
の
農

家
》、《
ブ
ロ
ン
ジ
村
の
秋
》、《
シ
ー
ド
ル
工
場
》、《
自
画
像
》、《
陽
春
の
庭
》、《
ヴ
ェ
ニ

ス
》、《
女
二
人
》、《
男
達
》、《
フ
ラ
ン
ス　

キ
ー
ベ
ル
村
》、《
ア
メ
リ
カ　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド

郊
外
》、《
ア
メ
リ
カ　

オ
レ
ゴ
ン
州
コ
ロ
ン
ビ
ア　

リ
ヴ
ァ
》、《
ス
ペ
イ
ン
の
田
舎
》、《
ヴ

ェ
ニ
ス　

ゴ
ン
ド
ラ
の
あ
る
街
》、《
ひ
と
休
み
》、《
ス
ペ
イ
ン　

マ
ド
リ
ー
ド
郊
外
》、《
田

舎
街
の
ホ
テ
ル
》、《
ハ
ン
ブ
ル
グ　

B
IN

N
E

N

 A
LST

E
R

》、《
パ
リ　

セ
ー
ヌ
河
》、《
ベ
ル

ギ
ー　

ガ
ン
市
》、《
青
い
屋
根
》、《
リ
ヴ
ァ
ー
サ
イ
ド
》、《
畑
で
働
く
人
々
》、

《E
P

IC
E

R
IE

》、《
ベ
ル
ギ
ー
の
街
角
》、《
中
国
風
景
》、《
待
合
室
》、《
パ
リ
郊
外　

ブ
ロ

ン
ジ
村　

村
家
》、《
オ
ラ
ン
ダ
の
漁
路
》、《
家
具
付
貸
間
》、《
立
ち
話
》、《
ブ
リ
ュ
タ
ー
ニ

ュ
の
農
家
》、《
ヴ
ェ
ニ
ス
》、《
雑
貨
屋
の
店
先
》、《
陽
春
の
庭
》、《
水
辺
の
家
》、《
城
》、

《
オ
ラ
ン
ダ
の
港
》、《
風
車
》、《
フ
ラ
ン
ス　

モ
レ
ー
》、《
大
原
港
》、《
ロ
ン
ド
ン
国
会
議

事
堂
》、《
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
住
宅
地
》（
以
上
、
石
井
万
里
子
氏
、
木
村
エ
ミ
氏
、
石
井
ル
ミ

氏
、
石
井
ユ
リ
氏
寄
贈
）

椿
貞
雄
《
冬
瓜
図
》、《
ア
ン
ド
レ
像
》、《（
鑑
賞
会
告
知
）》、《（
迎
春
萬
歳
）》、《（
庭
草

図
）》、《
冬
日
》、《（
茄
子
図
）》 、
岸
田
劉
生
《
少
年
像
》（
以
上
、
匿
名
氏
寄
贈
）

《「
都
澤
精
巧
錦
絵
」
広
告
草
稿
》 （
永
田
生
慈
氏
寄
贈
）

荒
川
修
作
《
山
》 （
嶋
村
一
郎
氏
寄
贈
）

須
田
悦
弘
《
雑
草
》、《
米
》 （
以
上
、
須
田
悦
弘
氏
寄
贈
）

（
二
）
寄
託（
七
一
件
）

椿
貞
雄
《
自
刻
像
》
他　

一
三
　
所
蔵
作
品
の
修
復
・
保
存
等

（
一
）
修
復（
二
件
）

（
二
）
マ
ッ
ト
装（
五
三
点
）

（
三
）
写
真
撮
影（
一
二
六
カ
ッ
ト
）

一
四
　
所
蔵
作
品
の
貸
出
、
特
別
利
用

（
一
）
作
品
の
貸
出（
三
〇
件
一
三
五
点
）

※
平
成
二
五
年
度
開
催
展
に
つ
い
て
記
載

①「K
im

ono B
eauty 

―
シ
ッ
ク
で
モ
ダ
ン
な
装
い
の
美　

江
戸
か
ら
昭
和
―
」（
奈
良
県
立

美
術
館
、
二
〇
一
三
年
四
月
〜
六
月
／
島
根
県
立
石
見
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
七
月
〜
八

月
／
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
九
月
〜
一
一
月
）

鳥
居
清
長
『
絵
本
物
見
岡
』
他　

一
〇
点

②「
鳥
居
清
長
名
品
展
」（
回
向
院
二
〇
一
三
年
五
月
）

鳥
居
清
長
《
三
代
目
瀬
川
菊
之
丞
の
娘
道
成
寺
》（
無
款
）他　

二
点（
す
べ
て
寄
託
作
品
）
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③「E
T

 IN
 A

R
C

A
D

IA
 E

G
O

　

墓
は
語
る
か　

̶

彫
刻
と
呼
ば
れ
る
、
隠
さ
れ
た
場
所
」

（
武
蔵
野
美
術
大
学 

美
術
館･

図
書
館
、
二
〇
一
三
年
三
月
〜
八
月
）

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
《
か
ぶ
と
》（
寄
託
作
品
）　

一
点

④「
美
作
の
美
術
展
」（
岡
山
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
五
月
〜
六
月
）

鍬
形
蕙
斎
《
東
都
繁
昌
図
巻
》
他　

一
五
点（
寄
託
作
品
一
点
を
含
む
）

⑤「
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展
：
私
た
ち
は
越
え
て
い
く
」（
高
岡
市
美
術
館
、
二
〇
一
三
年

六
月
〜
七
月
）

草
間
彌
生
《
無
限
の
網
》
他　

三
点

⑥「
日
本
の
「
妖
怪
」
を
追
え
！
」（
横
須
賀
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
七
月
〜
九
月
）

歌
川
国
芳
《
相
馬
の
古
内
裏
》
他　

三
点

⑦「
大
野
麥
風
展
」（
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
三
年
七
月
〜
九
月
）

『
貝
千
種
』　

一
点

⑧「
花
開
く 

江
戸
の
園
芸
」（
江
戸
東
京
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
七
月
〜
九
月
）

鍬
形
蕙
斎
《
草
花
図
》
他　

五
点（
寄
託
作
品
二
点
を
含
む
）

⑨「
桂
ゆ
き
展
」（
東
京
都
現
代
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
四
月
〜
六
月
／
下
関
市
立
美
術
館
、

二
〇
一
三
年
六
月
〜
八
月
）

桂
ゆ
き
《
や
ぶ
れ
凧
》
他　

七
点

⑩「
内
蔵
感
覚

̶

遠
く
て
近
い
生
の
声
」（
金
沢
21
世
紀
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
四
月
〜
九
月
）

草
間
彌
生
《N
o.B

 W
hite

》　

一
点

⑪「
関
西
学
院
の
美
術
家
〜
知
ら
れ
ざ
る
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
〜
」（
神
戸
市
立
小
磯
記
念
美
術

館
、
二
〇
一
三
年
七
月
〜
一
〇
月
）

春
村
た
ゞ
を
《
自
画
像
》
他　

二
点

⑫「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ　

〜
そ
の
創
造
の
源
流
〜
」（
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
七
月

〜
一
〇
月
）

勅
使
河
原
蒼
風
《
半
神
半
獣
》
他　

三
点（
す
べ
て
寄
託
作
品
）

⑬「
渡
辺
崋
山
・
椿
椿
山
が
描
く
花
・
鳥
・
動
物
の
美
」（
田
原
市
博
物
館
、
二
〇
一
三
年

九
月
〜
一
〇
月
）

金
子
金
陵
《
秋
雨
鶏
雛
図
》
他　

三
点（
す
べ
て
寄
託
作
品
）

⑭「
出
雲
阿
国
展　

初
期
歌
舞
伎
図
か
ら
寛
文
美
人
図
ま
で
」（
島
根
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
三

年
九
月
〜
一
一
月
）

《
犬
を
連
れ
た
禿
図
》
他　

四
点

⑮「
縁
起
も
の　

版
画
と
絵
画
で
楽
し
む
吉
祥
図
像
」（
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
、
二
〇

一
三
年
九
月
〜
一
一
月
）

司
馬
江
漢
《
西
王
母
図
》
他　

三
点

⑯「
描
か
れ
た
都
―
開
封
・
杭
州
・
京
都
・
江
戸
―
」（
大
倉
集
古
館
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月

〜
一
二
月
）

曾
我
蕭
白
《
林
和
靖
図
》
他　

二
点
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⑰「
単
彩
画　

―
ひ
と
つ
の
色
の
多
彩
な
世
界
―
」（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
三

年
一
〇
月
〜
一
二
月
）

伊
藤
若
冲
《
乗
興
舟
》
他　

五
点

⑱「
藤
松
博
展
」（
松
本
市
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
〜
一
二
月
）

藤
松
博
《
化
石
》
他　

七
点

⑲「
土
屋
幸
夫
展
」（
目
黒
区
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
〜
一
二
月
）

土
屋
幸
夫
《〈
人
〉
ま
た
は
自
画
像
》
他　

三
点

⑳「
宮
川
長
春
展
」（
大
和
文
華
館
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
〜
一
一
月
）

宮
川
長
春
《
立
美
人
図
》
他　

三
点（
寄
託
作
品
二
点
を
含
む
）

㉑「
東
山
魁
夷　

芸
術
創
生
の
あ
ゆ
み
」（
市
川
市
東
山
魁
夷
記
念
館
、
二
〇
一
三
年
一
一
月

〜
一
二
月
）

東
山
魁
夷
《
深
秋
》　

一
点

㉒「
あ
な
た
の
肖
像
―
工
藤
哲
巳
回
顧
展
」（
国
立
国
際
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
〜
二

〇
一
四
年
一
月　

東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
二
月
〜
三
月　

青
森
県
立
美
術
館
、
四
月
〜
六

月
）

工
藤
哲
巳
《
あ
な
た
の
肖
像
》
他　

六
点（
寄
託
作
品
三
点
を
含
む
）

㉓「
ア
ー
ト
が
絵
本
と
出
会
う
と
き
―
美
術
の
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
の
試
み
」（
う
ら
わ
美
術
館
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
〜
二
〇
一
四
年
一
月
／
下
関
市
立
美
術
館
、
七
月
〜
八
月
）

恩
地
孝
四
郎
《Lyrique N

o.2 

楽
曲
に
よ
せ
る
抒
情　

山
田
耕
筰
〝
お
や
す
み
な
さ
い
〞》

他　

五
点

㉔「
土
の
姿
」（
益
子
陶
芸
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
〜
二
〇
一
四
年
三
月
）

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
《
か
ぶ
と
》
一
点　
（
寄
託
作
品
）

㉕「
大
浮
世
絵
展
」（
江
戸
東
京
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
一
月
〜
三
月
／
名
古
屋
市
博
物
館
、

三
月
〜
五
月
／
山
口
県
立
美
術
館
、
五
月
〜
七
月
）

菱
川
師
宣
『
恋
の
み
な
か
み
』
他　

一
七
点（
寄
託
作
品
一
点
を
含
む
）

㉖「
グ
ル
ー
プ
「
幻
触
」
と
石
子
順
造 

1
9
6
6
―
1
9
7
1　

―
時
代
を
先
駆
け
た
冒
険

者
た
ち
の
記
録
―
」（
静
岡
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
二
月
〜
三
月
）

中
西
夏
之
《
韻 

’60
》
他　

五
点

㉗「
ア
・
タ
ー
ブ
ル
！ 

― 

ご
は
ん
だ
よ
！
食
を
め
ぐ
る
美
の
饗
宴 

―
」（
三
重
県
立
美
術
館
、

二
〇
一
四
年
三
月
〜
五
月
）

月
岡
芳
年
《
風
俗
三
十
二
相　

む
ま
そ
う
》
他　

六
点（
寄
託
作
品
二
点
を
含
む
）

㉘「
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
記
念 

富
士
と
桜
と
春
の
花
」（
山
種
美
術
館
、
二
〇
一
四
年

三
月
〜
五
月
）

円
山
応
挙
《
富
士
三
保
松
原
図
屏
風
》
一
点

㉙「
の
ぞ
い
て
び
っ
く
り 

江
戸
絵
画　

科
学
の
眼 

視
覚
の
不
思
議
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、

二
〇
一
四
年
三
月
〜
五
月
）

司
馬
江
漢
《
漁
夫
図
》
他　

九
点（
寄
託
作
品
一
点
を
含
む
）
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㉚
「
中
村
一
美
展
」（
国
立
新
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
三
月
〜
五
月
）

中
村
一
美
《
破
風
Ⅲ
》　

一
点

（
二
）写
真
の
貸
出
、
撮
影
等（
特
別
利
用
） 　
（
八
〇
件
一
八
三
点
）

桂
ゆ
き
《
自
画
像（
娘
時
代
）》
他　

一
五
　
友
の
会

（
一
）会
員
数　

二
、
四
三
九
人（
二
〇
一
四
年
三
月
三
一
日
現
在
）

（
二
）
友
の
会
バ
ス
ツ
ア
ー

「
近
代
日
本
画
家
の
画
室（
ア
ト
リ
エ
）を
巡
る
」

二
〇
一
三
年
一
一
月
六
日（
水
） （
参
加
者
数　

三
〇
人
）

一
六
　
博
物
館
実
習（
実
習
生
　
一
八
校
　
一
八
人
）

二
〇
一
三
年
八
月
二
九
日（
木
）〜
九
月
六
日（
金
）実
施

一
七
　
図
書
室
の
運
営

公
開
日
数　

三
四
六
日　

利
用
人
数　

一
、
三
七
〇
人

一
八
　
施
設
の
利
用（
利
用
日
数
）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

三
一
八
日（
四
八
団
体
、
五
五
、
四
四
八
人
）

講
堂　

四
一
九
コ
マ 

講
座
室　

五
二
七
コ
マ

さ
や
堂
ホ
ー
ル　

四
六
七
コ
マ

※
講
座
室
、
講
堂
、
さ
や
堂
ホ
ー
ル
は
、
一
日
三
コ
マ（
一
〇
時
〜
一
三
時
、
一
三
時
〜
一
七
時
、
一
七

時
〜
二
一
時
）

平
成
二
五
年
度
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
な
げ
　
企
画
展
及
び
施
設
の
利
用
者

（
一
）
企
画
展

①
八
月
六
日（
火
）〜
一
八
日（
日
） 

「
夏
の
企
画
展　

1
部　

世
界
児
童
画
展
」　

2
部　
「
創
造
海
岸
い
な
げ
展
」

＊
1
部
で
は
「
世
界
児
童
画
展
」
優
秀
作
品
、
2
部
で
は
、
千
葉
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
若
手
作
家
と
近
隣

中
学
校
美
術
部
員
の
作
品
を
展
示
。

（
一
二
日
間
／
入
場
者
一
、
四
五
四
人
）

②
一
二
月
二
五
日（
水
）〜
二
〇
一
四
年
一
月
一
二
日（
日
）

「
白
井
綾
写
真
展　

長
崎
の
教
会
」「
展
示
を
つ
く
る
Ｂ
写
真
展
―
私
た
ち
の
場
所
―
」

＊
千
葉
大
学
と
の
連
携
事
業　

普
遍
教
育
教
養
展
開
科
目
「
展
示
を
つ
く
る
」
の
受
講
者
と
指
導
し
た
写

真
家
の
展
覧
会
を
開
催
。

（
一
一
日
間
／
入
場
者
一
、
一
四
五
人
）



68

③
二
〇
一
四
年
一
月
二
二
日（
水
）〜
二
月
九
日（
日
） 

「
橋
本
ト
モ
コ
―
白
い
光
、
落
ち
る
闇
―
」

＊ 

親
し
み
易
い
作
品
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
千
葉
県
出
身
の
現
代
美
術
家
の
個
展
を
開
催
。

（
一
七
日
間
／
入
場
者
数
一
、
一
三
三
人
）

（
二
）
施
設
の
利
用
者

展
示
室　

一
九
、
三
〇
六
人

制
作
室　

一
三
、
六
五
六
人

（
三
）旧
神
谷
伝
兵
衛
稲
毛
別
荘
の
公
開　
（
三
〇
七
日　

一
〇
、
九
四
九
人
）

「夏の企画展　1部　世界児童画展」会場

「創造海岸いなげ展」会場

「橋本トモコ ―白い光、落ちる闇 ―」会場

「白井綾写真展　長崎の教会」会場

「展示をつくるＢ写真展 ―私たちの場所 ―」会場
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

展
覧
会
観
覧
者

仏像半島 8,567 16,924 12,254 37,745

彫刻家・高村光太郎展 624 7,814 7,757 16,195

ジョルジュ・ルオー展 5,989 4,492 10,481

川瀬巴水展 1,122 9,378 16,783 27,283

江戸の面影 1,316 6,143 1,167 8,626

第45回市民美術展覧会 14,862 14,862

高村光太郎の周辺 616 7,627 7,688 15,931

琳派・若冲と花鳥風月 1,888 8,895 10,783

現代美術と祈り 4,705 3,585 8,290

渡邊版̶新版画の精華 1,102 9,157 16,503 26,762

新収蔵作品展 画人たちの１万時間 1,232 5,897 1,147 8,276

展覧会観覧者　計 8,567 16,924 13,494 15,441 17,333 8,895 10,694 10,301 18,535 35,834 12,040 17,176 185,234

貸
出
施
設
利
用
者

市民ギャラリー 2,650 2,933 10,166 2,543 1,520 4,255 2,538 1,718 4,656 2,807 19,662 0 55,448

講座室 485 331 434 388 291 348 391 305 431 360 171 419 4,354

講堂 329 661 570 539 495 287 505 438 336 40 265 140 4,605

さや堂ホール 60 1,252 831 140 718 336 381 408 611 155 256 10 5,158

貸出施設利用者　計 3,524 5,177 12,001 3,610 3,024 5,226 3,815 2,869 6,034 3,362 20,354 569 69,565

そ
の
他
利
用
者

図書室 69 125 144 144 219 133 113 102 69 92 92 68 1,370

講座・講演会等 788 942 956 348 168 149 149 428 320 366 581 0 5,195

コンサート・ワークショップ等 0 92 0 22 0 0 0 16 0 112 0 0 242

学校プログラム・実習等 0 188 280 376 158 113 301 203 187 233 140 0 2,179

その他利用者　計 857 1,347 1,380 890 545 395 563 749 576 803 813 68 8,986

美術館　利用者総計 12,948 23,448 26,875 19,941 20,902 14,516 15,072 13,919 25,145 39,999 33,207 17,813 263,785

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
な
げ

世界児童画展 813 813

創造海岸いなげ展 641 641

展示をつくるB写真展 71 1,074

橋本トモコ－白い光、落ちる闇－ 599 534 1,133

展示室利用者 1,301 1,966 2,373 1,365 715 1,605 1,700 1,656 915 324 866 1,434 16,220

制作室利用者 474 530 776 592 1,662 1,018 1,696 1,477 515 847 1,657 1,766 13,010

旧神谷伝兵衛稲毛別荘 709 991 840 552 1,191 788 1,106 1,873 358 1,013 819 709 10,949

市民ギャラリーいなげ　利用者総計 2,484 3,487 3,989 2,509 5,022 3,411 4,502 5,006 1,859 3,857 3,876 3,909 43,911

（空欄は該当なし・利用不能を示す。）

平成25年度利用者数
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